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			物理さんで無双してたらモテモテになりました⑤

			ｋｔ60

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・ナカムラナナフシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			第１話　武芸会編の始まりのようなお話。

			第２話　ステータスなお話。二回目。

			第３話　ラクトにつけられたハンデとかのお話。

			第４話　大会前の訓練編。

			第５話　訓練とえっちぃミーアとリアちゃんのお話。

			第６話　大会前の訓練風景。～ライナとのエロス編～

			第７話　訓練と休息と日常のお話。

			第８話　いよいよ大会当日です。

			第９話　セシリアさんが、オープニングセレモニーでがんばるお話。

			第10話　予選大会・第一試合。～シャルルらしい戦い編～

			第11話　閑話。～戦闘が終わったあとのシャルル編～

			第12話　予選大会・ライナ編。

			第13話　予選大会・リア編。

			第14話　予選大会・セシリアの前哨戦。

			第15話　予選大会・セシリア編。

			第16話　アホの子。

			第17話　リンディスの戦い・予選編。

			第18話　リンディスちゃんは泣き虫です[image: 195kao.png]

			第19話　ちょろい子っていいよね！

			第20話　予選大会・ラクト編。

			第21話　オレの予選が終ったので、セシリアをいじる。

			第22話　大会はお祭りです。

			第23話　大会本戦・くじびき編。

			第24話　シャルルとミーアの本戦・一回戦。

			第25話　赤峰ユキの本戦編。

			第26話　リンディスの本戦・前哨編。

			第27話　Ｂブロック一回戦。リンディスちゃんがヘタれる編。

			第28話　リンディス（笑）とレミナの本戦編。

			第29話　落ち込むリンディスを元気づけたり、かわいいカミーユをからかってみたり。

			第30話　休憩とセシリアとサンドイッチ編。

		

	
		
			第１話　武芸会編の始まりのようなお話。

			　

			　朝食が終わった。

			　食後のお茶をすすって、のんびりすること約十分。

			「じゃあ、そろそろやるか」

			「はいっ！」

			　オレとシャルルは家をでて、家の向かいにある空き地に入った。

			　足場はそこそこ固い地面で、広さはバスケットコートの半分ぐらいだ。

			　オレは木剣を右手に持った。自然体で構える。

			「好きなタイミングで来い」

			「はいっ！」

			　シャルルは、真(しん)摯(し)な眼差しでオレを見つめる。

			　真剣と同じ重さをした木剣を両手で握り、オレの呼吸と隙をうかがう。

			　一秒、二秒、三秒と、空気が重く、密になる。

			「はうっ！」

			　裂(れつ)帛(ぱく)の声をあげたシャルルが、一足飛びでかかってくる。

			　初手は肩を打つような、袈(け)裟(さ)切りの軌道。

			　牽制の意味が強いのか、踏み込みは浅い。

			　オレはツイッと下がってかわした。オレの前髪の先を、シャルルの木剣がかすめる。

			　シャルルは素早く手首を返し、居合いのような斬撃を放つ。

			　なかなか鋭い一撃を、オレは木剣で受ける。

			　カァンッ――。乾いた音が響き渡った。

			　オレは牽制の前蹴りを入れる。

			　シャルルはタトンと跳ねて下がった。地に降りた反動を使い、勢い鋭く突っ込んでくる。

			　バックステップを踏んで、紙一重で回避。

			　そんな感じで、オレはシャルルの攻撃を、受けたりかわしたりし続けた。

			　時折り牽制のカウンターを入れてみるが、シャルルは器用に回避していく。

			　オレと違って、剣で直接受けたりはしない。

			　筋力に劣るシャルルがそれをすると、力で体勢を崩されるからだ。

			　その代わり――。

			「わんっ！」

			　オレの牽制斬撃を、シャルルは木剣で弾いた。

			　相手の武器の横っ腹に斬撃を入れて、軌道を逸らす高等技術。

			　以前にもぐったダンジョンで遭遇したミノタウロスとの戦いで、身につけた技術だ。

			　それは生死の境で身につけた技術だが、無事に帰れた今でも使えるのはすごい。シャルルの伸びとか成長は、本当にすごい。

			　そして思った。

			　こんだけ成長してるなら――。

			　

			　オレはもうちょい、本気をだしてもいいんじゃないか？

			　

			　思うと同時に、口の端に笑みが浮かんだ。ニィ……と歪(いびつ)な笑みである。

			　姦邪な殺気もわずかに漏れて、手前のシャルルに浴びせてしまった。

			「はうぅ――――ッ！」

			　シャルルの全身の毛が、ぞわ……と逆立ち、シャルルはその場に膝をついた。

			　両手もぺたんと地についた。

			「はうっ、はうっ、はぅわぁぁん…………」

			　本能的な恐怖に支配されてしまっているのか、立つに立てずに、ぷるぷる震え――。

			「はうぅぅぅぅぅ……………っ！」

			　

			　おもらし。

			　

			「はぅわん、はぅわぁん…………っ！」

			　恥ずかしいのか、いたたまれないのか、あるいはそれの両方か。

			　シャルルは両手と両膝を地につけたまま、実に切ない声をあげた。

			　かわいい。

			　かわいそうだけどかわいい。

			「とりあえず……拭けよ」

			「はうぅぅ…………」

			　オレがシャルルに布を渡すと、シャルルは布で股間を押さえた。

			　成長しているシャルルだが、それでもシャルルは、やっぱりシャルルだ。

			　おもらしをしている姿でそれを感じるってのも、ちょっとどうかと思うけど。

			　だけどシャルルの特徴を聞かれたら、だいたいそれが入るんだよな。

			　

			　素直。

			　かわいい。

			　おもらし。

			　

			　それ以外にも、おっぱいとか巨乳とか健気とかおっぱいがあるけど、パッと思い浮かぶのは今のみっつだ。

			「よいしょ」

			　オレはシャルルを抱きあげた。

			「ララララッ、ラクトさまっ?!」

			「どうした？　シャルル」

			「ななっ、なにゆえシャルルを、抱きあげて、くださるでありますか……？」

			「もらしたんなら、お風呂だろ？」

			「お気遣い、ありがたいであります…………はうぅ」

			　シャルルはオレに感じ入り、体の力をくたりと抜いた。丸くてかわいいお尻の尻尾(しつぽ)が、ぱたぱたぱたっと左右に振られる。

			　かわいい。

			　オレはシャルルを抱きあげたまま風呂に入った。

			「ラクトさまっ?!」

			　シャルルはかわいい悲鳴をあげたが、オレにはなにも聞こえなかった。なにも聞こえていないのだから、悲鳴に答える義務もない。だって聞こえていないんだから！

			　素知らぬ顔でシャルルを風呂場の椅子に座らせ、上着の裾から手を差し入れる。生のおっぱいをぐっにゅうぅぅと揉む。

			「ラクトさまあぁ～～～～～～～～～」

			　シャルルが哀れな声をあげるが、オレはシャルルの耳元でささやく。

			「いいから、万歳しろ」

			「はうぅ……」

			　シャルルは大人しく万歳した。オレはシャルルの上着を脱がす。巨乳なシャルルのえっちなサイズのえっちカップが、たゆっとゆれた。

			　すばらしい。

			　オレはシャルルに腕を回して、両手でむにゅぐにゅ揉みほぐす。

			「はううっ、はうっ、ンッ、はううぅんッッ！」

			　オレの両手が動くたび、シャルルの巨乳に指が食い込む。そして指が食い込むたびに、シャルルは甘い声をだす。スパッツのようなズボンについていたおもらしのシミが、おもらしではない液体で広がっていく。

			　恥ずかしがり屋なシャルルだが、体のほうはむっつりスケベの淫乱ピンクだ。

			　かわいい。

			「ほら、ズボン脱げ」

			「はうぅ……」

			　シャルルは羞(しゆう)恥(ち)で顔を染め、くすん、くすんと涙ぐむ。それでも静かに立ちあがり、お尻を突きだしズボンをおろす。大きなお尻と、愛液で濡れたワレメが晒(さら)される。

			　本当にすばらしい。

			　オレはシャルルを椅子に座らせ、布にセッケンをつけた。シャルルの腹部で円を描いて、ゆっくりと泡立てる。

			「はううっ、んっ、クウゥンッ」

			　オレの手が動くたび、シャルルは体をぴくぴく動かす。股間のワレメもひくひく動いてオレをほしがる。

			　オレは布をすべらせて、シャルルの股間へとやった。

			「はぅわあぁぁぁぁぁぁんっっ！！！」

			　シャルルが電気を流されたかのような悲鳴をあげ、いやらしい汁を噴射した。

			　ゴシゴシゴシ。オレはシャルルの股間を洗う。

			「はぅわんっ！　はぅわああぁんっ!!」

			　オレの手が動くたび、シャルルは感じて喘ぎまくった。

			　オレはシャルルをたっぷりと洗って感じさせ、バックの体勢からエロいことした。

			「はうぅんっ……！」

			　愛撫を受けたシャルルの秘部は、ねっとりとろけてオレの魔剣(ちんこ)を包み込む。ぐううっと熱い触感が、たまらない快楽をもたらしてくる。

			　オレは腰を前後に動かす。ずちゅんっ、ずちゅんっ、ずちゅんっ。シャルルの秘部は、実にやらしい音を立てた。同時に巨大なおっぱいも、たゆんっ、たゆんっとゆれまくる。

			「はぅわんっ、はぅわんっ、はぅわあぁ～～～～～んっ！　ダメであります、ラクトさまっ！　そんなに激しくされてしまうと、シャルルはシャルルはおかしくなってしまうでありますうぅ～～～～～～～～～！！！」

			「だったらおかしくなっちまえよっ！」

			「ハウゥンッ！」

			　ズンッ！　オレはシャルルに声をあげさせ、一際深くねじ込んだ。

			　真っ白な欲望を、シャルルの中に射出する。

			「はうぅんっ、んっ、んぅ……。ラクトさまの熱いのが、どくどく入ってくるでありますうぅ……わん」

			「ぶち込んだんだから当たり前だろ？」

			　その後もオレは、二回、三回とシャルルを犯した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　シャルルをひたすら犯しまくって、風呂をあがった。

			「はうぅん……♥♥」

			　いっぱいされたオレのシャルルは、とろけた顔でオレにくっつく。もう完璧に、メス犬ならぬメスわんこである。

			　かわいい。

			　そして風呂場でしたことは、みんなだいたいわかったらしい。露骨に照れたり、もじもじしたり、自分もしてほしそうにこちらを見てきたりしている。

			　それを誤魔化すかのように、ライナが言った。

			「しっ、ししっ、しかし、最後はああなったとはいえ、シャルル＝ノイスタッドの成長には、目を見張るものがあるな！」

			「オレもそう思うよ」

			「はうぅぅ…………」

			　オレとライナに褒められたシャルルが、恐縮そうに縮こまった。

			「これほどの力を持っているなら、武芸会に参加してもおもしろいかもしれんな」

			「武芸会？」

			「二年に一度、学園都市でおこなわれている大会だ。細かい規定は種(しゆ)々(じゆ)あるが、基本的にはふたり一組のペアを組み、トーナメント形式で武芸を競う」

			「ふたり一組の、ペアでありますか…………」

			　シャルルがオレをチラと見て、頬をぽうっと赤らめた。

			「言っておくが、アマクサとのペアは組めんぞ？」

			「はうっ?!」

			「ペアには少々規定があってな。この学園が、独自で制定している探索者ランク。それがＡの場合、他の者とペアは組めん。ランクＢの場合でも、パートナーにしてもよいのは、Ｃランク以下の者だけだ」

			「つまりオレが参加する場合、二対一のハンデ戦になるってこと？」

			「さらにキミの場合、それ以上のハンデもつけられるであろうな。学園で計る【ステイタス】に測定不能の項目がある場合、ひとつにつき一本のリングがはめられるのが通例だ」

			「なるほど」

			「その大会、賞金はでるんだぜな？」

			　オレがうなずくと、リンディスが言った。

			「優勝で一〇〇〇万。二位と三位で、五〇〇万と三〇〇万。ベスト十六に入るだけでも、二〇万はでる」

			「なるほどだぜな……！」

			「おねぇちゃん！」

			　リンディスが闘志を燃やすと、ウサミミでメガネっ子であると同時に商人のロミナが、両手をグーにして姉であるレミナを見つめた。

			　ロミナは、ライナにも食い寄る。

			「その大会は、どういう感じの戦いですか?!　優勝者の方のデータや、勝ち進んでいる方の傾向なんかも教えてください！」

			　ライナはちょっぴり、引きつつ答えた。

			「それのあたりは、普通の戦いと変わらんぞ？　後衛に立つ者が、威力は高いが詠(えい)唱(しよう)に時間のかかる魔術式を得意とするなら、前衛は、防御力の高い盾職などになりやすく、手数で攻めるタイプであるなら、前衛の側にも攻撃力が求められたりする」

			「つまりおねぇちゃんの場合、機動力がそこそこあって、おねぇちゃんの大剣を確実に当てられるようサポートをしてくれる、Ｂランク級の人がいいわけですね！」

			「まっ、まぁ、そうなるな」

			「リンディスさん！」

			「ぜな？」

			「おねぇちゃんを、よろしくお願いします！」

			「ぜなぁっ?!」

			「賞金は山分けでいいですか？　それとも、五分以上がほしいですか？」

			「どうして、組むことが前提になっているんだぜなっ?!」

			「わたしのおねぇちゃんは、とってもいいおねぇちゃんですよっ?!　確かにちょっと、ダメなところはあります！　寝る時はパンツ一枚で寝たり、その格好でラクトさんの前にでたり、カミナリを怖がったり、たまにおねしょをしたりすることもあります！」

			（ロミィ―――――――――――――――――――!!）

			　ロミナが無(む)垢(く)なる虐(ぎやく)殺(さつ)を始め、レミナが声なき悲鳴をあげた。

			「レミナさま……」

			　シャルルが小さく尻尾(しつぽ)を振った。仲間を見る目でレミナを見ている。

			　オレも思わず、尋ねてしまう。

			「してるのか……？　おねしょ」

			「そんなのまったくしてないじゃんよ！　せいぜい週に一回じゃんよ！」

			「してるじゃん」

			「してるであります……」

			「してるよねぇ、あはは」

			　オレとシャルルとミーアがそろって、ジェットストリーム突っ込みを入れた。

			「うあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

			　レミナは、気の毒なほど赤くなり、頭を抱えてうずくまった。

			「なぁ……リン」

			　キツネっ子であるカミーユが、リンディスを愛称で呼んだ。

			「なんだぜな……？」

			「組んでやれよ……コンビ」

			「了解…………だぜな」

			　ロミナのジェノサイド説得で、レミナはパートナーを得た。

			　よかった……。

			　レミナの犠牲は、無駄になったりしなかったんだ……。

			　ちなみにシャルルは、ミーアと組むことにした。

		

	
		
			第２話　ステータスなお話。二回目。

			　

			「ところでアマクサ。キミも参加する予定なのか？」

			「まぁ、せっかくのイベントだしね」

			「それでは早いうちに、事前登録を済ませてしまおうか」

			　ライナの提案をきっかけに、オレたちは学園へと向かった。

			　窓口にいた、受付の人に話を通す。

			　受付の人は、オレの名前を見ると、少々お待ちください――と言った。

			　待つこと五分。ひとりの少女がやってきた。

			　流れるような金色のショートカットに、ヒスイのような緑の瞳。

			　それはとってもかわいらしい、眠たげなジト目。

			　そして頭についているのは、ピコピコとしたネコミミだ。

			「どうも――おひさしぶりです」

			　少女、ぺこりと小さく頭をさげる。

			　小さいけれど、しっかりしている女の子。

			　この学園の責任者にして、セシリアの妹であるアリシアだ。

			「ラクトさまは特殊な点が多いので、わたし自らが担当させていただきます」

			「そうか」

			　オレは、アリシアの頭をよしよしと撫でた。

		

	
		
			[image: p019.jpg]
		

	
		
			　小さい子なのにがんばっている姿を見ると、どうしても、そうしたくなる。

			「小さな子どもあつかいなさるのは、できればやめていただきたいのですが……」

			　小さな声でつぶやくアリシア。

			　だけどほっぺは赤くなってる。尻尾(しつぽ)もゆらゆら波打って、耳もぴくぴく動いてた。

			　イヤじゃないけど照れくさい。恥ずかしい。そんな気持ちがでている姿だ。

			　かわいい。

			　そんなこんなでオレたちは、ステイタスを計るための部屋にきた。

			　学校の、保健室ぐらいの広さと明るさを持った、爽やかな部屋だ。

			「そんじゃあ、アタシから計るじゃんね」

			　まずはレミナが、部屋の中央の水晶玉に手を当てる。

			　水晶玉がまばゆく輝き、白い壁に光を当てた。

			　壁に文字が浮かびあがる。

			　

			　レミナ＝ラビウス

			　筋力：Ｃ３３５→Ｃ３４２

			　耐久：Ｃ２８６→Ｃ３４７

			　耐性：Ｄ55→Ｄ58

			　敏(びん)捷(しよう)：Ｃ１２１→Ｃ１２９

			　魔法力：Ｅ50→Ｅ50

			　総合ランク：Ｃ→Ｃ

			　

			　左が以前のステイタスで、右が新しいステイタスだ。

			「かなりの成長だな」

			　ライナが言った。

			「そうなの？」

			「元のランクにもよるが、合計で五〇ポイントも伸びていれば、『成功』と呼ばれる部類であるぞ？」

			　確かにその基準で言えば、合計八〇ポイントは、かなりの部類に入ってくるな。

			「まっ、まぁ、色々ハードな体験したじゃんね」

			　レミナは恥ずかしそうに腕を組み、頬を染めて言った。

			　頭のウサミミが、ぴくぴくと動く。

			　まぁ、レミナは死にかけたらしいしな。

			「それじゃあ次は、アタシの番ぜな」

			　リンディスが、水晶玉に手を当てた。

			　

			　リンディス

			　筋力：Ｂ１２０→Ｂ１２４

			　耐久：Ｂ28→Ｂ51

			　耐性：Ｃ80→Ｃ80

			　敏(びん)捷(しよう)：Ｂ１５８→Ｂ１７３

			　魔法力：Ｂ３８０→Ｂ３８７

			　総合ランク：Ｂ→Ｂ

			　

			「これも、なかなかの上昇だな」

			「アタシもけっこう、がんばったぜな」

			　リンディスは、うんうんとうなずいた。

			　そんな感じで、リアとライナも測定を済ませた。

			　

			　

			　リア

			　筋力：Ｂ１０８→Ｂ１１２

			　耐久：Ｃ90→Ｃ90

			　耐性：Ａ２８０→Ａ２８０

			　敏(びん)捷(しよう)：Ｃ１９８→Ｃ２０５

			　魔法力：Ａ５２０→Ａ５４３

			　総合ランク：Ａ→Ａ

			　

			　ライナティアス＝ミューレン・ミューレン

			　筋力：Ｂ30→Ｂ30

			　耐久：Ｃ３０８→Ｃ３０８

			　耐性：Ａ５０３→Ａ５０３

			　敏(びん)捷(しよう)：Ａ３２１→Ａ３２１

			　魔法力：測定不能→測定不能

			　総合ランク：Ａ

			　

			「ライナは、まったく変わっていないんだね」

			「わたしの場合、すでに一定の経験を積んでしまったからな。多少のことでは、伸びんようになっている」

			「成長が、止まっちゃってるわけか……」

			　オレはライナをチラと見た。身長一四〇センチ台の、とても小さなライナの姿を。

			　ついでに胸も視界に入った。

			　成長という概念を、この世のどこかに置き忘れてしまった胸を。

			　ライナの顔が、真っ赤になった。

			　両腕で、胸を押さえて叫ぶ。

			「アマクサっ！　キミは今、わたしの体のどこを見たっ?!

			『成長が止まった』と言いながら、わたしの体のどこを見たっ?!」

			　ライナの顔は半泣きだ。

			　ライナは基本、クールで聡明である。

			　しかし胸に関したお話になると、途端にアホの子になる。

			「いや…………ごめん」

			「あやまるなぁ！」

			　ライナは、[image: 023kao.png]な顔で怒った。

			「能力はともかく、胸はこれから大きくなるのだぁ！　五倍、一〇倍となっていくのだぁ！」

			　するとミーアが、ライナに言った。

			「ライナさん！　ゼロにはなにをかけたってゼロだよっ?!」

			「はぐうぅ～～～～～～～～～～～～～!!」

			　ライナは両の胸を押さえ、その場にぺたりとへたれ込んだ。

			　ミーアに悪気はないんだろうが、ナチュラルにひどい。

			　特になにがひどいのかって、真実なのがひどい。

			　デタラメだったら反論もできる。

			　しかしそれが真実となると、なにも言うことができない。

			『ライナの悲劇』はあったりしたが、測定は続く。

			　オレが、水晶玉に手をかざす。

			　

			　アマクサラクト

			　筋力：測定不能→測定不能

			　耐久：測定不能→測定不能

			　耐性：測定不能→測定不能

			　敏(びん)捷(しよう)：測定不能→測定不能

			　魔法力：Ｃ80→Ｃ80

			　総合ランク：測定不能→測定不能

			　

			「計るだけ無駄であったな……」

			「さすがであります……」

			「本当に、魔法力以外が、『測定不能』を示していらっしゃるのですね……」

			　ライナとシャルルが頬を染めてつぶやくと、アリシアが目を丸くした。

			　そしていよいよ、本命とも言えるシャルルの番だ。

			　前の探索で濃密な経験をしたシャルル。ステイタスの伸びも、かなりのものになるはずだ。

			　シャルルの白く、小さく、かわいらしい手が、水晶玉に近づいて――――。

			　

			　離れた。

			　

			「はうぅ…………」

			　そして再び近づいて――――。

			　

			　離れた。

			　

			「はうぅぅぅ…………！」

			　しつこいぐらいに近づいて――――。

			「早く計れよ」

			「はぅわぅんっ!!」

			　オレに言われて手をつけた。

			　水晶玉が光り輝き、壁にシャルルのステイタスを映す。

			　

			　シャルル＝ノイスタッド

			　筋力：Ｅ80→Ｄ１２０

			　耐久：Ｅ１２０→Ｅ３２０

			　耐性：Ｄ90→Ｄ１２８

			　敏(びん)捷(しよう)：Ｃ２８０→Ｃ３３４

			　魔法力：Ｅ50→Ｅ50

			　総合ランク：Ｄ→Ｃ

			　

			「やったね、リーダー！」

			「はうぅぅぅ～～～～～～～～～！」

			　ミーアがシャルルを祝福し、シャルルが歓喜で尻尾(しつぽ)を振った。

			　その横で、アリシアが呆然とする。

			「シャルルさん、もう一度、計っていただいてもよろしいですか？」

			　シャルルは、水晶玉に手を当てた。

			　壁に映る文字は、先のそれと変わらなかった。

			「…………」

			　アリシアが、無言でその壁を見つめる。

			「そんなにありえない上昇なのか？」

			「ＤランクからＣランクへのランクアップは、比較的よく起こります。しかし、これほど短期間で――となりますと…………」

			「ほとんどありえないわけか」

			「でしたらそれは、ラクトさまのおかげでありますっ！　ラクトさまが普通のお方以上にシャルルを信じ、大切にしてくださるから、シャルルもシャルルも、普通のお方以上に強くなれるのでありますっ！」

			「確かに……、想いが強さに繋がる事例は、記録の中でもありますが……」

			「お慕(した)いしているでありますぅ、お慕(した)いしているでありますぅ。

			　シャルルはシャルルは一生涯、ラクトさまをお慕(した)いし続けるシャルルでありますうぅ～～～」

			　シャルルはオレにぎゅむと抱きつき、オレの胸板に顔をうずめた。

			　そのまま顔を、すりすりとこすらせてくる。

			　丸くてかわいい小さな尻尾(しつぽ)も、パタパタパタパタ振られてた。

			　なんかもう、オレが息をしているだけで、オレへの好感度をあげてきそうな勢いである。

			　かわいい。

			　オレはシャルルをギュッと抱きしめ、頭をよしよし撫でてやった。

			「はうぅぅ～～～～～～～～～んんっっ♥♥」

			　シャルルは甘い声をだし、尻尾(しつぽ)をさらに、激しく振った。

		

	
		
			第３話　ラクトにつけられたハンデとかのお話。

			　

			「それでは、ラクトさま。『ハンデ』の説明をさせていただきますので、どうぞ、こちらへ」

			　アリシアが歩み出た。オレたちはついていく。

			「はうぅ…………♥」

			　特にシャルルは、オレの腕にくっついている。

			　ステータス測定でのうれしさの余韻が残っているのか。尻尾(しつぽ)はいまだに振られている。

			「こちらになります」

			　アリシアが案内したのは、訓練場のようなところだ。

			　そこそこに広く、足場は『ちょっと固い土』。

			　壁には武器が数点あった。

			「それではこちらのハンディリングを、両の手首と、足首におはめください」

			「ん、わかった」

			　オレは出された銀色のリングを、両の手首と足首にはめた。

			　アリシアも、金色のリングを手首にはめた。小声でひっそり呪文を唱える。

			　オレの両手両足が、ずっしりと重くなった。

			「重力操作系の腕輪か？」

			　オレは右手をグゥ、パァと開き、軽く手足を動かした。

			「あまり軽く動かされますと、ハンデの意味がなくなってしまうのですが……」

			「いや、まぁ、実際重いよ？」

			「…………」

			　アリシアが、なんとも複雑そうな目をした。

			　訓練場の隅っこに、なにかの種を植えつける。

			　アリシアが手をかざす。するとアリシアの手から、金色の輝きが放たれた。

			　種はすくすく成長し、円筒状の、太い幹となった。

			『地面から生えている、ぷるぷるとしたサンドバッグ』といった感じの品だ。

			　かわいいようなムカつくような、顔っぽい部位もある。

			「これはブロゥツリーと言います。名前の通り、殴打(ブロウ)のための練習台です。ツリーとは言いますが、性質的にはキノコさまとスライムさまを足して二で割ったような存在です」

			「なんか……。殴りたくなる顔しているぜな……っ！」

			　リンディスが、そわそわと動いた。

			「殴打を受けることで胞子を拡散する性質を持っているため、相手の『殴打欲』を刺激するよう進化した――とも言われております」

			　なんという嫌な進化だ。

			「殴りたいぜな……。殴りたいぜなぁ――――――――！」

			　リンディスが叫び、ブロゥツリーに殴りかかった。

			　右ストレートを叩き込む。みしっ……と鈍い音が鳴り、ブロゥツリーがわずかに仰け反る。

			　ミドルキック、ハイキックと叩き込み、さらには槍を手に持って、スパパパパンッッ――――！　っと、槍の連打を叩き込む。

			　流れるような連続技で、一打一打もかなり重い。

			　ミノタウロスは無理にしても、体長二メートル級のオークなら、軽く昏(こん)倒(とう)しているだろう。

			　しかし無傷だ。

			　ブロゥツリーはぷるぷる震え、デフォルメされた宇宙人みたいな声で言った。

			『ばーか』

			「ぜなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

			　リンディスはキレた。子どもが使う駄々っ子パンチで、ブロゥツリーをボカボコ殴る。

			　しかし無傷だ。

			　ブロゥツリーは、くねくねゆれて、にやにや笑う。

			「交代だぜなぁ……」

			　リンディスは、疲労感たっぷりといった感じで場所をゆずった。

			　オレは代わりに前にでる。拳を浅く握りしめ、フー……と軽く息を吐く。

			　意識を高め、あいさつ代わりのハイキック。

			　ドォンッと鈍い音が鳴る。ブロゥツリーの体が曲がる。

			　続いて拳。

			　ジャブの連発に近い、簡単な連打。

			　ブロゥツリーが、拳の跡を残してひしゃげる。

			　オレの体も、温まってきた。

			　オレはブロゥツリーが、自身の弾性によって戻る頃合いを見計らい――。

			「オラァッ！」

			　右ストレートを叩き込む。

			　ブロゥツリーは〈く〉の字に曲がり、ぐにゃりと折れた。

			『こらぁ、あきまへんわぁ……』

			　そして地面に溶け消えた。

			　アリシアが、またも驚(きよう)愕(がく)に目を見開いた。

			「武器も使わず、ブロゥツリーを倒してしまうなんて……」

			「魔力で成長させた分、本来の強さがでなかった――とかじゃないのか？」

			「それでもその特性上、素手で倒せる相手ではないはずですが……」

			「っていうかそれを言われたら、アタシの立場がなくなるぜなぁ……」

			　しまった。

			　地味にヘタレなリンディスの心に、深いキズを負わせてしまった。

			　オレは話を変えてやる。

			「ところで、アリシア。武芸大会の訓練に適した階層ってのはあるかな」

			「アルファズール＝フェアゲッセンさまが、『鍛錬場』としてお作りになられたと言われるルートでしたら、第二十四層にあります」

			「うん、わかった」

			　オレはアリシアの頭をポンと叩いて、言われた階層に向かうことにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「こちらが第二十四層の、『鍛錬場』になります」

			「なるほど……」

			　アリシアがそう言った空間は、独特の雰囲気を放つ階層であった。

			　薄茶色の――岩肌ならぬ土肌めいた壁に囲まれた空間に、オレたちがいる。

			　五〇メートルぐらい先には、次の階層へと進むゲート。

			　そしてゲートとは関係のない横手に、錆(さ)びた鉄のような色をしたトビラが、いくつも立ち並んでいる。

			　アリシアは、床に簡単な図を描いた。

			　

			　○―□―□―□―□

			　

			「どこのトビラもこのような、一本道のルートになっております。スタートである丸を通って通路を進み、モンスターが現れる、四角の部屋を通過していくのです」

			「途中で離脱はできるのか？」

			「最後の部屋にまで進む。転移結晶を使う。モンスターに敗北するかのいずれかで、この場所に戻ることができます」

			「敗北してもいいのか？」

			「骨折などはそのままですが、死に至ることはありません」

			「親切なのかエグいのか、微妙によくわからないシステムだな……」

			「負傷すら残らない戦いに慣れてしまいますと、実戦で痛みを浴びた際、戦闘の続行ができなくなってしまいますので……」

			「もっともだな」

			　そして仕様を確認してると、ブォォン――と、白い魔法陣がでてきた。

			「どなたかが、ルートを攻略――あるいは敗北なされたようですね」

			　魔法陣の上に、白いシルエットが輝き浮かんだ。

			　現れたそいつは、疲れた様子で地面に降りる。

			　アリシアが、小さな声でぽつりと言った。

			「おねぇさま……」

			　現れたのは、セシリアだった。いつも着ている、シルバーグレイの軍服のような服はボロボロで、顔や髪も、泥で薄汚れている。

			「リーシャ……？」

			　セシリアが目を丸くして、アリシアのことを愛称で呼んだ。

			「ラクトさまたちが、武芸大会に参加なされる――というお話でしたので、ご案内をしておりました」

			　それを言われてセシリアは、オレのほうを見た。

			　わざわざオレに近寄って、オレの鼻先に指を突きつけてくる。

			「このわたくしに平れ伏すがために参加なされるとは、なかなかにご殊勝な心構えで――――みぃぃぃぃ～～～～～～～～～！」

			　いつものセシリアだったので、いつも通りにほっぺたをつねった。

			　セシリアが、両手をギュッと丸く握って、[image: 035kao.png]な顔で言ってくる。

			「どうしてラクトさまは毎回毎(まい)日(じつ)、おひどいことをなさるのですのっ?!」

			「それよっか、オマエも大会に参加するのか？」

			「みっ…………」

			　話をズラされたセシリアは、ためらいがちにつぶやいた。

			「わたくしは、元より恒常的に参加しておりましたし――――」

			「し？」

			「ここ最近のわたくしは、高貴ならざる醜(しゆう)態(たい)を晒(さら)してしまう局面もございましたので……」

			　一応自覚はあったらしい。頬を染め、もじりもじりと恥じらっている。

			　けれども、それは一瞬だ。

			　すぐにいつものセシリアに戻り、いつもの調子で言ってくる。

			「ですから大会に参加して、汚名繁(はん)盛(じよう)なのですわっ！」

			　それはもう、胸に手を当て誇り高げに、ビシ――ッ！　と言ってくる。

			　それだけにいたたまれない。シャルルが反応に困っておろおろとして、リンディスやレミナが、かわいそうなものを見る目でセシリアを見ている。

			　オレはぽつりと言ってやる。

			「汚名を繁(はん)盛(じよう)させてどうするんだよ」

			　もうほんと、どうするんだよ。

			「それはもちろんっ、溜まった汚名を、大はんじょっ……じょ…………」

			　リピートしていて気づいたのだろう。セシリアは固まった。カァァ――っと顔が赤くなる。澄んだ瞳に涙が溜まり、小さな体が、ぷるぷると震え――。

			「どうしてお拾いになられるのですのっ?!　ラクトさまがお拾わなければ、どなたも過ちに気づくことなどございませんでしたのにっ！！！」

			「おねぇさまは、とても前向きなお方ですので……」

			　いい子代表のアリシアが、セシリアにフォローを入れた。とてもいい子なアリシアは、セシリアのことはなんでも肯定してしまうぐらいにセシリアが大好きな子なのでもある。

			　でもそんなフォローが入っても、『前向き』って言葉が、ダメな意味に聞こえてしまうだけだと思う。

			「それでは――。わたしは、これで」

			「ああ、いろいろとありがとな」

			　アリシアが、ぺこ……と丁寧に頭をさげた。

			　オレはアリシアの頭をポンと叩いて、くしくしと撫でる。

			「務め……ですので…………。このようなご褒美を、いただく、いわれは…………」

			　律儀につぶやく真面目なアリシア。

			　けれど尻尾(しつぽ)は、やわらかく立って、小さくふりふりとゆられた。

			　セシリアと違って、しっかりとしたいい子だ。

			「どうしてリーシャにまで、やさしさを分け与えるのに、わたくしには――――みぃぃ～～～～～～～～～～～～っ！！！」

			　本当に、アリシアはいい子なのになぁ。

			　オレはセシリアのほっぺたを両手でムニイィ……と引き伸ばし、ため息をついた。

		

	
		
			第４話　大会前の訓練編。

			　

			「そんじゃ、アタシとレミはこっちに行くぜな」

			「あと何時間かしたあと、合流じゃんね」

			「ああ、じゃあな」

			　リンディスとレミナが、トビラに手を当て中に入った。

			「オレたちも行くか」

			「おっけー♪」

			「はいでありますっ！」

			（こくっ。）

			　ミーアとシャルルとリアがうなずく。

			　特にリアは、オレの体にくっついて、顔を（すり………。）とこすらせた。

			　かわいい。

			「ライナはどうする？」

			「わたしは前回の探索で、マナをかなり消費してしまったからな。今日は体を休ませる意味でも、見学させてもらおう」

			「そっか」

			　オレたちは、トビラに手を当て先に進んだ。そこそこ広い部屋にでる。

			　六畳一間ぐらいの広さの部屋だ。

			　部屋の端には、ワラで編まれた布団が敷かれていた。

			「準備兼、休憩部屋といったところか」

			「ご休憩でありますか……」

			　シャルルがぽうっと頬を染め、もじ……と太ももをこすらせた。

			　ミーアがジト目で問いかける。

			「リーダー？」

			「はうっ?!」

			「今なにか、えっちぃこと考えてなかった？」

			　シャルルは気の毒なほど真っ赤になった。

			　両の手を、あわあわパタパタ動かしまくる。

			「考えてなどいないでありますぅ～～～！　『ご休憩』の一語で、いやらしいことなど考えていないでありますぅ～～～！　シャルルはシャルルは、そこまでいやらしいシャルルではないでありますぅ～～～～～！」

			　シャルルは激しく自爆した。

			　なんというのか、さすがの淫乱むっつりピンクっ子である。伏せずに言えば、恥ずかしがり屋なセックス大好きっ子である。

			　もっとも最近のシャルルについては、オレがあれこれ仕込んだせいで、余計にエロくなっている側面もある。

			　なにはともあれオレたちは、戦闘用のフロアへと入った。

			　今度は普通に広めの部屋だ。

			　そして部屋の中央に、石畳で作られたリングのようなものがある。

			　さらに天井はかなり高くて、空でも飛ばないと届きそうにない。

			「屋外での戦闘を想定し、天井が高く生成された――――と、伝えられてはおりますわね」

			　セシリアが割り込んできた。

			　オレは率直に尋ねる。

			「なんでオマエついてきてんの？」

			「それは……、その…………」

			「その？」

			「わたくしにもよくわからない……と申しあげますか。偶然にも会えたラクトさまと離れてしまうことが、無性にさびしくなってしまって、つい……と、申しあげますか…………」

			　セシリアは、胸の前で指をもじもじもじ……と絡ませた。

			　わずかにうつむいた顔は、夕陽に焼けたかのように紅い。

			　が――。

			「ラララッ、ラクトさまのほうこそ、このわたくしに出会えたという幸運を噛み締めても、よろしいのではなくって?!」

			　なんかイミフにキレてきた。

			「オマエと出会えた無駄な運とか、敵にぶつけるぐらいの使い道しか思いつかないんだが」

			「おひどいですわっ！　おひどいですわぁ！

			　だからわたくし、ラクトさまがだいっきらいなので――――みいぃ～～～～～～～～！」

			　オレはセシリアのほっぺたを、いつもよりも強めにつねった。

			　なんと言えばよいのだろうか。

			　セシリアが調子に乗るとムカつくが、セシリアがオレを嫌うのもムカつく。

			　我ながら、今ひとつよくわからない感情である。

			　なんてアホなやり取りをしていたら、六(ろく)芒(ぼう)星(せい)の魔法陣が現れた。

			　キィィィン――と回転し、モンスターを召(しよう)喚(かん)してくる。

			　現れたのは二体。

			　前衛に立つのは、白い体に銀色の剣。そして青いコーティングがなされた盾とヨロイを身に着けたスケルトンの剣士。

			　後衛に立つのは、魔法使いのローブに身を包んだファントムメイジ。

			　手や顔は薄黒い半透明で、目や口があるところには、黒い節穴があいている。

			「オレはリアと見てるから、しっかりと戦えよ？」

			「はいでありますっ！」

			「うんっ、おっけぇー♪」

			　オレはふたりに指示をだし、部屋の隅に移動した。あぐらをかいて座る。

			（………。）

			　オレの腕にくっついているリアが、オレの膝の上を見つめた。

			「こっちのほうに座りたいのか？」

			（こくっ！　こくっ！　こくっ！）

			　大切なことだったらしい。リアは三回もうなずいてきた。

			「座りたいなら座っていいけど？」

			　リアはいそいそと動き、ぺたんと座った。

			（ぴと………。ぴと………。）

			　うれしさを確かめるかのように、背中をオレの胸板につける。

			「まったく……。キミは……。隙あらば、イチャつこうとしているな……」

			　ライナがヤキモチを妬(や)いてきた。

			　頬を染め、ブツクサと言いながら、オレの腕に腕を絡めてくっついてくる。

			「まったく……。キミというやつは、まったく……」

			　そんなふうに言いながら、オレから離れようとはしない。むしろすりすり頬ずりしてくる。

			　かわいい。

			　そんなふうにしているうちに、シャルルとミーアが剣を構えた。

		

	
		
			第５話　訓練とえっちぃミーアとリアちゃんのお話。

			　

			　シャルルとミーアが剣を構えた。

			「それじゃあまずは、ボクが様子見で行くよぉ――！」

			　ミーアが剣に魔力を込めた。

			　剣が白く輝いて、丸っこいショートの髪が、風にたなびく。

			「いっけぇ！　マジック・スラァァッシュ！」

			　ミーアが剣をブオンと振った。白い刃が放たれる。

			「グロロォ…………。ォォ……」

			　スケルトン、口から奇妙な音を発した。手持ちの剣を縦に振る。

			　真空の斬撃が放たれて、ミーアの斬撃を相殺した。

			　スケルトンが突っ込んでくる。

			　シャルル、はうっと前にでた。スケルトンの剣を、自身の剣で受ける。

			　鍔(つば)迫(ぜ)り合い。

			　しかし力で負けている分、シャルルのほうが押されてる。

			　けれども、それは想定内。

			　シャルルは自ら後ろに倒れた。

			　支えを失ったスケルトンが、シャルルといっしょに倒れ込む。

			　そしてガラ空きとなった頭の後ろに、ミーアが斬撃を入れようとした。

			　が――。

			「うわぁ！」

			　赤い炎の渦がきた。ゴーストが放った、ファイアストームである。

			　ミーア、仰け反って回避する。

			　炎の二撃目がきた。

			　ミーアの体は動かない。仰け反ったままで固まっている。

			「うぅ～～～～～～～～！」

			　だからミーアは、羽をパタパタ動かした。体がビュオンと上に飛ぶ。

			　ミーアの靴の底を炎がかすめ、靴がチリ――と焼け焦げた。

			　ミーアが立っていた場所を、赤い炎が通りすぎた。

			　そしてミーアの眼前に――。

			　頭(ず)蓋(がい)骨(こつ)。

			　スケルトンがミーアの上昇に合わせ、自身も飛び跳ねていたのだ。

			　斬撃が落ちてくる。ミーアはそれを、剣で受けた。

			　ガイン！　ミーアは地に向け落とされる。

			「ミーア！」

			　シャルルがミーアを抱き締めた。いわゆるひとつの、お姫さま抱っこ。

			　そこに魔法が飛んでくる。先と同じ、ファイアストーム。

			「えぇぇぇぇ～～～～い！」

			　ミーアが両手を前にだす。白いバリアが、うっすら張られた。

			「うわぁっ！」

			「はうぅ！」

			　炎はなんとか相殺したが、余波は残った。シャルル、ミーアごと尻(しり)餅(もち)をつく。

			　スケルトンが落ちてきた。振り下ろされるは、鋭い斬撃。

			「はぅわぁんっ！」

			　シャルルは素早く腕を振り、右手の手(しゆ)甲(こう)でそれを弾いた。

			「はうぅぅぅ～～～～～～～～！」

			　右手がジィィィン――と痺れたが、剣の軌道は見事に逸れた。

			　スケルトンは素早く飛び退く。

			　シャルルもミーアも飛び下がり、相手との距離を大きく広げた。

			「一部屋目だってのに、きびしいね……」

			「それでも動きは、見切れたであります……っ！」

			「指示はある？　リーダー」

			　シャルルは小声で、なにかを言った。

			「うん、おっけぇ♡」

			　ミーアがしっかりうなずくと、シャルルは地を蹴り前にでた。

			　スケルトンも前にでた。

			　シャルルは輝く双(そう)眸(ぼう)で、スケルトンの全身を、一枚の絵のように捉える。

			　白い体に、白銀の剣。

			　青い盾に、簡素な甲冑。

			　予想される攻撃は――。

			（左腹部への、突きでありますっ!!）

			　シャルルはそれを、跳んでかわした。

			　高く跳び、頭部目がけて蹴りを突きだす。スケルトン、戦士の本能で盾をだす。

			　シャルルの蹴りは盾に当たった。

			　けれども、それは想定内。シャルルは足に力を込めて、宙へと飛んだ。

			　一方のスケルトンは、蹴りの衝撃で体がとまった。

			「マジック・ミサァァァァァイルッ！」

			　そこにミーアの魔法が飛んだ。かなりの力が込められた、帯のような閃(せん)光(こう)だ。

			　スケルトンはまともに食らった。体のおよそ三分の二が、虚(こ)空(くう)の彼方へと消える。

			　さらに余波が、ゴーストにも向かった。ゴーストが両手を合わせ、ファイアストームをぶつける。ミーアの魔法は、あっさりとかき消えた。

			　が――。

			「隙ありでありますっっ！」

			　シャルルが回り込んでいた。横薙(な)ぎに胴を払う。ゴーストのローブ、スパリと裂けた。

			　ローブから、鈍色の瘴(しよう)気(き)が勢いよく溢れだす。

			　カラとなったローブが地面へと落ちて、ぽしゅんと消えた。

			　シャルルとミーアの完全勝利だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ラクトさまぁ――――――――――っ！」

			　シャルルがこちらに駆け寄ってきた。

			　タンと地を蹴り、オレの胸に飛び込んでくる。

			「やったでありますぅ、ラクトさまぁ。勝ったでありますぅ、ラクトさまぁ」

			　ぎゅうっと抱きつき、オレの胸板に顔をこすらせてくるシャルル。

			　丸くてかわいい小さな尻尾(しつぽ)は、やっぱりパタパタ振られてる。

			　かわいい。

			　だけど照れくさい。

			　オレは思わず言ってしまった。

			「よろこびすぎだろ？　シャルル。大会でなければ予選でもない、訓練の一戦目だぞ？」

			「はうぅぅ…………」

			　シャルルは、しょんぼりとした。オレから離れ、うなだれる。

			　パタパタふりふり喜んでいた尻尾(しつぽ)も、しょんぼりと垂れる。

			　オレの胸がチクりと痛んだ。

			「まっ、まぁ、よくやったのは間違いないな」

			「はうぅぅぅ～～～～～～～～っ！」

			　シャルルは感激したらしい。鎖(さ)骨(こつ)のあたりで両手を握り、ぷるぷると震えた。

			　熱い露天風呂に、下半身だけ浸かってぷるぷるしている女の子みたいでかわいい。

			　やっぱりいいなぁ。素直な女の子って。

			　などとオレが思っていると、ミーアがライナに問いかけた。

			「ところでさぁ、ライナさん。ご休憩とかは、できるのぉ？　試合さんの、ホンバンさんではさぁ」

			「試合の順番にもよるが、最短でも二〇分は休める」

			「そっかぁ」

			「それがどうかしたのか？」

			「ホンバンでもできるなら、練習でしてもいいかなぁって。エネルギーの補給」

			「それは確かに、重要なことだな」

			「だよねぇ…………」

			　ミーアはチラリとオレを見た。

			　目の下がほんのりと染まった、色っぽい流し目だ。

			「えへへぇ～、ねーえ。ラクトさぁん」

			　さらに、オレの腕に腕を絡ませ、八重歯の見える、かわいい笑みを浮かべる。

			　小悪魔な羽が愛らしく振られた。お尻についてるかわいい尻尾(しつぽ)も、蟲惑的にゆれる。

			「どどどどっ、どうしてエネルギーの補給の話で、アマクサにくっつくのだっ?!」

			　ライナが叫んだ。

			「だってさぁ、ボク。種族的にはサキュバスさんだよ？　そうなるとさぁ。エネルギーにはさぁ。オトコの人の、『せぇー』から始まってぇ、『い』の文字が入ってぇ、最後が『き』で終わる…………」

			「精気！　精気だな?!　キミが言おうとしてるのは、男性の精気だなっ?!」

			「うん。せぇーいきぃー♪」

			　ライナが真っ赤になって言うと、ミーアはかわいくうなずいた。

			　微妙にアウトな発音であるが、微妙なアウトならきっとセーフだ。

			「わかった。オレの精気を吸わせてやる」

			「やったぁー、えへへぇ～～～。ラクトさん、だいすきぃぃ～～～～♡♡♡」

			　ミーアを腕にくっつけて、オレは部屋の隅に向かった。

			　すると気配を後ろに感じた。オレは振り向く。

			　リアがいた。

			（じっ………。）

			　オレの服の裾を、（きゅっ………。）と握り、オレのことを見上げている。

			　ほっぺたはほんのりと赤く、瞳はじんわりうるんでた。

			　本人にそのつもりはないのだろうが、そこはかとなく扇(せん)情(じよう)的だ。

			「ついてきたいのか？」

			（こくっ。）

			　しかし、こういう場所で、リアも――というのはなぁ……。

			　なんてふうに、思っていると――。

			（ぽふんっ！）

			　リアは抱きついてきた。

			（ぎゅうぅ………。）

			　オレの背中に顔をうずめて、いやいやいやっと首を振る。テレパシーで言ってくる。

			（はなれたく、ない………です。）

			　それと同時に、景色と想いが伝わってきた。

			　以前にもぐった迷宮で、パーティが分断されるトラップを食らった直後。

			　オレのいない、ひとりぼっちの暗い部屋。

			　オレがいなくてさびしくて。オレのことが恋しくて。

			　もう二度と、会えないのかもしれない――と思ったりして。

			　丸めた両手を目元に当てて、くすん、くすんと泣いてしまった。

			（とても、さびしかった………です。）

			「そっか」

			（こくっ。）

			　そういうことなら仕方がないな。

			　オレはリアもいっしょにつれて、部屋の隅に移動した。

			「それじゃあ……えへへー」

			　ミーアが地面に膝をつく。オレのズボンに手をかけて、いそいそとおろす。

			　ズボッ！

			「きゃんっ！」

			　いきり立っていた性欲という名のちんこが、ミーアのほっぺたを打った。

			「もぅ……。すごすぎいぃ……♥♥」
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			　ミーアは自身のほっぺたを打ったちんこをやわらかく握り、むしろほっぺに押し当てた。頬ずりをして温もりを伝え、先っぽのほうにキスをする。浅いキスを何度もしてから舌先でチロチロと舐めるのを何回もくり返し、ゆっくりと咥えた。

			　ぬるっ、ぬるっ、ぬるっ。

			　ミーアの顔が前後するたび、ペニスが熱く濡れていく。

			　これはたまらん。

			　オレはミーアの頭を掴み、ずちゅっ、ずちゅっと前後さす。最後は根本まで咥えさせ、一息に射精した。

			「んぷぅ――――！」

			　ミーアは固く瞳を閉じつつ、こくんっ、こくんっと飲み干した。

			「もうっ……。濃くって、すごくて、えっちぃなぁ……♥」

			　ミーアがちんこを口からだした。ちんこを白く細長い指でしごき、竿の側面をぺろぉ……♥　と舐める。

			　小悪魔な羽や尻尾(しつぽ)が、パタパタふりふり扇(せん)情(じよう)的にゆれた。

			（もそ………。）

			　リアが静かに寄ってきた。

			（ぺろっ。ぺろっ。ちろっ。）

			　地面に手をつき、軽い前傾姿勢になって、アイスを舐める子どもみたいに、オレのチンコをぺろぺろ舐める。拙(つたな)いけれども愛情が伝わってきて、ミーアのそれとはまた違う、痺れるような快感をオレに伝える。

			　ミーアも再び参加して、ふたりいっしに舐めてくる。

			　くちゅっ、ぺろっ。ちろっ、くちゅっ。

			　どぴゅるっ！　ぴゅうっ！

			　ふたりに舐めてもらったオレは、ふたりの顔にぶっかけた。

			「はぁーんっ……♥」

			（んっ………。）

			　ミーアが顔射に感じ入り、リアはほっぺたについた精液を指でぬぐってチロリと舐めた。

			　味も気に入ったらしい。

			　リアはオレの股間に顔をうずめて、今度は咥えた。

			（んくっ。んくっ。んくっ。）

			　顔を前後に動かして、一生懸命フェラをする。

			　時間が経ってくるにつれ、射精感が込みあげる。オレはリアの頭を押さえ、喉の奥まで突き込んだ。

			　どぷぅっ！　どくっ！　どくっ！

			　かわいいリアの口内に、三連発で射精する。

			（んんぅ………。）

			　リアはちょっぴり苦しげにしたが、最後はきっちり飲み干した。

			　それからふたりを壁際に立たせ、生のおっぱいを揉みまくりながらセックスをした。

		

	
		
			第６話　大会前の訓練風景。～ライナとのエロス編～

			　

			　そんな感じでエロをしながら、訓練の日々は過ぎた。

			　シャルルやミーアは限りなく実戦に近い訓練を積みながら、時にはライナのアドバイスを受ける。

			　学園内の訓練用のスペースで、レミナとリンディスを相手に組み手を組んだりもした。

			　レミナとリンディスは強い。

			　先の探索ではミノタウロスに一瞬でやられたらしいが、シャルルとミーアよりは強い。

			　特にリンディスは、弱い相手には強い。

			『強い相手と雨と風には、逆らわないのが長生きのコツだぜな！』を座右の銘(めい)にしているだけのことはある。初対決の時からそうであったが、ヘタレ界のキング。小物界の大物である。

			　なんとも微妙な称号であるが、キングはキング。大物は大物だ。

			　シャルル、ミーア、レミナの中では、動きが群を抜いている。

			　訓練用の重りを手足につけてはいるのだが、それでも動きは圧倒的だ。

			　しかしリンディスに気を取られていると、レミナの大剣がくる。

			　レミナの大剣は小回りが利かない代わりに威力が高い。戦局を一瞬で変える力を持ってる。

			「レミナ＝ラビウスとリンディスは、組み合わせ次第ではベストフォーも狙えそうだな」

			　ライナの評価もそんな感じだ。

			「はうぅ！」

			「きゃあんっ！」

			　評価を体現するかのように、組み手の決着がついた。リンディスの槍がシャルルの剣を弾き飛ばし、レミナの拳がミーアの体を吹っ飛ばす。

			　大剣を使うレミナだが、相手が懐に入った際には拳も使う。

			「この組み合わせでの組み手は、シャルル＝ノイスタッドとミーア＝カラットにとってはよい訓練になるが、レミナ＝ラビウスとリンディスにとっては、『ちょっとした運動』に毛が生えた程度にしかならんようだな」

			「アタシにとっては、その通りだぜな！」

			「アタシ的には、そこまで楽じゃないじゃんよ……」

			　自信たっぷりに語るリンディスに、控えめなレミナ。

			　しかしレミナのその声は、控えめなゆえに小さい。こういう場所では無言といっしょだ。

			　ライナが軽い準備体操をして、小さく跳ねた。

			　訓練用のリングへと立つ。

			　銀色のポニーテールとシルバーウルフのかわいい尻尾(しつぽ)が、ふわりと舞った。

			「ならばわたしも、運動をさせてもらおうか」

			「ぜなぁっ?!」

			　リンディスが、驚(きよう)愕(がく)の悲鳴をあげた。

			「不服か？」

			　ライナがクールに尋ねると、リンディスは、レミナの後ろへと隠れた。

			　ブルプルと震え、顔だけをだして叫ぶ。

			「当然だぜなっ！　当然だぜなっ！　模(も)擬(ぎ)戦だろうと疑(ぎ)似(じ)戦だろうと、姐さんとやるなんて冗談じゃないぜなっ！　強いやつと雨と風には、逆らわないのが長く生きるコツだぜなぁぁ！」

			　なんというヘタレ。さすがは小物界の大物である。

			「模(も)擬(ぎ)戦だったら、余計に強い相手とは戦わないとダメじゃんよ……」

			「そう思うなら、レミがひとりで戦えばいいぜなぁ！」

			「そちらのほうが、わたしとしても都合がよいな。キミの欠点を指摘しやすい」

			「そういうことなら、お言葉に甘えさせていただくじゃんね……」

			　リンディスが逃げて、レミナが戦う構えを取った。

			　大剣を構える。

			　自身の身長ほどもある長さに、二〇センチほどの幅。

			　肉厚も、三センチか四センチはありそうなそれを、右手の一本で背負うように構える。

			「キミの大剣は本来、対人用の武器ではない。

			　巨大なモンスターを一撃で仕留めることに特化した武器だ」

			「まぁ……。その通りじゃんね……」

			　レミナはライナに答えつつ、じり……、じり……と間合いを詰めた。

			「にもかかわらず大した隙が見当たらんのは、賞賛に値する」

			「そう言われると、照れちまうじゃんね……」

			　レミナは素直に赤くなった。

			　レミナとライナの差は、プロとアマのそれにも近い。

			　負けて当然。

			　負けるのが当たり前。

			　そんな言い訳をつけられる状況でありながら、レミナは一切、気を抜かない。

			　本当の本気で、勝つつもりでライナを見据える。

			　研ぎ澄まされた神経で、空気を張り詰めさせている。

			　ライナが銃を取りだした。ドンドンドンッ。ためらいもなくぶっ放す。

			　レミナは小さく後ろに跳んだ。銃弾のひとつが足元をかすめ、二発が胸の手前に迫る。

			　レミナはそれを、左手にはめた手(しゆ)甲(こう)で弾いた。キンキンキィンッと音が鳴る。

			　同時にライナは地を蹴った。七、八メートルはあった間合いを、一瞬にして詰める。

			　勢いのまま、掌(しよう)底(てい)。

			「ッ――！」

			　レミナはかろうじて受けた。

			　弾かれたように飛ばされながら、大剣を振る構えは崩さない。着地と同時に剣を振る。

			　相手をふたつに裂くような、裂(れつ)帛(ぱく)の斬撃。

			　虚(こ)空(くう)に銀(ぎん)閃(せん)が走り、石畳のリングが砕けた。

			　しかしライナは、突っ込みながらそれをかわした。

			　目にもとまらぬスピードで、レミナの間合いに入り込む。

			　レミナ、回避は無理だと一瞬で察知。タンと地を蹴りバックステップ。

			　掌(しよう)底(てい)がきた。衝撃で、レミナの体が後ろに飛んだ。剣と体が離れてく。

			　ライナがさらに突っ込んできた。

			　レミナは右手でパンチを放つ。レミナにとっては、渾身の一打。

			　なのにライナは、それを容易くいなしてしまった。

			「剣を持ちつつ剣に頼らず、体術に切り替える。その判断は、悪くない」

			「ッ――！」

			　渾身の一打を、容易くいなされたレミナ。グッと歯を噛みラッシュを放つ。

			　拳、拳、ミドルキック、ハイキック。フェイントも混ぜた掌(しよう)底(てい)に、嵐のような拳のラッシュ。

			　しかしすべては、いなされ、流され、避けられる。

			　ライナがレミナの右(う)腕(わん)を取った。

			「うあっ！」

			　レミナの体が宙に浮く。

			　まるで小石につんのめったかのように、ライナを軸に回転していく。

			　一本背負い。

			　相手の力で相手を投げる、柔の技。

			　ドォンと激しい音が鳴る。レミナの体は、リングに叩きつけられた。

			「レミナっ?!」

			　オレはレミナに駆け寄った。

			「大丈夫か?!」

			「痛いけど……。ケガとかは、していないっぽいじゃんね……」

			「そっか」

			「っていうか、それよりは……」

			「それよりは？」

			「ラクトが近くにいるほうが、ドキドキしちゃって危ないじゃんね……」

			　レミナはぽうっと頬を染め、うつむくように目を伏せた。

			　瞳はほんのりうるんでて、頭についてるウサミミは、くんにょりと垂れた。

			　かわいい。

			「武器に固(こ)執(しつ)することなく体術に切り替えるのはよいが、その体術が荒い。モンスターが相手なら問題もないが、『人』を相手にするとなると、洗練させたほうがよいであろうな」

			　語るライナの立っている姿は、とてもクールで凛(りん)としていた。

			　見た目は小さくってかわいらしいのに、立ってる姿はかっこいい。

			　そして、そんなライナを見ていたら――。

			　

			　ムラムラしてきた。

			　

			　ライナがクールにしていると、エロいことしたくなる。

			　ふしぎだ。

			　オレはライナへと言った。

			「ところでライナ。今時間とかはある？」

			「キミたちの訓練に付き合う程度の時間はあるが？」

			「それならちょっと、ついてきてくれない？」

			「構わんぞ」

			　オレはみんなにあいさつをして、訓練場をでた。

			　やや狭い、倉庫のような場所に入る。

			　壁や天井の一部が弱光性の粘土で作られているため真っ暗ではないが、明るくもない。

			「このような場所に、どのような用なのだ？」

			　ライナは、素の顔で首をかしげた。

			　オレの邪悪でよこしまな感情なんて、夢にも思っていない感じだ。

			「そっちの、奥にある荷物なんだけど……」

			「うむ」

			　ライナはオレを疑わず、倉庫の奥へと進んだ。

			　無防備な背中にうなじが晒(さら)され、ポニーテールがふりふりゆれた。

			　このタイミングだな。

			　オレはライナに、背後から抱きついた。

			「はぐっ?!」

			　戸惑うライナを強く抱き締め、やわらかな触感を楽しむ。

			　平たい胸とか撫でさすり、股間にも手を伸ばす。

			　胸こそ平たいライナだが、体はちゃんと『女の子』。

			　くっつくとやわらかく、いい匂いも漂ってくる。

			「はぐぅ、ふわっ、あんっ。キミはバカかっ?!

			　このような場所で、このような行為など…………バカかっ?!

			　キミはバ…………はぐぅんっっ！」

			　オレはライナをいじりまくった。

			　平たい胸とか、おなかとか、太もものあたりとか。

			　ライナは抵抗していたが、動くライナは気持ちよかった。

			　ねこじゃらしをぐにゅぐにゅと握り締めているような触感が、体全体に伝わってきた。

			　特に小さくかわいいお尻は、オレの股間にぐにぐに当たる。上下や前後に動くたび、尻ずりみたいな感じになってる。

			「仕方ないだろ？　ライナがかわいいんだからさ」

			「クゥゥゥンッ…………！」

			　オレが耳元でささやくと、ライナは体をぷるぷると震わせた。

			　顔が赤くなっていく。体のほうも、抱いている肌から熱が伝わってくるほどに火照ってる。

			　オレはライナを、四つん這いにさせた。

			　ズボンをおろし、丸いお尻を剥きだしにさせた。かわいいワレメに、二本の指を突き挿れる。

			「ふわあぁんっ！」

			　ライナは歯を食い縛って仰け反るが、股間のほうは正直だ。オレがゆっくり指を動かし中をかき乱してやると、ぐちゅぐちゅぐちゅぐちゅ音が立つ。

			　オレは指を引き抜いた。いやらしい汁が、ツウッ――とやらしい糸を引く。

			「はぐぅ……。んっ、クゥ……」

			　ライナは絶え絶えな息を吐く。愛撫の快楽に逆らう行為に疲(ひ)弊(へい)してしまった反面、中断の事実に安(あん)堵(ど)している。

			　だけどあくまで中断だ。終わるなんてありえない。

			　オレはライナの尻を掴んで、股間の谷間に顔をうずめた。

			「はぐうぅぅぅ！！！」

			　ちゅるるる、ちゅるっ、じゅる。ライナの谷間に舌を這わせて汁をすすって、表面をいやらしく舐めた。

			「ふわあぁぁぁぁんっ！　ンッッ、クウゥゥゥンッ！　キミのバカッ！　キミのバカアァ！　いい加減にっ、にっ…………ふわあぁぁんっ！！！」

			　舌から逃げようと尻を振ったライナだが、快楽には勝てなかったようだ。絶頂の声をあげ、尻を突きだしたまま床に突っ伏す。下の口はひくひく動き、オレのチンコをやらしく求める。

			　仕上がってるな。

			　オレはオレ自身の魔剣――チンコ・フリッガーを取りだしてライナに刺した。

			「ふわあぁぁぁぁぁんっ！」

			　お尻の肉を指が食い込むぐらいに掴み、腰を前後にずちゅずちゅ動かす。結合部から愛液があふれにあふれ、床をぬらして部屋を湿気らす。

			　オレの魔剣(チンコ)に蹂(じゆう)躙(りん)される姿には、先の威(い)厳(げん)は微(み)塵(じん)もない。

			　かわいい。

			　そこがかわいい。

			　オレは征服欲を満たしつつ、ライナの中にたっぷりだした。その後も何度も体位を変えて、徹底的に犯し尽くした。最後は全裸で仰向けになったライナの体に、精液をぶっかける。

			「はぐぅん……」

			　グロッキーになっているライナは、黙ってぶっかけを受けた。体はひくひく動いているが、抵抗や反抗はまるでできないでいる。唇に精液が入ったりしたが、それも黙って、こくっと飲んだ。白く細長いノドが、扇(せん)情(じよう)的に動いた。

			　それがあまりにエロかわいくて、オレは再びライナを犯した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「まったく……。キミというやつは、まったく…………」

			「ごめん」

			　行為が終わり、オレとライナは倉庫からでた。

			　ライナは仏頂面をしていたが、オレの謝罪は軽やかだった。

			　ライナがかわいいからである。

			　仏頂面でも頬を染め、オレにおんぶをされているからである。

			　どうしておんぶかと言えば、行為の余韻でライナが立てないからである。

			「確かに行為は、嫌いではない。キミにされるのは、愛おしいほどうれしくもある。

			　しかし時と場所というのが、この世界には存在しているわけでだな…………」

			　だから『お説教』も、かわいいとしか思えない。

			　それでも一応、謝罪した。

			「だからさー、ごめんって。（またムラムラしてくるまでは）二度としないから、許してよ」

			　かっこの中を声にはださない、詐(さ)欺(ぎ)のような謝罪。

			　声音も軽く、自分で言っててひどいと思った。

			　なのにライナは――。

			「すっ……。するなとは、言ってなかろう…………」

			　唇を尖らせて、きゅっ…………と抱きついてきた。

			「…………」

			「アマクサ……？」

			　オレは無言で、倉庫の中に舞い戻った。

			　ライナの体をマットに寝かし、真正面から覆(おお)い被さる。

			「まままっ、待てっ！　アマクサ！　確かにわたしは、『するな』とは言わなかったが、時と場所を選べとは…………ふわあぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっっ！！！」

			　ライナはごちゃごちゃ言ってたが、チンコをぶち込まれると喘ぐだけになった。

			　なすがままにされるライナは、本当にかわいかった。

		

	
		
			第７話　訓練と休息と日常のお話。

			　

			　そんな感じで訓練が終わったあとは、楽しい楽しいお風呂タイムだ。

			　みんなといっしょにお風呂に入り、主に背中を流したりした。

			　シャルルやミーアにレミナやロミナはもちろんのこと、リンディスもいる。

			　カミーユだけは、前回のセクハラを根に持っていて入ってくれない。

			　反応はいろいろだった。

			「はうぅ…………！」

			「よっ……よいな。うむ……よい」

			「ダメなんだぜな。ダメなんだぜなぁ……っ！」

			　シャルルは感極まって震え、ライナは噛み締めるようにうなずいて、リンディスはブツブツと言いつつも、背中を流させてくれた。

			「ダメなんだぜなぁ！」

			　オレが勢いあまって抱きついた時も、半泣きで叫ぶだけであった。

			　だがしかし、18禁なことはやらなかった。

			　訓練で疲れているだろう――といった、オレなりの配(はい)慮(りよ)だ。

			　配(はい)慮(りよ)するなら抱きつくなよ、とは思わなくはなかった。

			　でもそれは無理。大宇宙がそう言っている。

			　訓練をしていなかったロミナ、訓練はしたけどゆるめだったリアの胸は揉んだ。

			　セッケンで両の手をふわふわのあわあわにして、ふたり同時に後ろから抱いた。

			　両手に花を楽しみながら、ふたりの美乳を丁寧に清めた。

			　ふにゅふにゅもにゅもにゅ清めまくった。

			「んっ………！」

			「あうっ、あっ、あんっ、ラクト……さん…………っ！」

			　リアは静かにオレへの好感度をあげて、ロミナはオレの腕の中で悶えたりした。

			　風呂が終われば夕食である。

			　カミーユが作ってくれた料理が並ぶ。

			　赤い木の実が添えられた白身魚のムニエルに、肉じゃがのような煮物。

			　豆腐と海藻の味噌汁に、赤と黄色の野菜のマリネ。緑の野菜がメインのサラダ。

			　トマトソースのパスタには、いろいろと健康によさそうなものが入ってる。

			　そんな手間暇のかかった料理が、人数分そろえられている。

			「カカカッ、カンチガイするなよ！　ちょっとヒマだったから作ってやったっていうだけなんだからな！　オマエの体を気遣ってるとか、褒められてうれしかったとか、そんなことは一ミクロンもないんだからなっ！」
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			　もはや様式美のような言い訳であるが、天然のロミナは首をかしげた。

			「そうだったんですか？」

			「当たり前だろ。そんなの。リンとかリアとかシャルとかレミとかミアはともかく、ラクトの分に限っては、ヒマだから作ったんだよ」

			「ですけど肉じゃがを作る時には、ラクトさんがよろこんで食べていた『おしょう油』というお汁を再現するためのお豆を混ぜながら、とてもうれしそうな顔を…………」

			「なななっ、なんで、どうしてこのボクが、こんなっ、ばかのっ、くそばかのっ、ええっと、ええっと……。くそばかラクトが喜んでいた顔を思い出して、うれしい気分にならなきゃいけないんだよっ！　ボクはラクトのことなんて、だいっキライなんだぞっ！」

			「そうだったんですか……？」

			「そうだったんだっ！」

			「…………」

			　真っ赤になって叫ぶカミーユの言葉を、ロミナは素直に受け取った。しょんぼりとうなだれる。頭のかわいいウサミミも、ふんにょりとしおれる。

			「どーしてオマエがガッカリするんだよっ！」

			「大好きな人がきらわれてしまうのは、とてもかなしいことだからです…………」

			「うっ…………」

			　カミーユの顔が、罪悪感でゆがんだ。

			　頬を赤く染めながら、腕を組んでぽつぽつと言う。

			「まっ、まぁ、だいっキライは、ちょっと……ほんとうに、ちょっとだけ、言いすぎたな」

			　ロミナの顔があがった。耳も、ほわあぁ……っと伸びあがる。

			「エロいとことか、エロいところは、ちょっと直せよ…………とは思うケド、好きかキライかで言われたら、まぁ…………キライじゃない……っていうか、ちょっとは…………っていうか…………」

			　カミーユは、唇を尖らせて押し黙った。

			　それでも沈黙の時間が五秒、一〇秒、二〇秒と流れると――。

			「大好き…………だよ」

			　そんなふうにつぶやいた。

			　ロミナの顔が、一気にプワアァっと明るくなった。

			　その表情たるや、一〇〇〇枚に及ぶアネモネの花びらを散らしたかのようであった。

			「っていうかヒマしてるからって、キライなやつに手料理なんか作るはずないだろっ！」

			「ですよね！　カミーユさんも、わたしと同じで大好きですよね！　ラクトさんのことっ！」

			「いや……。好きだけど……。そういうふうに言うのは、ちが…………わないけど。大好き…………だけどぉ…………っ！」

			　天然なロミナのジェノサイドプッシュに、カミーユの限界がきた。

			　頭を抱えてうずくまり、「うぅ～～～～～～～～～っ」と喘ぐ。

			　見ていてかわいいキツネの尻尾(しつぽ)も、身を守るかのように腰に巻きついていた。

			　素直なロミナと素直ではないカミーユをいっしょにすると、こうなるのか……。

			　かわいい。

			　オレはほんわかとしつつ、カミーユの手料理を口に含んだ。

			　それはやっぱり美味(おい)しくて、オレはけっきょく言ってしまった。

			「やっぱりオマエ、いいお嫁さんになれるよな」

			「ボクはオトコだぁ！！！」

			　楽しい食事が終わったあとは、薬草を調合したり、怪しい道具を作ったりして過ごす。

			　特に疲労回復の効果がある薬草については、カミーユに情報を教える。

			　カミーユはそれを口に含み、ぶつぶつとつぶやく。

			「クセの強い味だけど、ホワイトペッパーでゆでたレッドバッファローに添えれば、けっこう合うような気がするな……」

			　ファンタジーではない地球にも、『薬(やく)膳(ぜん)料理』という分類はある。

			　ファンタジーなこの世界なら、なおさら――といったわけであろう。

			　うまく新作を開発して、お弁当にして売ったりすることも考えているらしい。

			「なるほどであります……」

			　シャルルがカミーユのつぶやきをメモに取る。探索や訓練で疲れているだろうに、『オレのためになるかもしれない』となると、とても一生懸命だ。

			　かわいい。

			　そんなこんなで、暗くなったらベッドに入る。

			　シャルルたちは自主的にくじを引き、『誰がオレの隣で寝るか』を決める。

			　今日はリアとシャルルらしく、オレの隣に寄ってきた。

			（ん………♥）

			「僭(せん)越(えつ)ながら、よろしくおねがいしますであります……」

			　隣へとやってきたリアとシャルルが、オレの腕を抱きしめた。

			　ふたりの胸の谷間の隙間に、オレの腕がくにゅっと挟まる。

			　すばらしい。

			　だがしかし、オレは静かに瞳を閉じた。風呂でリンディスになにもしなかったのと同じ、訓練で疲れているだろうから――という、オレなりの配(はい)慮(りよ)だ。

			　が――。

			（ラクトさま……）

			　シャルルは瞳をうるませて、儚(はかな)げにつぶやいた。

			　オレは小声でシャルルに答える。

			（どうした？）

			（最近のシャルルは、がんばっていると思うであります…………わん）

			（そうだな）

			（ですから、その…………）

			　かわいいシャルルは、夜の中でもそうとわかるほどに顔を赤くして、オレの腕をぎゅっ……と抱くと――。

			（『ごほうび』が、ほしいであります…………わん）

			　シャルルは、オレの左手を太ももで挟んだ。

			　胸のそれとはまた違うやわらかな触感が、オレの指の先や手のひらへと伝わる。

			（はぅぅぅん…………っ）

			　シャルルが小さく身をよじる。熱い吐息が口から漏れて、オレの腕に熱を移した。

			　まったく。シャルルはむっつりピンクだぜ。

			　オレはあいている右手で、シャルルの胸を突き押した。

			　シャルルを仰向けにして、シャルルの体に覆(おお)い被さる。

			　重力の力を借りながら、シャルルの胸を、ぐにゅうぅ…………っと潰す。

			　すばらしい果実を、右手でもにゅもにゅと味わう。心地よい弾力がオレの手のひらを押して、オレの指が巨乳に食い込む。

			（はうっ、わうっ、んうッ…………！）

			　シャルルの口にキスをする。むしゃぶるような、吸いつくようなエロいキス。

			（わうぅぅぅぅん…………っ！）

			　シャルルが官能のうめきを漏らし、かわいい舌をだしてきた。

			　オレは舌を絡め取り、熱っぽく絡ませる。

			　シャルルは桜色の陶酔に酔いながら、オレを受け入れていった。

			　そうしてオレが、シャルルをかわいがっていると――。

			（きゅっ……）

			（きゅっ………。）

			　両サイドから袖を引かれた。

			「…………」

			「………………。」

			　それはライナとリアだった。

			「ととっ、時と場所を選べと言ったわたしではあるがな。時と場所を選びさえすれば…………ということでもあって…………だな」

			（こくっ。こくっ。）

			　ライナが言い訳がましくつぶやくと、リアも小さくうなずいた。

			　そして、オレの返事を待つのももどかしかったのか――。

			（ちゅっ）

			（ちゅっ………。）

			　ふたりそろって、オレのほっぺたにキスをしてきた。

			　こんなふうにされて、盛りあがらないはずがない。

			　ライナやリアともたっぷり楽しみ、けっきょくはみんなとイチャイチャした。

			　カミーユとリンディスは拒絶気味でいたが、押し倒したら大人しくなった。

			　というか股間は準備ができてて、してあげないとむしろ可哀想な感じになってた。

		

	
		
			第８話　いよいよ大会当日です。

			　

			　特訓とイチャラブをやっているうちに、武芸大会の日がやってきた。

			　オレたちは、人混みの中を進む。小さな花火が打ちあがったり、赤、青、緑といった、色鮮やかなシャボン玉が浮かんだりしている。

			　左右の屋台も活発である。

			　ヤキトリのような香りを発する焼き魚の串刺しに、黄色や赤のリンゴ飴。

			　魔法で冷凍処理がなされたアイスクリームの屋台などもある。

			「お祭りって感じだな」

			「大会に参加しない者からすれば、事実その通りだからな」

			　語るライナは、水色のアイスクリームをあむあむしていた。

			　しかも左手は、オレの衣服の裾を、きゅっ……と握り締めている。

			　かわいい。

			（んっ………。）

			　オレの胴体に横からくっついていたリアが、抱きつく力を、（ギュッ………。）と強めた。

			　体が小さく震えてる。

			（人が多いところは苦手か？）

			　オレが小声で尋ねると、リアはオレの脇腹に顔をうずめた。

			　リアには軽い、人見知りの気がある。

			　そうでなくともこれだけの他人というのは、慣れていないと不安だろう。

			　しかし幸い、通りすがりの人たちがリアに近づくことはない。

			　通行人たちはみな、モーゼに割られた海のように、スパァ――っと道をあけている。

			　そしてくるのは、羨(せん)望(ぼう)の視線とささやきだ。

			（ハーレムかよ……）

			（ハーレムだとか、初めて見るぜ……）

			（つーか、連れてる女の子たちのレベルたけぇ……）

			（刺したい、刺したい、刺したい…………）

			　妬(ねた)む声も混ざっていたが、ハッキリ言って仕方ない。

			　ひとりでも充分なレベルの美少女を、八人も連れているのだ。

			　立場が逆なら、オレだって妬(ねた)む。

			　しかも――。

			「シャルル」

			「はっ、はいっ！」

			　ぷにゅっ。

			　オレはシャルルのおっぱいを突ついた。

			「はぅわぁんっ！」

			　シャルルは敏感に反応し、胸を押さえてうずくまった。

			「なにをするでありますかぁ～～～」

			「ああ、ごめん」

			　オレは素直に謝った。

			「シャルルにえっちなことしたくなって、つい」

			「おひどいでありますうぅ～～～」

			　ひとりでも充分な美少女に囲まれている上、セクハラもし放題。

			　妬(ねた)まれるのも仕方ない。

			「はううぅぅぅぅ～～～～～～～～～」

			　そしてシャルルは、羞(しゆう)恥(ち)で真っ赤になっている。うめく声には、抗議の色も混ざってた。

			　シャルルにも、ライナと同じく『時と場所を――』という概念はある。

			　けれど尻尾(しつぽ)は振られてた。

			　公然の場でセクハラを受けて、羞(しゆう)恥(ち)で真っ赤にしつつも、尻尾(しつぽ)は小さく振られてた。

			　恥ずかしいのは事実だが、オレにいやらしいことをされるのはうれしい。

			　そんなシャルルの、むっつりピンクちゃんなサマが、ありありと現れた反応である。

			　かわいい。

			「まぁ立てよ」

			「はう……」

			　オレはシャルルに右手を伸ばした。

			　シャルルは左腕で胸を隠し、右手でオレの手を握って立った。

			　オレはシャルルの隣に立って――。

			　

			　シャルルのお尻をよしよし撫でた。

			　

			（はううッ！）

			　シャルルが激しく身をすくませる。

			　真っ赤になって奥歯を噛み締め、弱味でも握られているみたいに、ぷるぷると震える。

			　けれど尻尾(しつぽ)は振られてた。

			　かわいい。

			　オレのシャルル、とてもかわいい。

			　調子に乗って、オレはさらにセクハラをした。

			　お尻の触感を手のひらでいっぱいに感じながら、シャルルのお尻をむぎゅむぎゅと揉む。

			　指の先がシャルルのお尻にぷにゅぷにゅ食い込み、オレに愉悦をもたらした。

			（はうぅ、はうぅ～～～～～）

			　シャルルはいやいや身をよじったが、尻尾(しつぽ)は振られたままだった。

			　かわいい。

			　恥じらいながらも悦ぶシャルルかわいい。

			　もう本当に、淫乱むっつりドスケベピンクだ。

			　オレはこんなかわいい女の子に、好きなだけセクハラをできる幸せを謳(おう)歌(か)して進んだ。

			　外から見てもデカイとわかる建物に入り、受付と書かれた札の垂れた席へと向かう。

			　学園用のカードを提示して、受付の人に言った。

			「登録おねがいします」

			「はい。ええっと……アマクサ、ラクトさまですね」

			「はい」

			「過去にこの大会でベスト一六以上に残った方には、セカンドチャレンジの権利が発生しますが…………ラクトさまは初挑戦なので、関係ありませんね」

			「敗者復活戦のこと？」

			「端的に言えば、そのようになります。予選をシードできる権利は先駆者の方が有利になりすぎてしまいますが、実力のある方が、くじの運や能力の相性で落ちてしまうのも問題です。ゆえに中間点として、採用された制度です」

			「なるほど」

			「それと受付を済ませたあとは、闘技場の外にでることはできません。外での用事は、事前に済ませておいてください」

			　オレは後ろを振り返り、シャルルたちに確認を取った。

			「そういうことらしいけど、誰か外に用事とかある？」

			「シャルルは平気なシャルルでありますっ！」

			「ボクも大丈夫かなぁ～～～」

			「アタシもだぜな」

			　だいたいみんな、そんな感じだ。オレは受付を済ませる。

			「それでは、こちらをお持ちください」

			　案内の子に、オレはカードを渡された。

			　47と刻まれた、クレジットカードぐらいの大きさのカードだ。

			　手触りも、それのような感じに近い。

			「そのカードは、大会期間中の身分証明書の役割りも兼ねます。失くした場合は失格となることもございますので、ご注意ください」

			「ああ、わかった」

			「それと、ラクトさまには招待席用のパスがございます。

			　よろしければご利用ください」

			「うん、わかった」

			　オレはシャルルたちが受付を済ませるのを待ってから、会場へと続く通路を進んだ。

			　登り坂になっている狭い通路を、黙々と歩き、入り口を抜けると――。

			　

			　空。

			　

			　一面の青空が広がる、コロシアムふうの闘技場にでた。

			　吹き抜ける風は爽やかで、響く歓声は明るい。

			「はうぅ……っ！」

			　シャルルが感嘆の声を漏らした。

			「広いでありますぅ！　ラクトさまっ！　すごいでありますぅ！　ラクトさまっ！」

			「わたしもこういう景色、初めて見ますっ！」

			「じゃんねっ！」

			　シャルルとロミナとレミナがはしゃいだ。

			（じぃ………。）

			　オレにくっついているリアも、景色を興味深そうに見ている。

			　頭の左右のぴょこハネもひこひこと動き、ほっぺもほんのり赤くなってる。

			　テンションがあがっている証拠だ。

			　かわいい。

			　オレはみんなを堪能しながら、招待席らしい最前列へ向かった。

			　すると、そこには――。

			「ようこそいらっしゃいましたわねっ！　ラクトさまっ！」

			　セシリアがいた。

			「…………」

			「なんですのっ?!　その顔はっ！　どうしてわたくしの顔を見て、さようにガッカリなさるのですのっ?!」

			「ガッカリっていうか、ひどいオチがついたなって思って……」

			「あんまりですわぁ！」

			「っていうか、なんでオマエがいるの？」

			「それはもちろん、招待席を用意したのが、このわたくしであるからですわ！　最前列でわたくしが主役として動くオープニングセレモニーや、戦うわたくしの美技をご鑑賞いただいて、わたくしに対する不当なる評価を改めていただく予定なのですわぁ！」

			　自分への評価(アホの子認定)を、不当評価あつかいだとっ?!

			　わかっていたけどっ！

			　セシリアがこういう女の子だってこと、オレはすっごくわかっていたけど！

			　だけど普通に言われると、驚き！　そして違和感だっ！

			「おねぇさま」

			　セシリアの妹のアリシアが、セシリアの服の裾をクイッと引いた。

			「そろそろ、準備のほうをお願いします」

			「えっ、もっ、もうですのっ？」

			「そもそもオープニングセレモニーに参加なされる方は、朝の段階で控え室に待機しているのが決まりです」

			「そういえば……、そういうお話もございましたわね……」

			　セシリアは消沈してつぶやくと、自身の胸に手を当て叫ぶ。

			「そういうわけで、ラクトさまっ！　わたくしに、言うべき言葉があるのではなくって?!　朝から控え室で待機していなければならない身であったにもかかわらず、ラクトさまのためにここで待機していた、いじらしいわたくしに！　言うべき！　言葉がっ!!」

			　なんだろ。

			　やらなくっちゃいけない用事があって、別の場所で待機していないといけない。

			　けどオレに会いたかったから、オレのためにここで待ってた。

			　そんなセシリアに、言うべき言葉。

			　ああ、わかった。

			「早く戻れバカタレ」

			「みゃあんっ！」

			　セシリアは、なんだかとってもショックを受けた。

			「まちがっておりますわっ！　まちがっておりますわぁ！　まちがっておりませんが、まちがっておりますわぁ！　わたくしが求めていたのは、もっと愛情とやさしさに――みいぃ～～～～～～～～！」

			　アホの子のほっぺたをつねったオレは、改めて言った。

			「いいから早く戻れよバカタレ」

			「あんまりですわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」

			　セシリアは、涙を散らして走り去った。

			「どうも……。おさわがせいたしました」

			　アリシアが、ぺこ……と小さく頭をさげた。

			「おねぇさまが最近お読みになられた書物に、似たようなシーンがございましたので……」

			「その本の中では、今のシーンはどうなっていたんだ？」

			「男性のかたは、女性の行為をよろしくないと思う反面、気持ちに対してこそばゆさを感じ、赤面しながら『早く戻れよ、バカ……』とおっしゃっておりました」

			「七割ぐらいは合ってたんだな」

			「そのお言葉は、椅子の足を一本取って、『足はまだ、七割残っているから大丈夫だ』とおっしゃることに等しい気がいたします」

			「足が一本足りない椅子は、座りたくない時に便利じゃないか」

			「おっしゃる意味が、わかりません……」

			　アリシアは、ローテンションで突っ込んだ。

			「まっ、気にしなくてもいいからな？　今回の場合、困るのはオレじゃないし」

			「お気遣い、ありがとうございます」

			　アリシアは、またも丁寧に頭をさげた。

			「しかしわたしは、おねぇさまのことを、深く慕(した)っておりますので……」

			　アリシアのほっぺたはほんのりと赤く、言葉が偽りではないことを示していた。

			　同時にオレはショックを受けた。

			　こんなちゃんとした子が、あのセシリアを慕(した)っている…………だと？

			「それにおねぇさまは、フェアゲッセン家の、正統後継者に当たるお方ですので……」

			「正統後継者なら、なおさらダメなんじゃないのっ?!　あんなアタマがユニークで、かわいそうな子だったら！」

			　オレが思わず突っ込むと、アリシアは、ピク……っと固まってしまった。

			「申しわけありません、ラクトさま。今のわたしの発言は、聞かなかったことにしてください」

			　アリシアは、深々と頭をさげた。

			　オレではなくてアリシアが頭をさげるというのは、ちょっと奇妙なお話だ。

			「それでは、わたしも、行かなければならないので…………」

			　しかしオレが問う前に、アリシアは去ってしまった。

			　釈然としないものを感じつつ、オレはオープニングセレモニーが始まるのを待った。

		

	
		
			第９話　セシリアさんが、オープニングセレモニーでがんばるお話。

			　

			　開会式が始まった。

			　白いローブを着込んだアリシアが、学園の代表としてリングの中央に立つ。

			　その神秘的な雰囲気に、空気がシン――と静まり返る。

			「本日は――。お忙しい中ご足労いただき、まことにありがとうございました。第八〇回、ヴァーラスキャルヴ学園武芸会、ごゆるりとお楽しみください」

			　あいさつが終わると同時、フルートの旋律が響き渡った。

			　演奏をしているのは、白いヴェールを身にまとった女だ。

			　女はフルートを吹きながら、リングの中央に立った。

			　そして不意に演奏をとめて、自然体でたたずむ。

			　一秒、二秒、三秒と、神秘的な静寂の時間が流れ――。

			　

			　赤や青。緑や紫といった、色鮮やかな火炎魔法が女のところへと向かう。

			　

			　女のヴェールがバサとはためき、火炎魔法たちを弾いた。

			　弾かれた火炎魔法は、花火のように消えていく。そしてヴェールの下からは、流れるような金色の髪に、ヒスイのように透き通った緑眼の女――セシリアが現れた。

			　それがオープニングの始まりだ。

			　勇ましい曲が流れ始める。

			　魔法で姿を消していた闘士たちが闘技場の端から現れ、セシリアに襲いかかる。

			「汝(なんじ)が真(マ)名(ナ)は我に等しき高貴なる栄光！　エーデルグラス！」

			　セシリアの戦斧が、呪文と共に現れた。

			　一(いつ)閃(せん)された巨大な戦斧は満月状の軌跡を残し、闘士たちを薙(な)ぎ倒す。

			　倒された闘士は、白く輝く粒子となってかき消えた。

			　激しい打ち合い。飛び散る火花。散りゆく闘士。

			　そして闘技場の端のほうから、白いユニコーンに乗った赤髪の剣士が駆け込んできた。

			　彼女はマスクをしていてその顔は見えないが、動きは華麗で流麗だ。

			　馬(ば)蹄(てい)の音を響き鳴らして、竜がごとく飛び跳ねる。

			　ユニコーンを踏み台にして跳んだ女が、宙を舞う。

			　赤い剣に紅い焔(ほのお)を灯らせながら、その斬撃を、セシリアへっ！

			　セシリアが斧で受け、ふたりは華麗な剣舞を踊る。

			　一合、二合、三合と、互いの武器をぶつけ合う。

			　色鮮やかな火花が散って、手に汗握るツバ迫り合い。

			　そしてぶつかる互いの闘気が、白い竜と紅い竜に変わり、青い空へと登って行った。

			　竜は交わり弾け飛ぶ。白いマナが、粉雪のように散った。

			　まるで会場を包み込むかのように、サラ――と舞い落ちる。

			　美しい演出だ。

			　音楽も鳴りやんで、会場全体が拍手と歓声に包まれた。

			　そして、機械的な音がした。

			〈予選第一試合が始まります。試合場のほうにご移動ください。予選第一試合が始まります。試合場のほうにご移動ください〉

			　その音は、シャルルとミーアのほうからしていた。

			「はう？」

			「ん？」

			　ふたりが音の発信源――受付の際にもらったカードを取りだす。

			　キラキラ光り輝いて、アナウンスの声を発している。

			「それではシャルルは、行ってくるシャルルでありますっ！」

			「気をつけてな」

			「はいっ！」

			「それじゃあ、ラクトさん。ボクもリーダーの付き添いで行ってくるから……」

			　ミーアはオレが返事をするよりも早く、オレの口にキスをしてきた。

			「えへぇー♡」

			　八重歯の見える、イタズラっぽくも愛らしい笑みを浮かべて、シャルルといっしょに去っていく。

			　と――。

			（くぃ………。）

			　リアがオレの服の裾を握り締め、オレのことを、じぃ………。と見てきた。

			　頬はほんのり染まってて、瞳はいわゆる、『求める瞳』だ。

			　それでも一応、確認を取る。

			「してほしいのか？」

			（………こく。）

			　リアはちょっぴり、恥ずかしそうにうなずいた。

			　オレはリアの肩に手を置くと、その唇にキスをした。

			　ちゅっ……♥　と、やわらかな触感が唇に伝わる。

			（ん………。）

			　リアは満足したらしい。オレの胸板に顔をうずめて、かわいらしくこすらせてくる。

			　オレはリアを抱きあげて、オレの隣に座ってもらった。

			　腕を横に突きだして、リアに抱きしめてもらうよう促す。

			（じぃぃぃん………！）

			　それがうれしかったらしい。

			　リアはオレの腕にくっついて、今度はほっぺをすりすりしてきた。

			　リアはテレパシー能力を持っている。

			　くっついてもらっていれば、ライナやシャルルが戦う時の気持ちもわかりやすい。

			「まったく……。キミというやつは、節操というものが…………」

			　ライナが憮(ぶ)然(ぜん)としながらも、オレの腕を取ってきた。

			「まったく……。まったく…………」

			　ぶつくさと言いながら、離れようとはしない。むしろべったり密着してくる。

			　かわいい。

			　そして試合の始まりを待ってると、セシリアがやってきた。

			　胸に手を当て、自信たっぷりに言ってくる。

			「いかがでしたかっ！　ラクトさま！　可(か)憐(れん)なるリーシャが構成を立てて、高貴なるわたくしが主役を演じた、オープニングセレモニーわっ！」

			　とても得意げなセシリア。

			　こうなると、オレは本音を言いにくい。よかったなんて言いたくない。言ったらコイツは、絶対確実一〇〇パーセント、調子に乗って乗りまくる。それはもう、力士の前にチャンコを置いたら、食われるぐらいに確実だ。

			　今のセシリアを褒めてしまうぐらいなら、全裸で世界を回ったほうがマシだ。

			　しかしアホなことをした時にほっぺたをつねるのに、ちゃんとした時にほめてやらないのはフェアじゃない。

			「まぁ……すごかったよ」

			　幻影魔法によるエフェクトも伴った演出は、ゲームのオープニングを見ているように美しかった。セシリアのフルートや剣舞も、うまく華を添えていた。

			　ハープを弾けるのは知っていたが、フルートも吹けるとは思わなかった。

			　楽器はいけるが超絶オンチ。評価しようとすると『まず、頭が痛くなります』と言わなくってはいけないセシリアに、歌は歌わせなかったアリシアの判断も褒めたい。

			「正直に言えば……満点が一〇〇なのに、二〇〇点をつけたいような出来だった」

			「っ…………！」

			　オレがガッツリ褒めてやると、セシリアの、ヒスイのように綺麗な瞳が、じわ……と開いた。

			　大好きな恋人からプロポーズでも受けたみたいな声でつぶやく。

			「それは……。まことの真実ですの…………？」

			「あまり認めたくはないが、一応まことの真実だ」

			「まことのまことの、真実でございますの……？」

			「完全に認めたくはないが、まことのまことの真実だ」

			「まことのまことのまことのまことの、まことにまことの真実でありますの？」

			「そろそろ殴りたくなってきたが、問いの答えは『肯定』だ」

			　オレが返事をしてやるたびに、セシリアの顔は輝きを増した。

			　瞳はキラキラ、うるむように輝いて、口元はだらしなくゆるんだ。

			　そしてほっぺは、ほわぁ……っと赤く上気した。

			　異様な照れを隠すかのように、胸に手を当て、高飛車に言ってくる。

			「まっ、まぁ、当然でございますわねっ！　この高貴にすばらしいわたくしこそが、真のわたくしであり、今までのわたくしは偽のわたくし。ダミー・わたくしなのですからっ！」

			「ダミー・わたくしっ?!」

			　意味がわからん。そしてわからん。

			　コイツの語(ご)彙(い)とか発想力には、定期的に驚かされる。

			　つーかそれを言ってるコイツ自身、なに言ってるかわかってないんだろうな。

			　テンパってるもん。明らかに。

			　オレの微妙な表情で、さすがのセシリアもアホ発言に気づいたらしい。

			　真っ赤になって言ってくる。

			「とっ……とにかく！　わたくしこの勢いでラクトさまを倒し、ラクトさまのことを、犬か豚のように屈服させてみせ――――みいぃ～～～～～～～～～っ！」

			　そして最後は、やはりセシリア。

			　オレはいつもしているように、セシリアのほっぺたをつねった。

			「現状オレのオモチャみたいになっているやつが、どうして勝てるって思えるんだ？」

			「じじじじっ、人生は、負けて勝つこともございますわ！

			　ですから仮にわたくしが、ラクトさまのオモチャであったとしても…………」

			　胸に手を当て、演説をおっ始めようとしたセシリア。

			　しかし途中で言葉をとめて、ぽけー……とマヌケ面をして考える。

			　一秒、二秒、三秒と、カラスが頭上を通り抜けれそうなほど考えてから――。

			「わたくしがオモチャ?!　なんということをおっしゃるのですの?!」

			　反応すんのおそっ！

			　どんだけ頭が鈍いんだよっ！

			　セシリアは、オレを指差しビシッと叫ぶ。

			「そっ、そそっ、即刻の撤回を要求いたしますわっ！　この高貴なるわたくしが、ラクトさまの……。ラクト、さまの…………」

			　しかし語気はゆるくなり、最後のほうにはかき消えた。

			　どういうわけか、顔をカアァ――と赤くする。

			　オレの感覚に間違いがなければ、『満更でもない』って感じだ。

			　オレはもちろん戸惑うが、セシリアも戸惑っていた。

			　真っ赤になってぷるぷると震え、泣きそうな顔であうあうとしている。

			「おっ、おおっ、覚えていらっしゃると、よろしいですわあぁ～～～～～！」

			　最後はみぃみぃ泣きながら、悪役みたいなことを言って去って行った。

			　相も変わらず、よくわからないやつだ。

			　付き合いも長くなってきたけど、アホの子であること以外わからん。

			　わかりたいとは、ちょっと思ってるんだけどな。

			　本当に、一ミクロン程度だけど。

		

	
		
			第10話　予選大会・第一試合。～シャルルらしい戦い編～

			　

			「さぁー、さぁさぁ、会場中のレデイィース、アーンド、ジェントルメェンッ！　ヴァーラスキャルヴ学園武芸会、予選一試合目の始まりだぁ――――っ！」

			　黒いサングラスをかけた金髪の女が、リングの上で叫ぶ。

			「ルールは単純っ！　ペアのうちの代表ひとりがリングへとあがり、総勢一二名で大バトル！　勝者ひとりが本戦行きだぁぁぁっ！」

			『がんばってね、リーダー！』

			『はぅ……！』

			　シャルルがリングへとあがり、ミーアがリングの近くで声をかける。

			　パートナーはリングへはあがれないので、リングの脇で応援だ。

			　しかしシャルルは緊張してるな。

			　チワワみたいにぷるぷる震え、かわいい尻尾(しつぽ)を足のあいだに入れている。

			　せっかく訓練がんばったのに、緊張のせいで負けたりするんじゃ泣くに泣けんぞ。

			　と言っても、メンタル管理も実力のうち。オレは黙って見守った。

			　ミニミニかわいいドウォーフが、試合開始の花火をあげる。

			　ヒュルウゥゥ――――っとあがって、パァンッと弾け――。

			『バトルスータトゥッ!!』

			　その声に合わせ、選手たちが武器を引き抜く。

			　が――。

			「はうぅ～～～～～～～～～っ！」

			　緊張していたせいだろう。シャルルはそれに手間取った。

			　剣を鞘から抜こうとしてるが、抜くに抜けなくなっている。

			「うらあぁ！」

			　そんなシャルルが襲われた。

			　チンピラみたいな金髪をした男。平均的な長剣に鈍色の盾を持ち、そこそこのヨロイに身を包んでいる。

			　

			　まさかの予選敗退かっ?!

			　

			　などと思ったのは、ほんの一瞬。シャルルは剣を引き抜いた。

			　飛んできた剣の側面に、ガギィンッ！　と斬撃をぶち当てる。

			　斬撃を当てられた剣は、斬撃の軌道を大幅にズラした。

			（危なかったでありますうぅ～～～～～～～～～）

			　シャルルは半べそをかきつつも、剣を構える。

			　そこそこの体格をした相手にも怯まずに、切っ先が相手に見えないように、後ろに寝かす。剣道で言う脇構え。

			「はうっ！　わぁんっ！」

			　重心を後ろに残しながら斬撃を打ち、打った瞬間、後ろにさがる。

			　それの威力は高くない。そう厚くない盾で、ガキィン、ガキィンと弾かれる。

			　しかしシャルルの『引き打ち』は、打った瞬間、後ろにさがる。

			　だからシャルルも、相手からの攻撃を受けない。

			　剣を横薙(な)ぎに振られても、バク宙で回避する。

			「わんっ！」

			　さらにシャルルは、バク宙ついでにナイフを投げた。

			　数は四本。

			「つあっ！」

			　男はそれを、剣と盾で三本落とした。

			　しかしわずかに一本が、太ももに刺さる。

			「ぐっ……！」

			　男は瞳に怒りを滲ませ、一直線に突進してきた。

			　猛牛のごときそれに、シャルルはけして怯まない。

			　体勢を低くして前に突っ込み、男と鋭く交差する。

			　ギャアンッ！

			　金属の音が鳴った。男の体が、ヨロイごと斬れる。

			「グハッ」

			　男がリングに膝をつき、光の粒子となって消えた。

			　今ごろは、敗者専用の部屋に転送されているころだろう。

			　一見するとかなりの超技術だが、実際にその通り。リングの四隅に、ひとつ作るのに三年はかかるアメジスト色のクリスタルが埋め込まれていて、地下にいる魔術師ら二〇人が、ローテーションで交代しながらマナを送り続けている。

			　それはともかくシャルルの前に、『ふたり目』がやってきた。

			　先ほどの男よりも一回り年上で、良質な筋肉を持った男だ。

			　そいつが剣を振り下ろしてくる。

			「わんっ！」

			　シャルルはバックステップで回避して、牽制の引き打ちを放った。

			　男はそれを、剣で弾いた。

			　一合。

			　二合。

			　剣を打ち合う。

			　男の技量はなかなか高く、隙もなかなか生まれない。

			　そうなると、力で劣るシャルルが不利だ。リングの角に追いつめられる。

			　右手側は場外で、左手側も場外だ。

			　場外に行くと、それはもちろん負けである。

			（はうぅ……っ！）

			　憔(しよう)悴(すい)のシャルル。

			　男はまったく油断せず、ゆえに隙も作らない。

			　じり……、じり……、じり……。シャルルのそばへにじり寄る。

			　剣が鋭く振り下ろされる。

			　シャルルはそれを、自身の剣で受けとめた。ツバ迫り合いの形ができる。

			　こうなると、力で劣るシャルルは不利だ。

			　男もそれを見越してか、剣をじりじり押していく。

			　が――。

			「わんっ！」

			　シャルルはクルリと身を翻(ひるがえ)し、男の体を宙に放った。

			「なっ――?!」

			　男の体が地面に落ちて、光の粒子となって消えた。

			「わたしが教えた体術の技だな」

			　いまだオレにべったりとくっついているライナが言った。

			「そうだなぁ」

			　レミナがライナに体術の訓練を受けた際、シャルルもいっしょに受けたのだ。

			　ライナの指導は、コツを丁寧に教えるわかりやすいものでありながら、厳しくもあった。

			　シャルルは何度も投げ飛ばされた。

			　それでもシャルルは健気にがんばり、実戦の中で使用した。

			　そう考えると感慨深い。

			「わたしがシャルル＝ノイスタッドに教えた、体術の技だな」

			　オレがしみじみしていると、ライナはなぜかくり返してきた。オレの腕をギュッと抱きしめ、『んぅ』っとほっぺたをふくらませ、すねた感じの上目使いでオレを見てくる。

			「わたしが教えた体術の技で、シャルル＝ノイスタッドが助かったのだぞ？　アマクサ」

			「それは知ってるけど……」

			　意味はわかるが意図はわからず、オレは首をかしげてしまった。

			　するとライナは言ってきた。

			「わ……わたしのことを、ほめてもよいとは、思わんか？」

			　緊張してしまっているのだろう。ライナの声はプルプル震え、瞳もわずかにうるんでた。

			　オレの腕を抱く腕にも、ギュウゥ……っと力が篭(こも)ってた。

			　かわいい。

			　オレはライナの頭を撫でた。

			「はぐっ……」

			　ついでに耳の後ろをひっかく。

			　エロいところを抜かした場合、ライナが一番喜ぶのがここだ。

			「クゥゥゥンッ…………♥♥」

			　ライナは甘い声を漏らして、オレの腕に顔をうずめた。

			　まるでマーキングのように、顔をすりすりこすらせてくる。

			　普段は凛(り)々(り)しいオオカミの尻尾(しつぽ)も、今は愛らしく振られている。

			　かわいい。

			　オレはライナを堪能しつつ、試合のほうもちゃんと見た。シャルルはライナの体術と、持ち前の敏(びん)捷(しよう)さ。そしてオレが作った剣で、器用に敵を打ち倒していく。

			　性格が素直なシャルルは、受け入れが早くて飲み込みもいい。スポンジ並みの吸収率だ。

			　そして、盤上の人数が減り始めたころ――。

			「結――――」

			　三人の男が、ピキィン――――と凍り、氷像になった。

			　そのままパリンと砕け散り、光の粒子へと変わる。

			　魔法を放ったのは、白いローブに金色の髪をした優(やさ)男(おとこ)である。

			　司会の女が、声高に叫んだ。

			『でたぁ――――――――――――――っ！　優勝候補がひとり、戦士殺し(フアイター・キラー)のジョセフ・ホワイト選手の必殺魔法、氷結魔弾！　魔弾に触れた相手を凍らせ、破壊してしまう恐ろしい魔法だあぁぁ！　前大会ではベストエイトに倒れたが、優勝候補の前評判は伊(だ)達(て)ではないぞおぉぉぉっ！』

			「フッ――」

			　紹介の合間にも、ホワイトはふたりの戦士を倒し、シャルルとふたりきりになった。

			　背筋を軽く仰け反らせ、手のひらを空へと向けた。

			　ボタン雪のような塊が、ポワァ……、ポワァ……とよっつほど浮かぶ。

			「氷結魔弾――――結！」

			　ホワイトが、フゥッと鋭く息を吐く。白い玉が飛んできた。

			「わんっ！」

			　シャルルはナイフを三本飛ばす。

			　それのひとつが魔弾に当たった。

			　当たった個所を中心に、半径五〇センチほどの凍結フィールドが張られる。

			　シャルルのナイフはすべて凍って、氷の結晶となって砕けた。

			　ナイフに当たらなかった氷結魔弾が、シャルルに迫る。

			「はうっ！」

			　シャルルは横にゴロリと転がって、それらすべてを回避した。

			　後ろのほうを、チラりと見やる。

			　魔弾がリングを凍らせていた。

			（これは当たれば、ひとたまりもないでありますっ……！）

			　シャルルの体が、小さく震えた。

			　が――。

			「臆するなっ！　シャルルっ！」

			　オレはシャルルに、声援を送った。

			「どんなに鋭く危険な魔法だろうと――――」

			　オレは気を溜め、拳を握って言い切った。

			「回避すれば、当たらないっ！」

			　それは絶対の真理。どんなすごい攻撃だろうと、回避すれば当たらない。だって回避してんだもん！

			「アマクサ……」

			（じぃ………。）

			　ライナがため息をついて、リアが物言いたげにオレを見つめた。

			　しかしシャルルは素直であった。

			「はいであります！」

			　素直にうなずき剣を構える。

			「はうぅ――っ！」

			　相手を威(い)嚇(かく)する子犬のような――本人的には一生懸命なのだが、どこかかわいい声でうなって、対戦相手のホワイトを見据える。

			　飛んでくる魔弾を、右へ左へ跳ねてはかわす。

			「このまま、魔力切れまで粘れればよいが……」

			「そう簡単には、いかないだろうね」

			　ライナとオレがつぶやくと、リングの上のホワイトの動きがとまった。

			「フッ――なるほど」

			　胸の前で印のようなものを結び、ハアァ――っと力を込める。

			　右手の先に、白い光が集まった。

			「凍(とう)餓(が)のヴェールよ、大地を凍(いて)土(つち)に！　アブソリュート・グラウンド！」

			　ホワイトが、光の集まった拳で地面を打った。

			　石を投じられた湖面が波紋を広げるかのように、リングの上に、薄い氷の膜が張られるっ！

			　シャルルは跳んで回避した。重力によって、立っていた場所へ落ちる。

			　そして――。

			「はうっ！」

			　前のめりに転んだ。

			「はうっ、ううぅ…………わんっ！」

			　立とうとしても立ちあがれずに、ずるっとすべってベチャッと転ぶ。

			「わたしが魔法で作りだす氷は、クリスタル・アイスと言ってね……。標準的な氷より、二十八倍すべりやすい」

			『戦士殺し(フアイター・キラー)のジョセフ・ホワイト選手の真骨頂だあぁ！　かくいう司会・実況のわたくしも、足場がすべって……きゃうっ！　ととと…………ひゃうっ！　ツルツルすべって立ちあがれないぃっ！　浮遊(レビテーシヨン)や火炎球(フアイアーボール)を使用できる魔術師であればいくらでも対抗できるが、魔法を使えないファイターでは厳しいぞぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

			　ホワイトが、手のひらを空へと向ける。

			　手のひらの上に、ボタン雪のような魔弾が浮かぶ。

			　フッ――と息がかかると同時、魔弾たちが飛んでくるっ！

			「はぅわぁんっ！」

			　シャルルはごろりと転がって回避する。

			　地面をのた打つミミズのように、ごろり、ごろりと転がりまわる。

			　しかし氷の足場では、転がりまわるのも厳しい。魔弾のひとつを足に食らった。

			　凍結のフィールドが広がって、下半身が凍りつく。

			「はうぅ……っ！」

			　うつ伏せに近い格好で、シャルルは地面に縫いつけられた。

			　冷たさからか、恐怖からか。あるいはそれの両方か。シャルルの体がぷるぷると震えた。

			「それではこれで――アディオスといこうか」

			　ホワイトが、自身の両手を重ね合わせた。

			　白いマナが渦を巻き、ホワイトの両手へと集まる。

			「我が敵を葬(ほうむ)るは、凍(いて)土(つち)の閃(ひらめ)きっ！　ブリザード・クラウス！」

			　巨大な冷気の閃(せん)光(こう)が、ホワイトの手から放たれた。

			　下半身が凍りついているシャルルでは、逃れることはできないだろう。

			　白く輝く閃(せん)光(こう)が、シャルルがいた空間を飲み込んだ。

			　閃(せん)光(こう)が徐々に細まり、氷の糸のようにプツリと消えた。

			　シャルルの姿は残っていない。これはホワイトの勝利か。

			　と――誰もが思ったその刹(せつ)那(な)。

			「ぐあっ……！」

			　ホワイトの肩に、銀色のナイフが突き刺さった。

			「はうっ、はうぅ……！」

			　シャルルであった。

			　シャルルがナイフを構え持ち、絶え絶えな息で、立ちあがっている。

			『ああっとぉ?!　万事休すと思われていたはずのシャルル＝ノイスタッド選手が、普通に立ちあがっているぞぉ?!　いったいどんな魔法を使ったのかぁ?!』

			　実況が声を張りあげ、会場は盛りあがる。

			　シャルルに対する声援も響く。

			（はうぅぅ…………）

			　だがしかし、当のシャルルは、顔を真っ赤に染めていた。

			　絶体絶命の危機を、機転や能力で覆(くつがえ)したファイターのそれではなかった。

			　辱めを受けた女の子のような、かわいらしくも憐(れん)憫(びん)を誘う、半べそ状態になっていた。

			　それの理由は、すぐにわかった。

			　

			　濡れていたのだ。

			　

			　シャルルの体の、おっぱいの次にえっちなところ――つまり股間が。

			　ぐっしょり…………っと。

			　しかも濡れている部位が、会場のビジョンボードにアップで映されていた。

			　会場の全員が、一秒、二秒、三秒と、それの理解に無言の時を要して――――。

			『おもらしだあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！』

			　実況が叫んだ。

			『シャルル＝ノイスタッド選手！　まさかまさかの、おもらしだあぁぁぁ！　おもらしの熱で氷をゆるめ、力技で脱出していたあぁぁぁ!!』

			「そのような方法で、わたしの技を破るとは…………！」

			『ホワイト選手も驚(きよう)愕(がく)している！　それもそのはず！　普通はやらない！　そしてやれない！　術が破れるとわかっていても、いい年をしておもらしなんて、やろうとしてもやれるはずがなあぁぁぁぁぁぁぁいっ！』

			　なんということだ。

			　オレのシャルルが、公開処刑されている。

			　そういう意味では、言っちゃいけない。言っちゃいけない。

			　わかってる。

			　わかってるんだけど……。

			　かわいい。

			　おもらしを指摘されて、真っ赤になってる半泣きのシャルルかわいい！！！

			「好きでしたわけでは、ないでありますぅぅぅぅぅぅぅぅ！！！」

			　そしてシャルルはいじめられた子どものように、泣きながら突っ込んでいった。

			　スケートの要領で加速を続け、剣を抜く。

			　銀(ぎん)閃(せん)が走り、ホワイトは真っ二つに裂けた。

			　まさかの大番狂わせに、会場全体が沸いた。

			　実況の少女が、高々と叫ぶ。

			『ヴァーラスキャルヴ学園武芸会・予選大会！　第一の通過者は、〈おもらしの聖騎士〉、シャルル＝ノイスタッド選手だぁぁぁぁぁぁぁぁ!!』

			「はぅわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！」

			　ひどすぎる呼び名(ケニング)に、シャルルは声を張りあげて泣いた。

			　ちなみに聖騎士の聖は、業界の中ではおしっこを聖水と呼ぶことに起因していると思われる。そういう意味でもひどい呼び名だ。

		

	
		
			第11話　閑話。～戦闘が終わったあとのシャルル編～

			　

			　見事……とは言いがたいものの、シャルルの勝利で終わった初戦。

			　オレは観客席のところでシャルルとミーアを待っていた。

			「……遅いな」

			　だが、こない。オレのシャルルが、帰ってこない。

			「わたしが探しにいってこようか？」

			「いや、いい。オレが行くよ」

			　オレにべったりとくっついているライナが申し出てきたが、オレは軽く断った。

			　ゆっくりと立ちあがる。

			「はぐっ……！」

			　背の低いライナは、一瞬ブラさがるような格好になった。

			　それでも抱きつく位置を調整し、オレから離れまいとしている。

			　かわいい。

			（ぎゅっ………。）

			　そして逆サイドにくっついているリアが、オレのことを、（じぃ………。）と見つめて存在をアピールしてくる。

			　かわいい。

			「うぅ……」

			「あぅ……」

			「ぜなぁ……」

			「っ…………」

			　レミナとロミナが羨ましげにふたりを見つめ、リンディスとカミーユが恨めし気にオレたちを見つめたりもした。

			　ただカミーユは、オレと目があった瞬間に顔を染め、バッと顔を逸らしたりした。

			「べべっ、べつに、うらやましいとかなんて思ってないんだからな！　くそばかっ！」

			（がーんっ！）

			　自分が『ばか』と言われたと思ったらしい。

			　リアがとってもショックを受けた。

			　オレの腕に（ぎゅう………。）と抱きついたまま、ぷるぷると震える。

			「ああっ、いやっ、えっと、今のはそっちに言ったんじゃなくって、ええっと、ええっと……。うあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！」

			「ユイッ?!」

			　カミーユは逃げ出して、リンディスが追いかけた。

			　残されたリアは、オレとカミーユの背を交互に見るが――。

			「気にすんな」

			（………こく。）

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そんなこんながありつつも、オレはシャルルの姿を探した。

			　視線を軽く走らせながら、闘技場までのルートを進む。

			　予選を勝ち残った選手専用の控え室の前で、立っているミーアを見つけた。

			「あっ♪」

			　ミーアがオレのほうを見て、ほんのり赤いほっぺをゆるます。

			「ラクトさぁ～～～ん♡」

			　満面の笑みでオレに近寄ってきて、唇にキス。

			「えへぇー♡」

			　そして一面に浮かべるは、八重歯の見える愛らしい笑み。

			　もはやお約束と言っていい流れを堪能し、オレはミーアに問いかけた。

			「シャルルは？」

			「引きこもっちゃってる感じかなぁ」

			　ミーアは、やれやれと肩をすくめた。

			「部屋の中にはいるんだな？」

			「うん」

			　ミーアはドアノブに手をかけ、ドアを開いた。

			　シャルルは部屋の隅っこで、手足を引っ込めたカメのようにうずくまっていた。

			　こちらに背中を向けてるが、お尻の尻尾(しつぽ)はくるんと丸くてとてもかわいい。

			　頭隠して尻隠さずといった感じだ。

			「ラクトさんだよ？　リーダー」

			「はうっ?!」

			　シャルルは一瞬顔をあげ、オレの姿を視認した。

			　しかしその表情は切なさにゆがみ、カメの姿勢に戻ってしまう。

			「はうぅ～～～～～～～～～っ！」

			　オレはいまだくっついているライナとリアに離れてもらい、シャルルの背中を簡単に撫でた。

			「どうしたんだよ？　シャルル」

			「無様な粗(そ)相(そう)をいたしたシャルルは、ラクトさまにお合わせする顔がないのでありますうぅ～～～～～～～～～」

			「ボクは『大丈夫だよ』って言ってるんだけどねぇ」

			「そうだな、大丈夫だ」

			「ラクトさま……？」

			　シャルルが、ほわぁ……と顔をあげ、泣き腫らして桜色に染まった目を向けてきた。

			　かわいそうだと思う反面、色っぽくてかわいい。

			　ぶっちゃけて言うと、そそる。

			　それでもオレはシャルルを慰めるべく、とびっきりのやさしい笑顔で言った。

			「オレのシャルルへのイメージは、初めてあった日からずっと『おもらし』のままだ」

			「はぅわぁんっ！」

			　シャルルはとってもショックを受けた。

			「確かに最初のほうのシャルルは、そのようなシャルルでありました！　しかし、『ずっと』であったのでありますかっ?!」

			　鎖(さ)骨(こつ)のあたりで両の手をグーにして、すがるようなうるうる眼(まなこ)で問いかけてくるシャルル。

			　ひどいことは言いにくい。

			　しかしウソも言いにくいので、正直に言った。

			「まぁ……イメージ的には」

			「はぅわぁぁぁんっ！」

			　シャルルはやっぱりショックを受けた。

			　そんなシャルルを、ミーアがまっすぐに慰める。

			「リーダー！　そこは逆に考えよう！」

			「はう……？」

			「ラクトさんのリーダーへのイメージは、最初から『おもらし』だった！　でもラクトさんは、そんなリーダーのことも好きでいてくれた！　だから今回の件があっても、リーダーに幻滅したりはしないよ！」

			「はうぅ…………！」

			　シャルルの瞳に、希望の光がキラリと灯った。

			「それでは……。ラクトさま。今後とも…………」

			「今後とも、なんだい？」

			「今後とも今までのように、シャルルを性奴隷でいさせてくださるでありますかっ?!」

			「その言い方じゃ、オレが今までシャルルを性奴隷にしていたように聞こえるんだけどっ?!」

			「ちがったのでありますか……？」

			「ちがうよ！　全然ちがう！　っていうかシャルルは、性奴隷で不満とかなかったの?!」

			「それは……」

			「それは？」

			「なかったであります…………わん」

			　シャルルはカアッ――と真っ赤になった。自身の顔を両手で隠した、[image: 124kao.png]な顔で言う。

			「シャルルはシャルルは、ラクトさまの性奴隷でいるのが、とても大好きなシャルルでありました…………わん」

			「とてもっ?!」

			（こくっ）

			　シャルルは[image: 124kao.png]な顔のまま、ハッキリとうなずいた。

			「ここにいるいやらしいシャルルは、性奴隷でも構わないぐらい、ラクトさまにされるいやらしいことが大好きでありました…………わん」

			「そこまでは言わなくていいよっ?!」

			「はうぅ…………」

			　シャルルは、顔を両手で覆(おお)ったままで、しおれた柳のようにうなだれた。

			　まったく――シャルルは淫乱ピンクだぜ。

			　そしてそんな風に言われると、いやらしいことをしないわけにはいかない。オレはシャルルを押し倒す。上着をまくる。えっちなサイズのえっちな胸がたゆっとゆれた。右の胸を鷲掴みにして、左のおっぱいに顔をうずめる。

			　むにゅうぅっと顔を押しつけて、吸いつきながら引き延ばす。舌で乳首を舐めて転がす。

			「はうぅぅぅんっ！」

			　シャルルをたっぷり発情させて、正常位でぶち込んだ。えっちなサイズのえっちな巨乳を持っているシャルルの胸は、オレが腰を動かすたびに、たゆたゆとゆれた。

			「はううっ、はううっ、はううぅぅんっ！」

			　こういうことをするからシャルルもカンチガイ？　するのかもしれないが、かわいいのだから仕方ない。

		

	
		
			第12話　予選大会・ライナ編。

			　

			『激しかった予選第四試合も終わり、第五試合の始まりだぁ――――っ！』

			　シャルルとのいちゃいちゃを終えて観客席に戻ると、司会の女が叫んでた。

			「はうぅ……♥♥♥」

			　行為の余韻が残っているのだろう。

			　オレの腕にくっついているシャルルは、うっとりと頬を染め、オレの腕に頬ずりしている。

			　かわいいシャルルはいやらしいので、オレがいやらしいことをするたびに、オレへの好感度をアップさせる性質がある。

			　エロい。

			　なにはともあれ、オレはゆったり椅子に座った。

			　会場が盛りあがるのに比例して、選手たちが入場してくる。

			　司会の女が、めぼしい選手を紹介していく。

			　紹介を受けた選手は、ビジョンボードと呼ばれる巨大なスクリーンにアップで映った。

			　その中のひとりには、オレのライナも混ざってた。

			　目玉選手のひとりらしい。司会の女は声高に叫んだ。

			『そしてこの銀髪の少女が、〈冒険者の街のギルドマスター〉にして、〈黒きマナの使い手〉、ライナティアス＝ミューレン・ミューレン選手だあぁぁ！　平均ステータスはＡ！　特に魔力は、驚(きよう)愕(がく)の測定不能！　今回の予選では、『ハンデ』として、魔法力が三分の一になる腕輪をつけられているぅぅぅ！　だがしかし、油断は禁物の一言だあぁ！』

			　平均ステータスがＡと言われて、会場は盛り上がった。

			　リング上の闘技者も、ライナを見つめて目を見張る。

			　ライナはいつものライナらしく、クールな佇(たたず)まいで視線を流す。

			　オレにくっついてうっとりとしていたシャルルも、背筋を直して目を見張る。

			　しかしオレの目には、リングのライナも、かわいいとしか思えない。

			　背が高ければ違ったのかもしれないが、ライナは身長一四〇センチ台。

			　なのでかわいい。

			　とてもかわいい。

			　一生懸命になっている幼女みたいだ。

			　オレがライナに萌えているうちに、選手たちは出そろった。

			　小さくかわいいドウォーフたちが、試合開始の花火をあげる。

			　朱色の花火がパァンッと弾け、司会の女が叫ぶ。

			『バトル、スタートゥッ！！！』

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ぶるあぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

			　開始早々、岩石のような巨漢が、戦斧を振りあげライナに突っ込む。

			　巨大な男に狙われたライナは、怒(ど)涛(とう)を前にしたろうそくの灯のように儚(はかな)く見えた。

			　が――。

			　パァンッ！

			　銃声が響き、男は派手に吹っ飛んだ。

			　ライナの銃から黒いマナが、煙のように漂っている。

			　致命傷を受けた男は粒子の粒となって、別室に転送される。

			『ライナ選手の魔法銃だー！　マナを推進力に弾を発射するその銃は、使用者の魔法力で威力を左右される性質がある！　にもかかわらず、パワーだけならＢクラス級のジャック・モーガン選手を一発！　さすがさすがとしか言いようがないぃ！』

			　司会の女が解説を入れると、新たな敵がライナを襲った。

			　気配を消していた山賊風の男が、ライナの背後から長剣を振り下ろす！

			「ライナ様あぁ！」

			　シャルルが手に汗を握って叫ぶ。

			　しかしライナは振り返り、サーベルを抜いて剣を弾いた。

			「奇襲をかけるのはよいが、殺気をもらすのは感心せんな」

			　山賊男はクッと歯を噛み、バックステップを踏んだ。腰の鞘からナイフを取りだす。

			　右手に長剣、左手にナイフ。

			　ライナは男に拳銃を構え、三発の銃弾を放つ。

			　しかし男はナイフを振ると、三発すべてをキキッと弾いた。

			　かなりの腕前なのだろう。無駄な動きは一切なかった。

			　男が地を蹴りライナに突っ込む。

			　ハイエナを彷(ほう)彿(ふつ)とさせる、俊敏でしなやかな動き。

			　しかしライナは、それより速い。男の横を、風のように駆け抜けた。

			　一秒、二秒と残心を取り、剣をパチリと鞘に納める。

			「ぐわっ、あっ、ああぁ――！」

			　男の体に、ピシ――と鋭い亀裂が走り――。

			「あああぁぁぁぁ――――！」

			　光の粒子となって消えた。

			　ライナが二人目の闘技者を倒すと、リングの上の空気が変わった。

			　ライナの動きに、大して派手なものはなかった。というよりも、なさすぎた。

			　最小限の足運びからの最小限の斬撃で、強いはずの選手を倒したという事実。

			　それは即ち、意味してる。

			　目の前にいる、身長一四〇センチ台の少女は、わずか一合の切り合いで相手の力を完璧に把(は)握(あく)できてしまうほどの、歴戦であると。

			　ライナが持つ黒いマナが闘技者たちに抱かせたイメージも、リアを通して伝わってきた。

			　それは――。

			　

			　体長一〇メートルを超える巨人。

			　ビルほどに高く、山ほどに大きい。歩行という日常の動作が必殺であり、呼吸という命の行為を、つむじ風にも等しい恐怖の行為に変える存在。

			　かの者と対(たい)峙(じ)すれば、骨は残らずに血液は四散して、脳(のう)漿(しよう)は砕け散る。

			　

			　それが与える感情は、原始的な恐怖。

			「うっ、うっ、うあぁぁぁ――――――！」

			　恐怖に包まれた闘技者たちは、恐慌的な悲鳴をあげて、ライナへと向かった。

			　異物あつかいされたライナは、ほんの一瞬、目を伏せた。

			　けれども、それも一瞬のこと。すぐにいつものライナに戻り、敵陣を待つ。

			　刺突や斬撃の雨を、そよ風とたわむれるかのような軽やかさでいなす。

			　ライナのサーベルが振るわれるたびに、ライナの愛らしいポニーテールが軽やかに舞って、闘技者たちが粒子に変わった。

			　そして、五分とかからないうちに――。

			『ヴァーラスキャルヴ武芸大会！　予選五回戦目を制したのは、ライナティアス＝ミューレン・ミューレン選手だぁ！』

			「さすがでありますうう――…………」

			　シャルルが憧(どう)憬(けい)と羨(せん)望(ぼう)に、一滴の嫉(しつ)妬(と)を垂らしたかのような声を発した。

			　自分よりも優れている相手を素直に認め、なおかつ自分を高めるための原動力にしようと考えられるのは、シャルルのよいところである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「お帰り、ライナ」

			「べっ、べつに、疲れてなどはいないかな」

			　ライナはグッと腕を組み、プイッとそっぽを向いて言った。

			　ほっぺたはほんのり赤く、尻尾(しつぽ)はパタパタ振られてる。

			　照れているのが丸分かりの姿。

			　かわいい。

			　オレはライナの腕を引き、椅子の上に座らせた。

			　小さなライナの小さな肩を、指で押してほぐす。

			「はぐっ、うっ、クゥッ、クウゥン……♥」

			　最初は抵抗に近い声を発していたライナだったが、すでに甘えた声に変わった。

			「…………」

			「…………」

			（………。）

			　すると熱い視線に気づいた。

			　シャルルにリアに、ロミナにミーア。レミナにカミーユにリンディスと、この場所にいた全員が、うらやましそうに見つめていた。

			「べべべっ、べつに、うらやましいなんて思っていないんだからなっ！」

			「そうだぜなっ！　そうだぜなっ！　してほしいなんて、砂粒ほどにも思ってないぜなっ！」

			　素直ではないふたり(カミーユとリンデイス)が否定してきた。そんな顔で『思っていない』と言われても、波平さんの育毛マニュアル並みに説得力がない。

			　かわいい。

			「ボクは素直に、してほしいけどなぁ♡」

			　逆にミーアは素直であった。

			　オレの背中にくっついて、体をピトッとくっつけてくる。

			　やわらかな胸も、クニッ♡　と愛らしく当たる。

			　オレの肩に乗っている頭も、ほどよい心地をオレに伝える。

			（こくっ。）

			　そしてミーアの後ろには、リアが小さくくっついていた。ミーアがオレにしているのと同じように、ミーアの肩に手を乗せて、顔をちょこん――とかわいくだしてる。

			　ふたり並んだ姿には、子どもをおんぶしているカルガモみたいなかわいさがあった。

			　素直に言ってきてくれたことだし、ここはやっぱりしてやるべきだな。

			　思ったオレは、ライナに尋ねる。

			「そういうことだけど、いいか？」

			「そもそもわたしは、頼んでおらんっ！」

			　ライナはすばやくオレから離れ、顔を真っ赤にして言った。

			　そうやって言わないと、理性を保てない――と、いった感じだった。

			　かわいい。

			　オレはライナの肩に手を置いて、その唇に口づけた。

			　ついでに胸も、ふにふにと揉んだ。

			「○×△■××＄■っ!!」

			　ライナは全身の毛を逆立たせ、軽いパニックに陥った。

			　オレは唇を離す。

			「こひょ、こーいうこひょは、時とばひょを選べひょ、わらひは、いひゅも…………」

			　ライナは、ろれつの回らない口で文句を言った。

			　しかし途中でのぼせてしまい、仰向けに倒れそうになった。

			　オレはライナの腕を引き、しっかりと抱きとめた。

			「はぐぅぅぅ～～～…………」

			　もう完全に、グロッキー状態である。

			　かわいい。

			　やわらかなぬくもりが、ほっこりと伝わってくる。

			「もーう。えっちぃなぁ。ラクトさぁ～～～ん♡♡♡」

			（………こく。）

			　ミーアが喜悦の声を発して、リアが小さくうなずいた。

			　特にリアの顔の赤さは、ドキドキという心臓の音が聞こえてきそうなほどである。

			　かわいい。

			　しかしオレが揉む前に、リアの懐から声がした。

			〈予選、第七試合が始まります。予選、第七試合が始まります。控え室までおこしください。控え室までおこしください〉

			（がーんっ！）

			　リアはとってもショックを受けた。アイスクリームを地面に落としてしまった子どものような顔をして、ミーアの陰からオレを見つめる。

			「試合が終わったらしてやるから」

			（！！！）

			　とってもうれしかったらしい。哀しみに沈んでいた顔に光が差した。

			　頭の両脇にくっついているピョコハネの髪も、うれしげに動いていた。

			　かわいい。

			「それならさ、リアちゃんの先に――ってことで……」

			　ミーアが、ほっぺたを赤くして言ってきた。

			　オレはミーアの肩を揉む。

			「あっ……♡　んっ……♡」

			「気持ちいいか？　ミーア」

			「いいか悪いかで言えば、とっても気持ちいいんだけど……」

			　ミーアはオレの手を握りしめ、前のほうに移動させた。それもただの『前』ではない。衣服とおっぱいの隙間の『前』だ。

			「やっぱりボクは、こっちのほうが好みかなぁ♡」

			「まったく……。ミーアはやらしいメスサキャュバスだなぁ」

			　などと言いつつオレは、右手で生のおっぱいを揉んだ。

			「ああっ♡　はんっ♡　んんうっ♡」

			「ちなみに、こっちはどうなんだ？」

			　オレは右手でおっぱいを揉みつつ、左手をスパッツの中に入れた。

			「ハァーンッ♡　んんッ、好きいぃ！　えっちなこともラクトさんも、おまたくちゅくちゅいじられるのも好きいぃ！」

			　ミーアがあまりにエロかったので、たっぷりといじくってやった。

		

	
		
			第13話　予選大会・リア編。

			　

			『ヘーイ！　オッケェーイ！　会場中のメス犬アンド、オス豚の諸君っ！　ヴァーラスキャルヴ学園武芸会、予選七試合目の始まりだあぁ！』

			　司会の女が声をあげると、会場中が盛りあがった。

			『七試合目は運命の女神・ノルニルさまの気まぐれか、小粒な選手が多めだあっ！　そんな中の注目株は、エントリーナンバー二十八！　〈キング・ドワーフ〉のザルバッグ＝バードン選手だぁぁぁ！』

			　司会の女が腕を振り、ザルバッグとやらを紹介した。

			　身長二メートルはある巨大な男。

			　赤銅色に焼けた坊主頭に、雲を思わせる豪快なヒゲ。

			　そして両手に握っているのは、本人に勝るとも劣らない巨大な大ナタ。

			　紹介を受けたザルバッグは豪快な笑い声をあげると、持っていたナタを振りおろした。

			　ガォンと大きな音が鳴り、地割れのような亀裂が走った。

			「ザァーバッバッバッ！　ワシと戦うのなら、五人か一〇人で組むことだなぁ！」

			　不遜なほどに豪快な宣言。しかし快活でもあるためか、嫌味な感じはふしぎとしない。

			『それでは予選七試合目、始めえぇぇぇっっ！』

			　司会の女が声をあげ、第七試合が始まった。

			　その刹(せつ)那(な)。

			　

			　ズドォンッ！

			　

			　激しい音が鳴り響き、ザルバッグが吹っ飛んだ。

			　さらに激しくゴロゴロ回り、リングの外にまで吹っ飛んでいく。

			「なっ……」

			『なっ…………』

			　司会の女や闘技者に、観客たちが絶句した。

			　ザルバッグが敗者となって、およそ三秒。司会の女が、代表として叫ぶ。

			『なにが起こったあぁぁぁ――――――――――――っ?!』

			「リアか」

			　ライナのつぶやきにオレは答えた。

			「そうみたいだね」

			「事前に気を高めていたであろうとはいえ、ほぼ無(む)詠(えい)唱(しよう)であれほどの気を放つとはな」

			　ライナは真面目な顔と口調で、リアの攻撃について解説をする。

			　ただし体は、オレの腕をギュッと抱きしめ、ほっぺたをべったりとくっつけていた。

			　かわいい。

			（んっ………！）

			　そしてリング上のリアは、両手を前に突きだした。ザルバッグの退場に気が抜けていた闘技者五人が、つむじ風でも食らったかのように吹っ飛ぶ。

			　その一発で、ほかの闘技者たちもリアに気づいた。

			「射貫け！　貫け！　吹き飛ばせ！　敵を貫く数百の針・セベラット＝ニードル！」

			　ひとりの術士が呪文を唱えた。

			　数百を越える光の針が、リアに向かって突き進む！

			（………。）

			　リアは体の正面に、空圧のバリアーを張った。

			　無数の針がバリアーに当たる。針はパツンと弾け飛び、白い煙へと変わった。

			　リアに不意打ちをかけた術士が、胸の前で印を結ぶ。

			「大いなる光よ、我が敵を穿(うが)て！　ライトニング！」

			　白い光の閃(せん)光(こう)が、術士の手から放たれた。

			　ズゴォンッ！

			　炸裂音が響き、土煙と爆風が舞った。

			『レイシェン選手のライトニングが決まったあぁ！　ザルバッグ選手を打ち倒したらしいリア選手だが、これはさすがに終わったかああっ?!』

			　司会の女が声高に叫んだ。

			　呪文を放ったレイシェンも、フ――と口角をゆるませる。

			　が――。

			（………。）

			　リアはまったくの無傷であった。

			　ツイッと右手を前にだした軽いバリアで、鋭いように見えた閃(せん)光(こう)を完璧に防いでいる。

			　リアは右手を突きだしたまま、キイィィン――と自身の力を高め。

			　

			　空圧の矢を、一斉掃射！

			　

			　ズガガガガンッ！

			　

			　レイシェンの体に、空圧の矢がぶち当たる！

			　

			「ぐ……はぁっ」

			　レイシェンはスローモーションのようにゆらぎ、倒れ伏す手前で光の粒子へと変わった。

			「さすがだな」

			　ライナがぽつりとつぶやいた。

			「五年もすれば、わたしも抜かれるかもしれん」

			「それでも五年はかかるんだ」

			「単純な力でもわたしに劣るし、そもそも防御も攻撃も、正面にしか対応できておらぬようであるしな」

			　確かにライナの言う通り、リアの力は、リアの正面方向でしか発動していない。

			　横や後ろから攻撃を受けた際には、必ずそちらを向いている。

			　だけどそれ、『弱点』っていうのだろうか。

			　普通の人は、横や後ろから攻撃されたら困るものなんじゃないだろうか。

			　少なくとも、リング上の人たちにその『弱点』を突ける者はいなかった。

			　まず近づけば、リアが振り向くと同時に吹っ飛ばされる。

			　しかし遠距離攻撃になると、バリアで軽く弾かれる。

			　確かにリアは、正面にしか対応できない。

			　しかしそれには、〈ただし、近距離から中距離で視界に入ると即殺されます。遠距離は無効です〉という注意書きが必要だ。

			　もっともそれを『弱点』というのは、リアがそれだけ強い……というお話でもあるんだろう。

			　事実リング上の闘技者たちを、ひとりで倒しまくってる。

			　それにしても今のリア、テンションが高い。

			　いつもが（ん………。）なら、今は（ん………！）だ。

			　頭の両脇についているぴょこハネも、心なしか跳ねあがっている。

			　さらに相手を吹っ飛ばすたび、[image: 142kao.png]なオーラを背後に背負って、オレのことをチラと見る。

			（早く終わらせて、オレにマッサージとかしてもらいたいんだろうなぁ……）

			（こくっ。こくっ。）

			　オレがぼんやり考えていると、リアは二回うなずいた。

			（だからって、試合の途中によそ見はダメだぞ）

			（！！！）

			　すごい発見だったらしい。

			　リアは、生まれて初めて炭酸飲料を飲んでびっくりしている子どもみたいな顔をした。

			　かわいい。

			（こくっ！）

			　リアは元気にうなずいて、戦闘に戻った。

			　油断なく、よそ見もせずに、対戦相手を吹っ飛ばしていく。

			　そしておよそ一〇分の時が流れ、最後のひとりが吹っ飛んだ。

			『ヴァーラスキャルヴ学園武芸会、予選第七試合を制したのは、

			　可憐なる風妖精(キユーテイクル・ヴインダールヴ)リア選手だああぁぁぁぁぁぁ！』

			　司会の女が即興の呼び名(ケニング)を披露して、声高に叫んだ。

			　会場も歓声をあげて、リアを称えた。

			〈おもらしの聖騎士〉と呼ばれたシャルルとは、えらい違いだ。

			（………。）

			　だがリアは、まともな呼び名(ケニング)も歓声も意に介さずに、あたりをきょろきょろ見回した。

			（！！！）

			　オレのことを見つけては、小走りで寄ってくる。

			（とてててて。）

			（ぴょん。）

			（とてててて。）

			　小走りで駆けて、リングから飛び降りて、また小走りで駆けて――。

			　べちゃん！

			　ころんだ。

			「リアっ?!」

			　オレは反射で声をだし、フェンスから飛び降りた。

			「大丈夫かっ?!」

			（………こく。）

			　オレが駆け寄ってやると、リアは小さくうなずいた。

			「だいじょうぶ………です。」

			　けれど瞳はうるんでて、鼻の頭は赤く腫れてる。

			　今日で一番のダメージだ。

			「へいき………です。」

			　しかしその声も体も、ぷるぷると震えている。本当は痛くて仕方ないのに、オレを心配させまいとしている様子が、痛いほどに伝わってくる。

			　力も使いすぎたのか、顔色もあまりよくない。

			「そうか。平気か」

			（こくっ。）

			　リアは健気にうなずいた。

			　とてもかわいかったので、オレはリアを抱きあげた。

			（！！！）

			　リアはびっくりしていたが、すぐにオレに抱きついた。

			　オレは小さく助走をつけて、フェンスを軽く飛び越えた。

			　観客席に降り立って、リアをベンチに寝かせようとする。

			　が――。

			（ぎゅっ………！）

			　リアはオレから離れなかった。

			（ん………！）

			　ユーカリの木から振り落とされそうになったコアラみたいに、腕に力を込めてきた。

			　仕方がないな。

			　オレはリアを抱いたまま、ベンチの上に腰をおろした。

			（ん………♥）

			　とってもうれしかったらしい。

			　リアはうっとり瞳を細め、オレにすりすり頬ずりしてきた。

			　かわいい。

			　しかしミーアが、隣に座って言ってきた。

			「だけどリアちゃん。その格好だとマッサージしてもらえないよ？」

			（！！！）

			　リアはとってもショックを受けた。

			　散歩かごはんの一方を取れと言われた、切ない子犬みたいな顔をしていた。

			　瞳をうるませ、おろおろ悩み、ぎゅうぅ～～～～～～～～[image: 035kao.png]っとオレにくっついて――。

			（どっちも、してほしい………です。）

			　かわいい。

		

	
		
			第14話　予選大会・セシリアの前(ぜん)哨(しよう)戦。

			　

			（んっ………♥）

			　オレがリアの肩を揉んでやると、リアは気持ちよさげに瞳を細めた。

			　ついでにオレは、試合も眺める。

			　試合はなかなか派手だった。

			　変則的な動きをしている二刀の剣士がいれば、空中戦をくり広げている魔道士もいる。

			　炎や雷が派手に飛び交い、見ているだけで心が弾む。

			　そして試合は、二刀の剣士が勝利した。

			　本戦に出場したことが三回もある実力者らしい。

			　次はどんな人たちが戦うのかなぁ。

			　なんてふうに、オレが楽しみに待ってると――。

			「おひさしぶりです！　ラクトさま！」

			　声をかけられた。

			　見てみると、ネコミミの女の子だった。

			　その顔は、微妙に見覚えがある。確か――――。

			「リミィ……だっけ？」

			「ハッ、ハイ！　わたしの名前は、リミィですです！」

			　やっぱりそうか。

			　以前にセシリアといっしょに行動をしていた女の子で、胸部に激しいダメージを食らった際には、『セシリアさまからいただいたハイパースーツと、両親からいただいた肋骨のおかげで無事だったのですです！』とか言っちゃう子である。

			「ご参加なさるのですですよねっ?!　ラクトさまもっ！」

			「なんで知ってんの？」

			「セシリアさまが、おっしゃったからなのですです！」

			「そうなんか」

			「ハイッ！　近ごろのセシリアさまは、寝ても覚めてもラクトさまのことばっかりですです！　いっしょにダンジョンを探索している時も、お食事をしている時も、ラクトさまのお話をしていますですです！　つい先日は、おフロでリミィの頭を洗いながら、ラクトさまのお話をなさっていたのですです！！！」

			「話って、どんな？」

			「『わたくしが、〈高貴なるわたくしのついでに、ほかの皆さまも称える歌〉を歌おうとしたらほっぺたをつねられた。ラクトさまはおひどい』、『例のナメ…………ヌメニュル系を怖がっているわたくしに、〈背中にくっついている〉とウソをついた。ラクトさまはおひどい』、といった感じです！」

			　なんていうのか、イメージ通りだ。

			　まぁ『裏表がない』って意味では、長所に入れてやってよいのかもしれんけど。

			「しかしリミィが、『おひどい』という言葉に同意しますと、ほんのりと頬を染め、リミィをキュッ……と抱き締めては、『しかし、わたくしが、ヒ……落ちてくるヌルニュルに囲まれてしまった時には、颯(さつ)爽(そう)と助けてくださるようなところもあるのですわ…………』などと、しおらしくフォローを入れる場面も――――」

			「ございませんわぁ！！！」

			　セシリアが割り込んできた。

			「そそそっ、そのような戯(たわ)言(ごと)、わたくしおっしゃってませんわぁ！　わわわわ、わたくしがラクトさまをフォローするなど、天地がクルリとひっくり返って、ポルカを踊り狂う以上にございませんわぁ！」

			　両の手を、鎖(さ)骨(こつ)のあたりでグーにして、[image: 035kao.png]な顔で叫ぶセシリア。

			　その顔色は、紅葉を散らしたかのように紅い。

			「というか、リミィ！　先の話は、ラクトさまにはゼッタイに内緒であると、わたくし申しあげたではございませんかっ！」

			「あっ……！」

			　セシリアが叫び、リミィはハッと目を丸くする。

			　そうしてオレは、セシリアの頭をパシッと叩いた。

			「言ってんじゃねぇか」

			「みゃぁんっ！」

			「っていうかオマエ、今度はなにしにきたんだよ」

			「わたくしのリミィが、今世紀最大の鬼アクマ外道さまであるラクトさまに用があるとおっしゃったので、護衛という名の付き添いにきたのですわっ！」

			「そうか…………」

			　いろいろ突っ込みたいような気はしたが、めんどうなので軽く流した。

			　リミィへと問う。

			「用って、なんだ？」

			「これなのですです！」

			　リミィは、そう大きくないバッグから、ビンを取りだす。

			　缶コーヒーぐらいの大きさのビン。中にあるのは、緑色の液体だ。

			「これは……？」

			「毒ですっ！」

			　リミィは、とても爽やかに言った。

		

	
		
			[image: p151.jpg]
		

	
		
			「オドリソウとスライムゼリーを混ぜた毒で、飲むとおなかが大変になるのですです！」

			「それでリミィは、これを渡してオレにどうしろって言うんだ……？」

			「飲んでほしいのですですっ！」

			　どうしよう。

			　この子の言っている言葉の意味が、一ミクロンも理解できない。

			　言葉って、こんなに難しいものだっけ。

			「リミィ、なにを言っていらっしゃるのですのっ?!」

			　それはもう、リミィを注意しているセシリアが、まともに見えてしまうほどだ。

			　そうだよ、セシリア。注意してくれ。

			　リミィがオマエの部下だと言うなら、『人に毒を盛ってはいけません』って教えておいてくれ。

			　オレが視線で訴えかけると、セシリアにも通じたらしい。

			　セシリアは、珍しくマジメな顔で言った。

			「リミィ」

			「はっ……はい」

			「ラクトさまに毒を盛る際は、『これは毒です』と伝えてはいけませんのよっ！」

			「そうなのですかっ?!」

			「邪(じや)知(ち)暴(ぼう)虐(ぎやく)なラクトさまですが、賢いお方でもございます。クスリが毒であることを正直に告白しては、ゼッタイに飲んでくださりませんわっ！」

			「アホかぁ！！！」

			「みゃあんっ！」

			　オレはセシリアの頭を引っぱたいて叫んだ。

			「人に毒を盛ることを肯定しているんじゃねぇ！　っていうかオマエの『賢い』の基準は、『これは毒です』と言われた飲み物を飲まないようなところにあるのかっ?!」

			「それは、ええっと、ええっと…………みいぃ…………っ！」

			　反論できなくなったのだろう。セシリアは、涙を浮かべて唇を噛んだ。

			　勢いで生きているアホの子のコイツは、考える前に口が動いているんだろうな。

			　だからこうやって冷静に聞き返してやると、返事を返せなくなる。

			　オレはハアッとため息をついて、リミィへと問いかける。

			「なんでオレに毒なんて盛ろうとしたんだ？」

			「セシリアさまのためなのですですっ！」

			「セシリアの？」

			「いつもラクトさまに負けているセシリアさまは、とってもお可哀想でした！　ラクトさまに毒を盛って、セシリアさまに勝利していただきたかったのですです！」

			　リミィは、とてもキラキラとしてまっすぐな――世界を救う旅をしている勇者に弟子入りを懇(こん)願(がん)する少年のような、まっすぐな瞳で言った。

			　セシリアを慕(した)っているらしいセシリアの部下は、セシリアのようにアホの子で、セシリア以上に純粋だった。

			　一方で思う。

			　自分の部下に、こんな心配をされるセシリアって……。

			「どうしてそこで、わたくしに対して憐(あわれ)みの視線を向けるのですのっ?!」

			「いや、まぁ…………うん」

			「答えになっておりませんわぁ！」

			　胸の前で両の手をグーにしたセシリアは、[image: 035kao.png]な顔で叫んだ。

			「ところでさぁ」

			「…………なんですの？」

			　オレが話を強引に変えると、不満そうにしつつも相(あい)槌(づち)を打った。

			　微妙に健気だ。

			「オマエはさ、こっそり毒を盛るようなやり方で勝って、うれしかったりするか？」

			　質問のついでに、オレはチラリとリミィを見やった。

			　セシリアの口から、『そのような下劣な手段で勝っても、うれしくなどはございませんわぁ！』とでも言ってもらえば、リミィも反省するだろう。

			「そうですわね…………」

			　セシリアは、真剣な顔で考え込んだ。

			　胸に手を当て瞳を閉じて、『ラクトさまが、事前に毒を盛られるという、下劣な手段で…………』とつぶやいている。

			　この様子なら、変なことは言わないだろう。

			（よし……）

			　オレは心の中でうなずき、頭の中でセシリアを撫でた。

			　が――――。

			「すばらしいですわぁ！！！」

			　やっぱりコイツはセシリアだった。

			　イメージの中で、しかも卑(ひ)怯(きよう)な手を使っての勝利。

			　それなのに、ほっぺたはほくほくと赤く、瞳はキラキラ輝いている。

			「ほかのお方がお相手であれば、事前に毒などという下劣な手段で勝利いたしましても、まったくうれしくございませんわ！　しかしお相手がラクトさまとなれば、いかなる手段を用いようとも、『勝利』という名のシンプルな結果のみで、わたくしは極上の愉悦を――――みいぃ～～～～～～～～～！」

			　オレはセシリアのほっぺたをつねり、ハアッと大きなため息をついた。

			　なんでコイツは、要所要所でアホの子なんだ。

			　そんなふうにオレが思っていると、セシリアの胸元から音がした。

			〈予選、第九試合が始まります。試合場のほうにご移動ください。予選、第九試合が始まります。試合場のほうにご移動ください〉

			　セシリアの出番か。オレはセシリアの頬から、手を離してやった。

			「おひどいですわっ！　おひどいですわぁ！　ラクトさま、おひどいで――みゃあんっ！」

			　オレは、セシリアのひたいにデコピンを入れた。

			「いいから行ってこいバカタレ」

			「あんまりですわっ！　あんまりですわぁ！　ばーか、ばーか。ばーか、ばーかですわぁ！」

			　アホの子のセシリアは、小学生みたいな罵(ば)倒(とう)文句を残し、泣きながら走り去って――。

			「みゃあぁんっ！」

			　ころんだ。

			　つい先刻の――生後数ヶ月しか経っていないようなリアと同じような勢いでころんだ。

			「みいぃ…………」

			　とても儚(はかな)くか細い声が聞こえる。

			「持って行ってやれ」

			　オレはリミィにハンカチを渡した。

			　リミィはぺこりと頭をさげて、セシリアに持って行った。

			　セシリアはハンカチで鼻を押さえて、うるんだ瞳でオレを見つめた。

			「これについては、感謝……、いたしますわ…………」

			　涙目で言うセシリアは、ちょっとだけかわいい。

			　つかアイツ、なんでこうなるってわかってるクセに、オレにつっかかってくるんだろう。

			　それともわかっていないのだろうか。

			　それほどのアホの子なのだろうか。

			　その可能性が物凄くありそうで、オレはやっぱり、『アイツはセシリアだなぁ』と思った。

			　ま、試合は応援してやるとするか。

		

	
		
			第15話　予選大会・セシリア編。

			　

			『ヴァーラスキャルヴ学園武芸会！　予選第九試合は、この人の登場だあぁぁぁぁぁ!!』

			　その選手が会場の隅から現れると、司会の女が腕を振って叫んだ。

			『永遠の優勝候補！　高貴なる不沈艦！　セシリアァァァァ！　フェアゲッセェェェェン！』

			　歓声が巻き起こった。セシリアは手を振って答え、リングの上にあがる。

			　それからも選手たちが入場し、実況が叫ぶ。

			『それではヴァーラスキャルヴ学園武芸会！　予選第九試合――――』

			　ゴォォンッ――と、鐘の音が響き――。

			『始めえっっっ!!』

			「汝(なんじ)が真(マ)名(ナ)は、我に等しき高貴なる栄光！　エーデルグラス！」

			　開始早々、セシリアは愛用の戦斧を出した。

			　背負うように構え、手近の敵にダンと突っ込む。

			　向かう先は鎧騎士(アーマーナイト)。下半身から頭部までを寸胴状のヨロイで覆(おお)った、生きている巨大なヨロイとでも形容するべき相手だ。

			　装備している武具は、右手に斧で、左手にタワーシールド。

			「フゥン！」

			　アーマーナイトが右(う)腕(わん)を振った。

			　ドォンッ！　と激しい音が鳴る。斧の柄から、刃が射出されていく。

			　チェーンのついた斧の刃が、セシリアへと向かう！

			「手ぬるいですわぁ！」

			　だがセシリアは、斧の刃を左手のガントレットで弾き飛ばした。

			「高貴なる汝(なんじ)よ、高貴なる我に答えよ！　エーデルライズ・ディザスタァ―――！」

			　セシリアが、両刃の戦斧を振り下ろす！

			　ドゴォォォォンッ！！！　リングに巨大なクレーターが生まれる。

			　アーマーナイトはまるで豆腐に包丁を差し込んだかのように、あっさりと裂けた。

			「みゃああっ！」

			　さらにセシリア、身を翻(ひるがえ)す。

			　接近していた剣士ふたりを一瞬で葬(ほうむ)り、タンと地を蹴り別の相手へと向かう。

			　葬(ほうむ)る。葬(ほうむ)る。葬(ほうむ)る。

			　セシリアの斧が一(いつ)閃(せん)するたび、最低ひとりの闘技者が消えた。

			　八(はち)面(めん)六(ろつ)臂(ぴ)の大活躍に、オレは思わずつぶやいた。

			「アイツって、強かったんだな……」

			「近距離戦に限定されれば、わたしでも苦戦するのがセシリア＝フェアゲッセンだぞ？」

			　オレの腕にべったりとくっついているライナが言った。

			「そうだったのか……」

			　オレは意外に思いつつ、教えてくれたライナの頭をくしくし撫でた。

			「くぅん…………」

			　ライナはとても幸せそうに、かわいい尻尾(しつぽ)をふりふりとゆらした。

			「ミノタウロスと、どっちのほうがつえーかな……」

			「難しい問題だぜな……」

			「はうぅ……」

			　レミナやリンディスも、セシリアを高く評価している。

			「ちなみにリンは、当たったらどうするじゃんね？」

			「ぜな？」

			「シリアと当たったらじゃんよ」

			　特にレミナは、冒険者独特の略称でセシリアの名を呼び、パートナーのリンディスと対策を立てようとしている。

			「アタシが、実際に当たったら……」

			　相談を受けたリンディスは、レミナ同様、考えた。

			　盤上のセシリアの戦いっぷりを真剣な眼差しで見つめ、白い喉をコクリと鳴らす。

			　そして神託を告げる巫(み)女(こ)のごとき、厳(おごそ)かな声で言った。

			「土下座して……、逃げるぜなっ……！」

			「……」

			「…………」

			「………………」

			　無駄に長い沈黙が起きた。

			　レミナはもちろん、オレもシャルルもライナですら、微妙な空気でリンディスを見ている。

			「だだだ、だって、勝てないぜなっ！　どう考えても勝てないぜなっ！

			　だったら早く謝って、痛くないウチに帰りたいぜなっ！

			　強い相手と雨と風には、逆らわないのが一番だぜなっ！」

			　とてもヘタレなリンディスは、飛ぶ練習をしている鳥のように、両手をパタパタ動かした。

			　動きに合わせて、頭の羽もぴこぴこゆれる。

			　かわいい。

			「なに言ってるんですかぁ―――――――――っ！」

			　そんなヘタレのリンディスに、ロミナがキレた。

			「一生懸命戦って負けるならともかく、戦う前から負けて賞金を取り逃すなんて、ゼッタイにダメですよっ！　戦う前から、賞金を取り逃すなんて！」

			「ぜなぁ……」

			　弱いはずのロミナに言われて、リンディスはしょんぼりとした。

			「戦わないで負けたりしたら、ごはんも作ってあげませんし！」

			「ぜなあぁ！」

			　ガーン！　と激しくショックを受けて、半泣きになった。

			「ロミがアタシをいじめるぜなぁ。いじめるぜなぁ～～～～～～」

			　しかもカミーユに抱きついて、泣きついたりもした。

			「戦えよ……。武芸大会なんだから…………」

			「ぜなぁ～～～～～～～～～！」

			　冷たくあしらわれながら、いやいやいやっと首を振った。

			　かわいい。

			　そんなこんなをしているうちに、盤上の闘技者が四人にまで減った。

			　セシリアと剣士。あとはふたりの魔術士だ。

			　すると剣士が、魔術士ふたりをチラと見た。

			　魔術士ふたりはうなずいた。剣士が地を蹴り、セシリアへと向かう。

			「組んだか」

			「みたいだね」

			　ライナもオレも気づいたが、セシリアはアホの子だ。

			　突っ込んでくる剣士に対し、アホの子正直に突っ込んだ。

			「気高き風よ！　彼の者を星の束(そく)縛(ばく)より解き放て！　レビテーション・ハイ！」

			　後衛の魔術士が呪文を唱え、剣士の体がふわりと浮いた。

			『上空に落ちた』とでも表現するべき不自然な動きに、セシリアは固まる。

			「すべてを虚無へと還すもの、汝(なんじ)の名は炎！　ヴァーメント・フレイム！」

			　セシリアに、巨大な火球が放たれる！

			「効かないですわあぁっ！」

			　セシリアは、それに向かって斧を振る。

			　セシリアを丸ごと包まんとしていた火球は、その一撃でふたつに裂けたっ！

			　裂けた火球はセシリアの左右を抜けて、セシリアの後方でド派手に爆ぜるっ！

			「みいぃ……っ！」

			　セシリアが、火炎玉を放った魔術士を向く。両膝も、そいつに突っ込むために曲がった。

			　オレは思わず言ってしまった。

			「バカッ」

			　果たしてセシリアが地を蹴るよりも早く、魔法で浮遊していた剣士が、セシリアの背後から切りかかった。

			「みっ…………っ！」

			　ダメージを受けたセシリアは、それでも背後に斧を振る。

			　しかし剣士は、すでに射程の外にいる。

			　そもそもセシリアに当てた一撃からして、離脱を前提とした、踏み込みの浅いものだった。

			　そしてアホの子のセシリアは、剣士を追いかけようとした。

			　よりにもよって魔術士に、無防備な背中を向けやがった。

			「煌(こう)々(こう)たる風よ！　刃となりて我が敵を裂け！　リッパーズ・ウインドゥ！」

			　案の定、風魔法の一撃を食らう。

			　足にもいいのをもらったのか、盛大にずっこける。

			「みゃあんっ！」

			　鼻を打ちつけたセシリアは、涙目になって風の魔術士を見た。

			「ラクトさまが、見ていらっしゃいますのに……！」

			　なぜかそんなことも言って、風の魔術師に向かおうとする。

			　ああっ、もうっ、バカッ！

			「爆ぜよ！　爆ぜよ！　我が意のままにっ！　エクスプロード！」

			　セシリアの右手側から、激しい爆発が起きた。

			「みゃああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

			　セシリアは、またもド派手に吹っ飛んだ。

			「ラクトさまが、見ていらっしゃいますのにぃ…………！」

			　またもそんなことを言って、しぶといぐらいに立ちあがる。

			　しかし背中を剣士に切られる。斧を振るって対抗するが、剣士はすぐさま後ろに下がった。

			　踏み込みが浅い分、回避も余裕で間に合うわけだ。

			「煌(こう)々(こう)たる風よ！　刃となりて我が敵を裂け！　リッパーズ・ウインドゥ！」

			　そして風魔法を食らい、律儀に風魔術師を見る。

			　火炎魔術師のことを綺麗に忘れて、火炎魔法を食らう。

			　ああっ、もうっ、アホの子っ！　アホの子っ！

			　オマエは自分の尻尾(しつぽ)を追いかけているネコかっ?!

			　ネコの知能は人間の三歳児並みだって言うけど、オマエもそれのレベルなのかっ?!

			　高度に恵まれた能力からの、アホの子みたいな戦術脳だっ！

			　いよいよガマンができなくなって、オレは叫んだ。

			「くぉらアホの子っ!!」

			　セシリアはオレに背を向けていたが、頭のネコミミはピクッと動いた。

			「逐(ちく)一(いち)ターゲットを変えてねぇで、どいつかひとりに絞って倒せや！」

			　聞こえているのかいないのか。セシリアは動かない。

			　それを好機であるとみなしたのか。剣士がセシリアの背後を襲う！

			　すると――。

			「わたくしっ、アホではございませんわぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

			　セシリアは、自分の存在を否定するようなことを叫んだ。

			　体を軸にして、コマのように回転。斧の横っ腹で、敵の剣士を吹き飛ばす。

			　剣士は激しく吹っ飛ばされて、リングの外にある透明な結界にぶち当たった。

			　どさりと地面に崩れ落ち、光の粒子となって消える。

			「「なっ……」」

			　そのかつてないスピードに、魔術師ふたりの動きがとまった。

			「わたくしアホではございませんわっ！　わたくしアホではございませんわぁぁぁぁ！」

			　セシリアは叫び、炎を使う魔術師へ突っ込む。

			　魔術師は詠(えい)唱(しよう)をするものの――――。

			　放つ前にセシリアの一撃を食らい、光の粒子となって消えた。

			「くっ……」

			　風の魔術師が歯を噛んで、詠(えい)唱(しよう)をした。

			「気高き風よ！　彼の者を星の束(そく)縛(ばく)より解き放て！　レビテーション・ハイ！」

			　人の気配を感じたバッタが反射的に飛び跳ねるような、本能的な回避行動。

			　しかしセシリアの攻撃は、近接戦に偏っていた。

			　ゆえに宙に浮かぶというのは、そこまで悪い手ではない。

			　が――。

			「わたくしっ、アホではっ、ございませんわぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

			　

			　セシリアはっ、自分の斧をぶん投げた！

			　

			　ギュルルルルルンッ！　柄の部位で一メートル。刃の部位で三〇センチはありそうな斧が、回転しながら魔術師へ向かうっ！

			「ひいいっ――！」

			　飛んだ直後の魔術師は、それの動きについていけない。

			　柄の一撃をひたいに受けて、斧といっしょに地面に落ちる。

			　ふらふらと落ちる様子は、殺虫剤で死にゆくハエを連想させた。

			　一方の斧は、硬い地面に深々と刺さった。

			「わたくしアホではございませんわぁぁぁぁぁぁぁ！」

			　しつこいぐらいに叫んだセシリア。斧に向かって走りだす。

			　風の魔術師の三メートル手前で、地面に刺さった斧の柄を握る。

			「わたくし――。わたっ、くしっ」

			　しかし抜けない。

			「みぃ……[image: 035kao.png]、みぃ……[image: 035kao.png]」と力を込めているが抜けない。

			「我らを撫でる大いなる風よ、我は汝(なんじ)に懇切なる…………」

			　地面に落とされた風魔術師が、必死の形相で詠(えい)唱(しよう)を始めた。

			　その目の前で、セシリアは斧を抜こうとしている。

			　斧とか放して殴りに行けよっ！！！

			　みんなそう思ってるのに、必死になって抜こうとしている。

			　いったいなにを考えていやがるんだ。

			『華麗に決めたい』とかいうアホの子な考えだったりしたら、髪の毛のドリル部分を引っ張った上でほっぺたをつねって、尻もペンペン引っぱたくぞ。

			「わたくしぃ……、アホではぁ…………！」

			　セシリアは、斧の柄を肩に乗せ、足も含めた全身の力で斧を引き抜こうとして――。

			「ございませんわぁ――――！！！」

			　リングの一部ごと持ちあげやがった！

			「ひうっ……、みゃあっ…………！」

			　単純な重みと勢いよく引っこ抜かれた反動でふらつき、自分が抜き取ったそれを見る。

			「みゃあぁ―――――――――――――――っ！！！」

			　自分でビビッて悲鳴をあげつつ、斧をリングの一部ごと、風の魔術師に叩きつけた！

			　ガオンと激しい音が鳴る。会場が、静寂に包まれた。

			　リングの外に避難していた実況の女が顔をだし、リングの状況を確認した。

			　リングには、肩で息をしているセシリアしかいない。

			　それゆえに叫ぶ。

			『予選第九試合を勝ち残ったのは、セシリア＝フェアゲッセン選手だあぁぁぁぁぁぁ！！！』

			　その一声で、会場は沸いた。とりあえず、騒げればなんでもいいといった感じだ。

			　気持ちはわかる。

			　オレだって、戦っていたのがセシリアでなければ、もっと素直に騒いでいた。

			　しかしセシリアだったので、やたらハラハラしてしまった。

			　どうせすぐにやってくるだろうから、思いっきり説教してやる。

		

	
		
			第16話　アホの子。

			　

			「ラクトさまっ！　このわたくしになにか、言うべきことがあるのではございませんかっ?!」

			　戦い終えたセシリアが、オレのところにやってきた。

			　反らした胸に手を当てた、高飛車なポーズを取っている。

			　そして顔に浮かぶのは、誇らしげな笑み。

			「は…………？」

			「わわわっ、わたくし華麗に勝利いたしましたのよっ?!　でしたら、わたくしを『アホの子』などと侮(ぶ)辱(じよく)したラクトさまは、このわたくしに謝罪をするのが義務ではなくって?!」

			「アレのどこが、『華麗な勝利』なんだよ、このドアホっ！」

			「みゅうぅ～～～～～～～っ！」

			　オレはセシリアのほっぺたを両手で挟み、至近距離から叫んでやった。

			「ダメージを食らうたびにターゲットを変えて、いらん攻撃何発も食らって。オマケに最後のアレはなんだ?!　なんで敵が目の前にいるのに、地面に刺さった斧を引き抜こうとしてんだよっ！」

			　オレはセシリアがしゃべりやすいよう、ほっぺたを挟む手をゆるめた。

			　ただし指は離さずに、軽い力で摘まんでる。

			『そちらのほうが華麗であるから』なんて言った日には、その瞬間につねるつもりだ。

			　そんなオレを前にして、セシリアは言った。

			「それはもちろん、そちらのほうが華麗で――――みいぃ～～～～～～～～～っ！」

			「オマエの頭にゃいったいなにが詰まってるんだっ?!　このアホの子が！　アホの子がぁ！」

			　予定の通りにほっぺたをつねったオレは、セシリアの頭を前後にゆらした。髪をぐしゃぐしゃのわしゃわしゃにする。イライラめいたムズムズが、胸の奥から湧いてくる。

			　自分でも異常に思う反面、気持ちを抑えることができない。

			　それでもしばらく髪をグチャグチャにしたら、かろうじて納まった。

			　手を離す。

			「あんまりですわ。あんまり、ですわぁ…………」

			　セシリアは、くすん、くすんとすすり泣く。

			「わたくしはただ、わたくしの勝利の報告と、深遠なる謝罪の要求をしにきただけでございますのに…………」

			「謝罪の要求ってのが、余計なんだろうがっ！」

			「みゃあんっ！」

			　オレは怒りというよりも突っ込みで、セシリアの頭を引っぱたいた。

			　まったく反省していない様子に、ため息がもれる。

			「っていうか最後の魔法とか、食らっていたらどうするつもりでやがったんだよ。

			　詠(えい)唱(しよう)時間の長いアレを食らっていたりしたら、こんなもんじゃ済まねーぞ」

			「…………」

			　オレがそれを言うと、セシリアは泣き言をとめた。

			　涙で濡れたしとやかなまつ毛が象(かたど)る澄んだ瞳を、オレへと向ける。

			「つまり……。ラクトさまは、その…………」

			　恐る恐るといった感じの、上目遣いで――――。

			「わたくしのことを、心配なさってくださっていたのですか……？」

		

	
		
			[image: p173.jpg]
		

	
		
			　刺さった。

			　セシリアの素朴で単純な指摘が、吹き矢のようにトスッと刺さった。

			　刺さったそれはじわりと広がり、散漫だったオレの思考の回路を繋げる。

			　どうして、セシリアがやられていると、イライラしたのか。

			　同じことをくり返しかねない状態にあると思うと、ムズムズしたのか。

			　セシリアを心配していたのが理由であるとすると、驚くほどに腑に落ちる。

			　しかし悔しい。

			　なんか悔しい。

			　セシリアのことを心の底から心配していたなんて事実、認めたくない。

			　オレはせめてもの抵抗として、そっぽを向いた。ぶっきらぼうに言う。

			「結論的には、そういうこと…………だよ」

			　妙に恥ずい。顔が熱い。

			　赤くなっていやがるんだろうと思い、余計に熱くなってくる。

			「みっ……」

			　その熱は、セシリアにも伝わったらしい。セシリアの顔が、カアァ――っと赤くなる。

			　先刻のオレと同じように、そっぽを向いた。

			「そっ……そういう理由がおありでしたら、仕方がございませんわねっ！

			　わたくし今回は特別に、ラクトさまの暴力を許容して差しあげますわっ！」

			「そっ、そうか」

			　オレはセシリアの頭をポンと叩いて、照れくさい雰囲気をごまかした。

			「みゃっ…………」

			　セシリアは、気持ちよさげに瞳を細めた。

			　愛らしい尻尾(しつぽ)もピィンッと立って、波打つようにゆれた。

			　それで終わればよかったのに、セシリアは言ってきた。

			「ししっ、しかし、おひとつのことについては、修正をご要求いたしますわっ！」

			「修正？」

			「わたくしアホではございませんわぁ！」

			　まさかそこかよっ！

			「つーかオマエがアホの子なのは、リンゴがアップルで犬がドッグみたいな話だろ」

			「それでもアホではございませんわっ！　足し算だって、かけ算だってできますわぁ！」

			　それを『賢い』の根拠に挙げるやつはアホなんじゃないかっ?!

			　などと思ったが、口にだしはしなかった。

			　セシリアの言う『足し算やかけ算』が、五ケタ、六ケタの暗算を言っている可能性もある。

			　それができると言うのなら、少しは見直す必要もある。

			　オレは、神妙かつ厳(おごそ)かに言った。

			「一足す一は――――いくつだ？」

			　セシリアは答えた。

			「ニィ、ですわっ！」

			　満面の笑みだった。

			　生まれて初めてテストで一〇〇点を取った子どもが、大好きなおばあちゃんにその答案を見せている時の顔だった。『一足す一』なんて問いかけが、すでにバカにされたものであるとは、一ミクロンも思っていない。

			　オレは続けて問いかけた。

			「…………三足す四は？」

			「みっ……」

			　セシリアは詰まった。

			　両手を使い、指を曲げ、先刻と同じ、得意満面の笑みで――。

			「三足す四は、三ですわっ！」

			　指を使って間違えるだとっ?!

			　しかしさすがのセシリアも、それがおかしいことには気づいた。

			　自分の指を見直して訂正してくる。

			「まままっ、間違いですわっ！　今の答えは、間違いですわぁ！　正しい答えは七ですわっ!!　指を七本折り曲げたところ、残った指は三本！　それを見て、カンチガイしてしまったのですわぁ！」

			「カンチガイすんなよっ！　三に四を足しても三って時点で、おかしいって気づけよっ！」

			「それはラクトさまに早くお答えしなければ――と、焦っていたがゆえですわぁ！

			　わたくしアホではございませんわっ！　わたくしアホではございませんわぁ！」

			「つーかそもそも、ヒトケタの足し算に指を使ってんじゃねぇ！」

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～っ！」

			　まったく。

			　コイツはどうして、ことあるごとにアホの子なんだ。

			　そんなんだから、オレだって――――。

			「心配、しちまうんじゃねーか」

			　イヤな本音がもれてしまった。

			　しかし幸い、聞こえてはいなかったらしい。

			　アホの子は、[image: 035kao.png]な顔で叫んだ。

			「おひどいですわっ！　おひどいですわぁ！

			　やはりわたくし、ラクトさまが、だいっっきらいですわぁ！

			　だいっきらいですわっ！　だいっきらいですわぁ！

			　覚えていやがれなのですわっ！　覚えていやがれなのですわぁ！」

			　そして走り去っていった。

			　やれやれだ。オレはアホの子を追わず、その背を黙って見送った。

			　するとライナが、オレの袖を引いてきた。

			「けけっ、計算であれば、わたしもわたしも得意だぞ?!」

			　ライナの顔は、とても一生懸命であった。

			　とにかくなんでも構わないから、オレに自分をアピールしたい。そんな感じの顔であった。

			　かわいい。

			「一足す一は？」

			「ニィ！　だな！」

			「三足す六は？」

			「九だ！」

			　ライナはとても、元気いっぱいに答えた。計算がどうこうというよりも、オレに自分をアピールできるのがうれしくって仕方ないといった感じだ。

			　かわいい。

			「一一かける一一は？」

			「一二一だ！」

			「一五かける一五だと？」

			「二二五だっ！」

			「一〇万八三二八かける、九万四六二八は？」

			「一〇二億五〇八六万、一九八四だっ！」

			　それも答えちゃうのか。

			　半分いじわるっていうか、オレも答えわかんないのに。

			　ライナすごい。

			　そしてかわいい。

			　オレはライナの頭を撫でた。

			「くうぅ～～～～～ん♥」

			　ライナは甘えた声をだし、オレの体に抱きついた。

			　ここが自分の居場所だと言わんばかりに、オレの胸板に顔をこすりつけたりもした。

			　本当にかわいい。

			　そんなふうにイチャついてると、オレの背後から声がした。

			〈予選第一〇試合を始めます。予選第一〇試合を始めます。参加者の方は、闘技場までお越しください。参加者の方は、闘技場までお越しください〉

			　その声は、レミナとリンディスの胸元からでていた。

		

	
		
			第17話　リンディスの戦い・予選編。

			　

			「いいですか！　リンディスさん！　ちゃんと戦って負けるなら構いませんが、いきなりギブアップしたりしたら、ばんごはん抜きですよ！」

			「ぜなぁ～～～～」

			　妹みたいに小さなロミナに、おねぇさんみたいなことを言われたリンディスは、しょんぼりとうなだれた。

			「レミナが出ることはできないのか？」

			「予選への出場は、リンディスさんで登録してしまったんです」

			　オレが聞くと、ロミナが答えた。

			「そもそもリンが、代表を選ぶ時に『アタシがでるぜな！』って言ってたじゃんね……」

			「それじゃどうしようもないな」

			「あんなに強いのがラクト以外にもいるなんて、まったく思っていなかったんだぜなぁ～～」

			「だけどどうしようもないな」

			「ぜなぁ……」

			　リンディスは青白い人魂を漂わせ、付き添いのレミナといっしょにリングへと向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『それではみなさまお待たせしましたっ！　ヴァーラスキャルヴ学園武芸会！　予選第一〇試合を始めますっっっ！』

			「汝(なんじ)が真(マ)名(ナ)は母なる大海――メルキュリア・ランス……。だぜなぁ…………」

			　司会の女が声高に叫ぶと、リンディスはとてもうなだれながら、水色の槍を召還した。

			　しっかりと構え、つぶやく。

			「アタシは別に、ヘタレなわけじゃないんだぜな……。相手がアタシよりも弱ければ、ちゃんと全力で戦うんだぜな……。相手が強い時だって、逃げることは稀なんだぜな……。相手に背中を向けた上で、全力ダッシュしているだけなんだぜな……」

			「それを『逃げてる』って言うんです！」

			　リンディスのつぶやきをウサミミで聞き取ったロミナが、[image: 035kao.png]な顔で突っ込んだ。

			「ぜなぁ！」

			　リンディスは、「そんなぁ！」みたいな発音で叫んだ。

			　などとコントをしていると、剣士がリンディスに襲いかかった。

			　アゴにヒゲを生やした、傭(よう)兵(へい)っぽいおっさんだ。

			「ぜなっ！」

			　リンディスは、おっさんの剣を槍で受けた。

			　キィンッ！　キィンッ！　キィンッ！　二合、三合、打ち合った。

			　リンディスの槍の効果なのか、飛び散る火花は蒼かった。

			　そしてリンディスの口元に、狂喜めいた笑みが浮かんだ。

			（この相手――――弱いぜなっ！）

		

	
		
			[image: p183.jpg]
		

	
		
			　思うや否や、自身の槍を相手の剣に絡ませる。

			　キャリィン！

			　相手の剣が、宙へと舞った。

			　さらにリンディスは、槍を回してギュルンと振った。

			　水色のマナを携えた槍の穂先が炸裂し、男の体に風穴をあける。

			「ぐおっ……」

			　男は仰向けに倒れ、光の粒子となって消えた。

			『ああっとぉ！　なんということだぁ――――――っ！　三年連続本戦出場、前大会のベスト一六にも入ったアンドリュー＝ホフマン選手が、まさかの五合敗退だなぁ――――――！』

			　リンディスが倒した男はそこそこの実力者だったらしく、司会の女は声高に叫んだ。

			　ただリンディスには、実況の声は聞こえていないらしい。

			（あっちの相手も弱いぜなっ！　こっちの相手も弱いぜなぁ！）

			　愛らしいほど嬉々とした笑みを浮かべて、右へ左へ疾(しつ)駆(く)する。

			　槍を頭上でキュル――――と回して振りおろす。

			「汝(なんじ)が穿(うが)つは我が災(さい)禍(か)！　メルキュリア・レインストームッ！」

			　水色の水流が、隕(いん)石(せき)群のように降り注いだ。

			　リングに無数のクレーターが生まれ、レベルの低い闘技者たちが粒子化していく。

			　自分よりも弱い相手には強い。ヘタレ界のキングにして、小物界の大物さんの真骨頂だ。

			　だがしかし、オレは思った。

			「まずいな」

			　オレに近いことを、ロミナも思ったりしたらしい。

			　塀に手をかけて叫ぶ。

			「リンディスさんっ！　そんなに激しく暴れないでくださいっ！」

			「ぜなっ？」

			　リンディスが振り返って首をかしげた。

			　その刹(せつ)那(な)――。

			「世界を象(かたど)る元素の六よ、災(さい)禍(か)を断ち切る盾となれ！　メタルウォール」

			「世界を象(かたど)る元素の三よ、我が手足となりて働け！　アクア・スレイブ！」

			　同門らしい魔術師ふたりが呪文を唱えた。

			　金属魔法で作られた鉄の壁が、リンディスを囲む。

			　オレの視界からもリンディスは見えなくなって、上空のビジョンボードが頼りになった。

			　鉄の壁の中でリンディスに対(たい)峙(じ)するのは、人の形をした水の精霊。

			「ぜなぁっ?!」

			　なんというのか……必然である。

			　乱戦形式の戦いで目立つ活躍をしたら、組まれることは目に見えている。

			　過去の実績で実力者と知られてしまっているのならともかく、リンディスは違うしな。

			　なのにヒャッハーしてしまうなんて……。

			（あの子もけっこう、アホの子だよなぁ……）

			　山で言うとＫ２だ。

			　世界で二番目に高い山だが、エベレストのせいでその知名度は低い。

			　しかし世界で二番目というのは、高い山というには充分である。

			　それと同じく、セシリアよりはマシでも、アホの子はアホの子だ。

			「ぜぜぜぜっ、ぜなぁ！」

			　戦術ミスを自覚したらしいリンディスは、とてもあたふたとした。

			　プチパニックといった感じで、愛槍を振るう。

			　それでも体に染みついた『技』は、華麗なる三段突きを決めた。

			　精霊の体に、みっつの風穴があく。

			　しかしそいつはすぐに再生。腕を長剣に変えて、リンディスに振り下ろす！

			「ぜな……っ！」

			　リンディスは、槍の柄でそれを受けた。

			　しかし精霊の剣は、あくまでも水。

			　ゼリーのようにぐにゃりと曲がり、その切っ先をリンディスに向けて――。

			　ジェット噴射のように尖る！

			「ぜなぁっ！」

			　リンディスの肩が、水流に貫かれた。

			「我のアクア・スレイブを倒すには、極大火炎で蒸発させるか、氷魔法で凍結させる必要があるゆえ、物理で倒すのは不可能なり――」

			　水の魔術師が、右手で魔力を放出しながら言った。

			　能力を晒(さら)すことで相性による自分の有利を相手に伝え、戦意を萎(な)えさせる心理戦術である。

			「ッ！」

			　リンディスは舌を打ち、バックステップで距離を取る。

			　下がり際に横薙(な)ぎ一(いつ)閃(せん)。精霊を真っ二つに裂く。

			　しかし先とまったく同じく、精霊は人の形へと戻る。

			「すべてを飲みし深き渦、汝(なんじ)の闇は闇より深し――メルキュリア・レイストーム！！！」

			　リンディスが槍を振る。海の色をした渦潮が、水平に飛んだ。精霊の体、抉(えぐ)られる。

			　さらにリンディスは精霊の横を風のように駆け抜けて、精霊の体を八つに裂いた。

			　しかし無意味だ。

			　精霊はすぐに戻り、自身の腕をランスのように鋭く伸ばした。

			「ぎっ……！」

			　リンディスは、槍で受けつつかろうじて回避した。

			「確かにアタシの攻撃じゃ、この精霊は倒せそうにないぜな……！」

			　リンディスは、タンと地を蹴り右手側の壁に突っ込む。

			「ぜなぁ！」

			　槍を引いて前に突きだし、鋼鉄の壁に叩き込む！

			　鋼鉄の壁に穴があき、リンディスは、無事に囲いの外にでた。

			　が――。

			「世界を象(かたど)る元素の六よ、災(さい)禍(か)を断ち切る盾となれ！　メタルウォール！」

			　再び壁がせりだして、水の精霊とのタイマンになる。

			「ぜなぁ……」

			　リンディスは、眉がハの字になるほどしょんぼりとした。

			　しかしすぐさま歯を食い縛り、目の前に現れた精霊を裂く。

			　再生の合間に生まれる隙を狙って、鋼鉄の壁を砕く。

			　が――。

			「世界を象(かたど)る元素の六よ、災(さい)禍(か)を断ち切る盾となれ！　メタルウォール！」

			「世界を象(かたど)る元素の三よ、我が手足となりて働け！　アクア・スレイブ」

			「ぜなぁ！」

			　リンディスは、ガーンッとショックを受けつつも、再召(しよう)喚(かん)された水の精霊を裂いた。

			「ぜなっ、ぜなぁ……」

			　二回連続で鋼鉄の壁を砕いたせいか、かなり息があがってる。

			（負けたくないぜなっ、負けたくないぜなぁ！）

			　しかしほとばしるのは、弱音ではなく闘志。

			（こいつらあんまり強くないぜなっ、こいつらあんまり強くないぜなっ）

			　槍を振るい、精霊を裂き、鋼鉄の壁を三度破り――――。

			（強くない相手には、負けたくないんだぜなぁ！）

			　微妙な闘争心を燃やす！

			　仮に意訳するのなら、『小物界のキングの座は渡さないぜなっ！』といったところか。

			　リンディスらしいと言えば、リンディスらしい。

			　けどそれが『リンディスらしい』になってしまうリンディスって、どうなんだろうか。

			「世界を象(かたど)る元素の六よ、災(さい)禍(か)を断ち切る盾となれ！　メタルウォール！」

			「世界を象(かたど)る元素の三よ、我が手足となりて働け！　アクア・スレイブ」

			　そしてふたりの魔術師は、そんなリンディス相手だろうと全力でハメてくる。

			「ぜなぁ―――――――――――――っ！」

			　リンディスは槍を頭上で振るい、渾身の力で壁を破った。

			　それ単体は、けして悪い選択ではない。リンディスの敏(びん)捷(しよう)度なら、破った先に相手がいれば、相手が壁を張り直す前に切り伏せることができる。

			　けど――――。

			（闇雲じゃダメだよなぁ……）

			　スタミナが無尽蔵にあるのならともかく、四度の破壊でかなり限界に近づいてるし。

			　リングの外にいるレミナが指示をだそうとはしているが、魔術師ふたりはレミナも見ている。

			　それも露骨に見やってる。

			　レミナがリンディスに指示を飛ばせば、即座に居場所を変える構えだ。

			「ぜなっ……。ぜなぁ……！」

			　リンディスが押され始めた。

			　壁を破る気力も生まれず、目の前の攻撃を避け続けている。

			　精霊は複雑な動きができないらしく、その攻撃は単調な突き刺しが主だ。

			　けれどもそれが『無限』となれば、戦う側としては厳しい。

			　穴を掘っては穴を埋め、穴を掘っては穴を埋め。

			　穴を掘っては穴を埋め、穴を掘っては穴を埋め。

			　穴を掘っては穴を埋め、穴を掘っては穴を埋め。

			　穴を掘っては穴を埋め、穴を掘っては穴を埋め。

			　穴を掘っては――――をくり返していく拷問を受けているようなものだ。

			『終わらない』という事実は、肉体以上に精神を蝕(むしば)む。

			　事実戦っているリンディスは、うつろな瞳で後退していく。

			　しかしオレには、その状態は好機に見えた。

			　リンディスが、壁に背を預けてしまうほどに後退してしまうのを見計らってから叫ぶ。

			「相手の立場も考えろっ！」

			　リンディスが顔をあげ、あたりをキョロりと見回した。

			　精霊の突き刺しを転がって回避して、槍を構えて立ちあがる。

			　今のでちゃんと理解できたか、できなかったか。

			　かなり微妙なラインだが、相手にバレるリスクもある以上、あまり細かい指示はだせない。

			『ただのヤジにも聞こえる言葉』を、『オレが言った』という事実。

			　そこからリンディスに考えてもらって、答えをだしてもらうしかない。

			「ぜなっ、ぜなっ…………！」

			　精霊の、単純な攻撃が始まった。リンディスは槍で受け、紙一重で回避する。

			（今の叫びは、いったいどういうことだぜな……？）

			　槍を横薙(な)ぎに払っては精霊を裂いて、思考の時間をわずかに稼ぐ。

			（今の声は、野次にしては澄んでいたぜな。意味があると思うぜな……！）

			　相手の攻撃を最小限で回避して、深く細かく考えていく。

			（相手の立場も考えるぜな。相手の立場も考えるぜな……っ！）

			　しかし考えているうちに、再び背中が壁に当たった。

			　そして――。

			（わかったぜなっ！）

			　しかしリンディスが悟ると同時に、精霊が、口から水流を射出する。

			　手による突き刺しに慣れていたリンディスは、反応が遅れた。

			　水流を回避し切れず、頬にかすめさせてしまう。

			　傷としてはかすり傷。

			　が――。

			（ぜなっ……?!）

			　リンディスの体、ドクンと蠢(うごめ)く。

			　まるで頭をゆさぶられたかのように視界がゆらぎ、頭が痛む。

			　リアのテレパシーを介しているだけのオレでもこの感覚だ。

			　実際の食らっているリンディスのそれとなれば、かなりキツイと思われる。

			「マナの都合で乱発はできぬが、我の精霊(スレイブ)は、神経毒の射出も可能でねぇ……」

			　水魔術師が言った。

			　先ほど自分で水の精霊の弱点を言った時と同じ、『不利を伝えて心を折るための説明』だ。

			　だがしかし、リンディスの目は死んでいない。

			「ぜなあぁ！！！」

			　裂(れつ)帛(ぱく)の咆(ほう)哮(こう)をあげて、自身の槍を振りあげる。

			　水の精霊をふたつに裂いて、ドンと突っ込む。

			　向かう先は対角線。

			　壁を背にしている自分の位置から、もっとも遠い場所にある壁。

			　リンディスは相手の位置を知れないが、相手はリンディスの位置を知れる。

			　ビジョンボードで確認することができるし、精霊を介して把(は)握(あく)することもできる。

			　ならばその立ち位置は、リンディスと離れた箇所になる。

			　そして今まで闇雲に壁を破壊していた相手が、急に自分のところへチャージを仕掛けてきたりしたら――？

			「ひっ、いいっ！」

			「うわっ、ああっ！」

			　取るのは逃げだ。まともな思考の薄まった、右か左への逃げだ。

			　リンディスはそれも計算し、鋭角に曲がる。残った力を振り絞り、鋼鉄の壁を破るっ！

			「ぎゃあぁ―――――っ！」

			　鋼鉄の壁が爆散し、衝撃の余波で魔術師が吹き飛んだ。

			　精霊を召(しよう)喚(かん)していた、水の魔術師である。

			「ぜなぁ…………！」

			　リンディスの顔に、矛盾した笑みが浮かんだ。

			　世にも邪悪でありながら、子どものように無邪気な笑みだ。

			　獲物を見つけた快楽殺人の鬼がいれば、こんな顔をするのかもしれない。

			「ひいぃぃぃ…………っ！」

			　事実、水の魔術師は立つこともできない。尻だけで後ずさる。

			　リンディスは、おもむろに槍を振りあげて――――。

			　描写できないことをした。

			　エロは微(み)塵(じん)も入ってないのに、Ｒ18レベルにイッてる。

			　グシャッ！　グシャッ！　ズシャアァ！

			　イヤな音が鳴り響き、モザイクが欠かせないことになった。

			　地獄を現世で現したかのような時間が過ぎて、水の魔術師は粒子になった。

			「ぜなぁ……」

			　そしてリンディスは、ゾンビと悪魔を足して二で割ったような笑みを、土の魔術師に向けた。

			　キレております、リンディスさん。

			　英語風に言えば、ゲキオーコ・ベリィーって感じです。

			　黒船を背負って開国を迫る、ペリィさんのごとき威圧感です。

			「ひいっ、ひいぃぃ―――！」

			　土の魔術師、自分の口に右手を当てた。

			　石の槍を射出して自害。この空間から逃げることに成功する。

			　かなりドン引きしていた実況の子が、気を取り直して叫ぶ。

			「ヴァ……ヴァーラスキャルヴ学園武芸会！　予選第一〇試合を勝ち抜いたのは、〈残虐の水霊鬼〉、リンディス選手だあぁぁ―――っ！」

			「その呼び名(ケニング)はなんなんだぜなぁ?!」

			　リンディスは叫んだが、誰も異論は挟まなかった。

		

	
		
			第18話　リンディスちゃんは泣き虫です[image: 195kao.png]

			「ぜなぁ……」

			　オレたちは、リンディスをねぎらうために控え室に行った。

			　リンディスは、膝を抱えてしょんぼりしていた。

			「どうしたんだ？」

			「さっきの戦いの、最後だぜな……」

			「なんかあったっけ。リンディスがへこむようなこと」

			　ほかの人がトラウマになるようなことはあったけどさ。

			「最後の呼び名(ケニング)だぜなぁ！　〈残虐の水霊鬼〉って、いくらなんでもひどいぜなぁ！」

			　あの戦いと展開で、そこに文句をつけるとは……。

			　まさかリンディス。

			「〈殺(さつ)戮(りく)の悪(あく)魔(ま)姫(ひめ)〉とか、〈虐(ぎやく)殺(さつ)の破(は)壊(かい)鬼(おに)〉ってぐらいの呼び名(ケニング)でないと満足できないってことか？」

			「ちがうぜなぁ！　アタシはもっと、その、もっと…………」

			　リンディスはうつむいた。

			　照れたように頬を染め、指をもじもじ絡ませて、儚(はかな)い声でぽつりとつぶやく。

			「かわいいのが、よかったんだぜな……」

			　ガサツに見えてもそこは女の子――ということか。

			　かわいい。

			「だけどあの戦いっぷりでそれを言うのは、ちょっと無理があると思うぞ。食べもの屋で、『この氷、水よりも冷たいザマス！』って怒るようなものだ」

			「そんなにひどい戦いは、していないぜなっ！　していないぜなぁ！」

			　リンディスは、かわいく握られた両手をぷんぷん振って抗議した。

			　かわいい。

			　けれど無理のある抗議。

			　あえてかわいくしようとしても、〈撲殺鬼神どくろさん〉が限界であると思う。

			（………。）

			　オレの腕にくっついているリアも、リンディスには驚いていた。

			（ぎゅーっ。）

			　怯えたものを見る目をリンディスに向けて、オレにしがみつく力を強めた。

			『人は理解できない者に怯える』というが、今のリアはまさしくそれだ。

			　それでもオレは、とある指示をリアへとだした。

			　リアは（びくっ。）と小さくすくみ、オレを見上げた。

			　オレは『ご褒美』の前払いとして、リアの頭をくしくし撫でた。

			（………♥）

			　うれしかったらしい。

			　リアはほんのり頬を染め、オレの腕に顔をうずめた。顔をすりすりこすらせる。

			　オレからエネルギーを充填し、リンディスのひたいに指を当てる。

			　キィィン――と力を集中させて、リンディスにテレパシーを送った。

			　それの中身は、『つい先刻のリンディス』だ。

			「ひいっ――――！」

			　リンディスの顔が強張った。

			　ぶるぶると震えて歯をカチカチと鳴らし、瞳にうっすら涙を溜める。

			　血に飢えたドーベルマンの前に立つ、チワワを擬人化したかのごとき姿だ。

			　そして、鬼のような自分を見せつけられたリンディスは――。

			「ちがうぜなぁ！」

			　現実から逃げた。

			「ちがうぜなっ！　ちがうぜなぁ！　誇(こ)張(ちよう)や演出が入っているに、ちがいがないぜなぁ！」

			（ガーンッ！）

			　リアはとってもショックを受けた。

			　オレにギューッと抱きついて、オレの胸板に顔をうずめた。

			『自分が見たリンディスの映像』を、オレのほうにも見せてくる。

			　それは誇(こ)張(ちよう)も演出もない、さっきのリンディスそのものだった。

			　これを違うと言うことは、『この鏡に映っているわたし、わたしと全然似ていない！』って怒るようなものだと思う。

			　それなので、オレはリアの頭を撫でた。

			「ん………。」

			　リアがオレの胸板に顔をこすらせ、温かな気持ちをテレパシーで伝えてきた。

			「リアちゃん、ボクにも見せてぇ～～～」

			　ミーアがリアに声をかけた。リアは木にくっついているセミのようにオレにペタリとくっつきながら、右手をミーアのほっぺたに伸ばした。

			「んー――……」

			　ミーアは、瞳を閉じて映像を見つめ――。

			「カンペキにあってる！」

			　言い切った。

			「最後のほうのリンディスさんは、実際にこんな感じだったよ?!」

			「ぜなあぁっ！」

			　リンディスは、とっても激しいショックを受けた。

			「わたしにも、一応見せてもらえるか？」

			「それでは、シャルルも……」

			「アタシも……」

			「わたしも……」

			　ライナやシャルル、レミナやロミナも、『リアが見たリンディス』を見た。

			「なんの誇(こ)張(ちよう)も演出もないな」

			「なんの誇(こ)張(ちよう)も演出もないであります……」

			「なんの誇(こ)張(ちよう)も、演出もないじゃんね……」

			「なんの誇(こ)張(ちよう)も演出も、ありませんでした……」

			　フルボッコだった。

			　でも仕方ない。

			　だってホントに、誇(こ)張(ちよう)も演出もないんだから。

			　しかしリンディスのライフは、そろそろゼロになりそうだ。

			　瞳がメチャクチャうるうるしている。

			　もはや時間の問題で、泣きだしそうな勢いだ。

			「ででっ、でもわたし、こわいリンディスさんもキライじゃないです！」

			「そっ、そうでありますっ！　おそろしいリンディスさまも、キライではないでありますっ！」

			（こくっ！　こくっ！）

			「ぜなぁ……」

			　ロミナにシャルル、リアが必死にフォローを入れた。

			　リンディスの顔に、光が差した。

			　その表情には、空から垂れるクモの糸を見つめる罪人のようなまぶしさがあった。

			　しかし、見た目的にも年齢的にも、リンディスは、『オトナのおねーさん』である。

			　もしも遠足をするとなれば、ロミナやリアを連れて歩く、『引率のおねーさん』である。

			　それがロミナやシャルルやリアにフォローを入れてもらうって……。

			（ほらっ、おねぇちゃんもっ！）

			　ロミナがレミナに、フォローをうながす。

			　しかしレミナは、口があまりうまくない。

			「ええっと……」と、悩んだ末に――。

			「リンは敵に回したら怖いけど、味方にしたら恐ろしいじゃんねっ！」

			　ロミナのフォローを台無しにした。

			「ひどいぜなあぁ～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

			　リンディスは、泣いて逃げだした。

			　ロミナの声が響く。

			「おねぇちゃんっ！」

			「悪気はなかったじゃんよおぉ～～～～～～～～～っ！」

			　なんだかんだで、オレたちは平和だ。

		

	
		
			第19話　ちょろい子っていいよね！

			　

			　逃げだしたリンディスであるが、捕獲は一〇秒で終わった。

			（リア！）

			（こくっ！）

			　オレがリアに指示をだし、リアが能力を使う直前。

			「ぜなぁっ！」

			　リンディスは、ひとりで勝手にずっこけた。

			　スカートがまくれ、白と水色のしましまパンツがあらわになった。

			　しましまパンツにおおわれたお尻、とてもかわいい。

			「ぜなぁ…………！」

			　リンディスは、羞(しゆう)恥(ち)のうめき声をもらした。すぐに立ち、急いで逃げようとする。

			　が――。

			「ウボギャアッ！」

			　ドアに顔をぶつけた。

			　ころぶ直前にはあいていたドアが、リアの力で閉められたのだ。

			　仰向けに倒れそうになったので、オレはしっかり抱き留め支える。

			（っ………。）

			　リアがとってもすまなそうな顔をしたので、目線で大丈夫なことを伝えた。

			（………。）

			　リアはうっすら瞳を細めた。安(あん)堵(ど)の息をほうっと漏らす。

			　オレは、リンディスへも言う。

			「大丈夫か？」

			「離すぜなっ！　離すぜなあぁ！」

			　リンディスは、両手をパタパタと動かして暴れた。

			　するとミーアが、白い布を持ってきた。

			「ラクトさんっ！」

			「気が利くなっ！」

			　オレは布を受け取った。

			　リンディスに目隠しをして猿ぐつわをかませ、両手は頭の上で縛る。

			「ん――――――っ！」

			　リンディスは抵抗していたが、むしろかわいい。

			　いけないことをしているような、したくなるような気分になってくる。

			　オレはリンディスを背後から抱いて、巨乳をぐにゅぐにゅ揉んだ。

			　スカートの下の太ももも撫でる。

			「んんっ、んうぅ―――っ！」

			　セクハラを受けるリンディスは、いやいやいやっと首を振った。

			　だがオレは、セクハラする手をとめなかった。

			　リンディスの背中に胸板を密着させて、全身で味わった。

			「抵抗するから拘束するのは、一〇〇歩ゆずるとしても……胸などをさわる意味はあるのか？」

			　ライナがジト目で言ってきた。

			　オレはリンディスの巨乳を揉みしだきながら答える。

			「リンディスみたいに、つり目で巨乳で強気で勝気で巨乳な女の子って、いじめたりいじったり、辱しめたりしたくならない？」

			「まったくならんぞっ?!」

			　ライナは全力で突っ込んだ。

			「ボクはなるよっ！　ラクトさんっ！」

			　逆にミーアは肯定してきた。

			「ボクがリーダーを一番かわいいと思うのって、恥ずかしがっている時だし！」

			　ミーアは、とてもわかってた。

			「ミーアっ?!」

			　リーダー(シヤルル)はショックを受けてたが、ミーアのセリフは一二〇〇パーセント正論である。

			　一二〇パーセントの一〇倍に至るジャスティスである。

			　オレはリンディスに言った。

			「とにかくそういうわけなんだ。もっと暴れてくれないか？」

			「んんっ、ん――――っ！」

			　わりと本気で怒ったのだろう。リンディスは暴れた。

			　体を左右にゆすりまくって、オレを振りほどこうとする。

			　しかしリンディスが動くたび、巨乳がオレの手のひらで潰れる。

			　ぐにゅう♥　むにゅうぅ♥　となってくる。

			「んんっ！」

			　しかもリンディス、それに敏感に反応してくる。

			　オレはリンディスのほっぺたに頬ずりをして言った。

			「かわいい」

			「んんっ?!」

			「かわいい。リンディス。かわいい」

			「んんっ、んっ、んうぅぅ―――――！」

			　耳元でささやかれたリンディスの顔は、胸を揉まれた以上の羞(しゆう)恥(ち)を受けたかのように紅潮していく。

			　オレはリンディスの猿ぐつわを取って、フーッと耳に吐息をかけた。

			「ぜなあぁ――――――――――――――っ!!」

			　リンディスは、熱でとろけたマシュマロのような、甘くて熱い嬌(きよう)声(せい)を発した。

			　たまらなくなってきたので、ちんこをぶち込んで犯す。

			「ぜなあっ、あっ、ぜなあぁ！」

			　犯されるリンディスの声は、途方もなく色っぽかった。

			　そんなことをしていると、オレの懐から声がした。

			〈予選試合が始まります。予選試合が始まります。会場のほうまでお越しください。会場のほうまでお越しください〉

			「オレの出番か」

			　オレはリンディスを離し、リンディスの頭をポンと叩いてくしくしと撫でた。

			「じゃあ、行ってくるぞ」

			「ぜなあぁ……」

			　リンディスは、ほっぺたを桜色に染めてうつむく。

			　白くてかわいい頭のハネが、ぴこぴこと動いた。

			　うれしい時の仕草だ。

			　散々いじわるとセクハラをされたあとだってのに、ちょろい。

			　そしてかわいい。

			　オレのリンディス、ちょろかわいい。

			　っていうか簡単に落ちちゃう女の子って、かわいさ一〇割増しだと思う。

			　オレはしみじみ感じ入り、控え室のドアをあけた。

			「みゃっ！」

			　するとなぜかセシリアが、ビクッと怯んで身構えた。

			「なにしてんだ？　オマエ」

			　セシリアは、ほのかに赤面しながら答えた。

			「ラッ……ラクトさまのお試合がお近づいたようなので、申し上げにきたのですわっ！」

			「なにをだよ？」

			「わたくしアホではございませんわぁ！」

			「は…………？」

			「わたくし――ラクトさまが予選でお負けになるよう、策略をしかけたのですわっ！　そしてわたくしの策略によって負けたラクトさまは、このわたくしを、アホとは言えなくなるのですわぁ！！！」

			　いったいコイツは、なにを言っているんだろう。

			　策略をかけたとか、相手に言うもんじゃないだろう。

			　とりあえず、両手でほっぺたを引き伸ばした。

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～っ！」

			　さすがアホの子。

			　策略があると言い張りはしても、ほっぺたむぎゅー、については完全に無策だ。

			「いったいどうしてつねるのですのっ?!　わたくしが、なにをしたとおっしゃるのですのっ?!」

			「策略をしかけてくるのは敵だ。攻撃するのは当たり前だろ？　（右のほっぺたふにふに）」

			「それは……？」

			「それは？　（左のほっぺたもふにふに）」

			　セシリアは、オレから目を逸らして言った。

			「おっしゃる通り…………ですわ」

			「だよな？　（ほっぺたむぎゅー）」

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～っ[image: 035kao.png]」

			　いつもはこれで大人しくなるが、今日のセシリアはいつもと違った。

			　オレの手を振り払い――瞳に涙を溜めてほっぺたを押さえつつも――オレを指差して叫ぶ。

			「そのようにしていられるのも、今のうちですわぁ！　アホの子ではないわたくしが立てた策略に敗れ去ったラクトさまは、寝ても覚めてもわたくしのことで、頭がいっぱいになってしまうのですわぁ！　ラクトさまに敗れ去ったわたくしが、寝ても覚めてもラクトさまになってしまったように！！！」

			　そしてダダッと走り去る。

			　なんなんだ、本当に。

			　オレは首をかしげたが、気にしても仕方ない。廊下を抜けて、空の下にでる。

			　青い空に白い雲。

			　爽やかな風が頬を通って、まばゆい歓声が肌と心を震わせた。

			　この会場全体が、陶酔めいた高揚感をオレにもたらす。

			　観客席で感じるそれと、実際に味わうそれで、こんなにも差があるとは思わなかった。

			　オレはよい気分でリングへとあがった。

			「貴様が……アマクサラクトか」

			　険しい顔の優(やさ)男(おとこ)が、オレに話しかけてきた。

			「セカンドチャレンジ戦に、自ら参加を決めたらしいな……」

			「えっ？」

			　わけがわからなかった。

			　セカンドチャレンジ戦というと、過去にベスト一六以上に残った経験と実力がありながら、今大会では予選で負けてしまった人限定の――敗者復活戦である。

			　説明は受けていたが、オレには関係のないはずのもの。

			　しかも男の声や顔には、強度の悪意が篭(こも)っていた。

			　オレならともかく気の弱い子どもが見たら、泣きだすことは確実だ。

			　その男だけではない。リングに登ったほぼ全員が、オレに害意を向けていた。

			（シャルルちゃん、狙ってたのに……）

			（シャルルちゃんひとりでもうらやましいのに、リンディスちゃんまで……）

			（刺してやる。刺してやる。刺してやる……）

			　理由については、身に覚えがあったけど。

			　にしてもこれが、セシリアの言っていた『策略』なんかな。

			　男たちの恨みまで想定していたとは思えないが、そういう厳しい舞台に入れてくるとは、実にちゃんとした『策略』じゃないか。

			　愚(ぐ)者(しや)にも千(せん)慮(りよ)に一得あり――アホでも千のアイディア出せば、一個ぐらいは当たる――ということわざはあるが、まさにそんな感じだ。

			　オレはセシリアを褒めたい気分で、会場を見回した。

			　いた。

			　貴(き)賓(ひん)席にいるアリシアの隣に立っていた。

			「さぁ、リーシャ！　ラクトさまが両の手足におつけになられている、ハンディリングの効果も既定以上の最大にするのですわぁ！」

			　セシリアは妹のアリシアを愛称で呼んで、オレのハンデを発動させようとしている。

			「ですが、おねぇさま……」

			「なんですの？」

			「セカンドチャレンジ戦に組み込んだ上に、リングまでルール外の強度にするのは……」

			「リングを発動させるのは、ラクトさまもご承知のルールですわっ！　ですから少々強めたところで、気づかれるはずはございませんわぁ！」

			　セシリアは、オレに聞こえる声量でそんなことを言った。

			　もう本当に、アホの子である。

			「………………」

			　いつも眠たげな目をしているアリシアが、さらにジト目でセシリアを見つめた。

			　そしてポツリと――。

			「あまり策略を重ねますと、ラクトさまにきらわれますよ？」

			「みっ…………！」

			　セシリアは固まった。

			　石をぶつけられた子猫みたいに、涙を浮かべて、ぷるぷると震えた。

			　この上ないほど傷ついたような顔をしていた。

			　だがセシリアは、両の拳をギュッと握って、[image: 035kao.png]な顔で叫んだ。

			「わたくしすでに、きらわれておりますわぁ！」

			　涙の溜まったその顔は、悲しみとヤケクソを足して二で割ったような感じであった。

			　つかアイツ、オレに嫌われてると思ってたのか。

			　そんなことはないのだが、誤解はあとで解くとしよう。

			　オレは、口パクでアリシアに言った。

			（気にすんな）

			「ええっと…………」

			（だから、気にすんなって）

			「はっ、はいっ！」

			　アリシアは、「んっ……」と、自身がはめている腕輪に力を込めた。

			　アリシアの腕輪とオレの腕輪が光り輝き、オレの手足が重くなった。

			　それを見て、司会の女が言った。

			『ヴァーラスキャルヴ学園武芸会、セカンドチャレンジ第一試合――始めぇぇっっ！』

		

	
		
			第20話　予選大会・ラクト編。

			　

			『それではヴァーラスキャルヴ学園武芸会、セカンドチャレンジ一回戦、始めぇぇっっ！』

			「でりゃあぁぁぁぁぁぁっ！」

			　司会の女が叫ぶなり、ひとりの剣士が突っ込んできた。

			『おおっとぉ！　前大会ベストエイト！　音速剣士のブラスト選手！　初出場のアマクサ選手に突撃をしかけたあぁっ！』

			「グラプスト・スラァッシュ！」

			　ブラストと呼ばれた剣士が、オレのかなり手前で剣を振るった。

			『出たあぁ！　ブラスト選手のグラプスト・スラァッシュ！　これは斬撃を実体化して飛ばす、ブラスト選手の必殺技だあぁっ！　アマクサ選手！　その斬撃を――――』

			　司会の女はオレの防御を見つめ、数瞬の間を置いてから叫んだ。

			『素手でとめたぁっ?!』

			　司会の女の言う通り、オレは斬撃を素手でとめてた。人差し指と中指で挟んでいた。

			　挟まれた斬撃は、プシュウゥ……と消えた。

			　オレは事前に用意していた鉄の球を親指で弾いた。

			　それはまっすぐ飛んでいき、剣士の体に吸い込まれ――――。

			　

			　ブラストの体を通過した。

			　

			　指弾を通過させたブラストの体は、スウッと消えた。背後から声。

			「残像だ」

			　音速剣士のふたつ名は、お飾りじゃないってわけか。

			　けど――。

			「見りゃわかる」

			　オレはくるりと反転し、ブラストのアゴに掌(しよう)底(てい)を叩き込んだ。

			「がっ……！」

			　ブラストの顔がぐらりとゆれて、体はどさりと崩れ落ちた。

			「まずはひとり…………と」

			　オレが速やかにブラストを倒すと、ほかの選手がざわめいた。空気の色が変化していく。

			　オレを嫉(しつ)妬(と)の対象ではなく、意識して当たらなくてはならない難敵と認識したような感じだ。

			　まるで溶けた鉛のように、粘っこくって重い空気だ。

			　だがしかし、にらみ合っても仕方ない。オレは地を蹴り突っ込んだ。

			　狙うは右手側にいた、全身ヨロイのアーマーナイト。

			　セシリアが一瞬で倒した相手でもある。

			　アーマーナイトが、クサリのついた斧を飛ばした。

			　オレはキュッとブレーキをかけ、斧を人差し指と中指で挟んだ。

			　斧を引いてクサリを伸ばし、手刀を入れてクサリを断ち切る。

			「なっ?!」

			　アーマーナイトのヨロイの奥にある目が、驚(きよう)愕(がく)にゆがんだ。

			「おれのチェーンアックスに使われているクサリは、二十九層の鉱山マップに低確率で現れるミスリルゴーレムを倒すと低確率で落とす、純度五十八パーセントのハイミスリルだぞ……?!」

			　男は長々解説していた。

			　そして男が言う通り、斧やクサリはけっこうな素材で作られていた。

			　シャルルの剣には及ばないものの、そこらの盾やヨロイであれば、簡単に両断できそうだ。

			　けれども、オレには関係ない。構わずに突進し、奪った斧を振りおろす。

			　が――――。

			　

			　斧はギィンッと音を立て、根本からへし折れた。

			　

			　男の拳が飛んでくる。上体を反らして回避し、男から距離を取った。

			　男が着ているヨロイには、傷のひとつもついてなかった。

			「クククッ……、ハーハッハッ！　アーマーナイトが、武器よりも弱いヨロイを身に着けているはずがなかろうっ！　斧がハイミスリルで作られた品なら、ヨロイはオリハルコンを二十五パーセントも含む、クォーターハルコンよ！　生半可な物理はもちろん、半端な魔法もこのヨロイには効かんっ！」

			　なるほど。それじゃ敵わんわけだ。

			　つーかそのお話を聞くと、それをぶった斬ったセシリアの斧を調べてみたくなるんだが。

			　男は右手を突きだし、マナで斧を具象化させた。

			「今度の斧は奪えんぞ……？」

			　男がだしたその斧は、直径三メートルほどの赤黒い斧だ。

			　かなりのプレッシャーを放つ、禍(まが)々(まが)しい斧である。

			　だがオレは、斧に構わず突っ込んだ。

			　振り下ろされたそれをすべるように回避して、男の懐に入り込む。

			　膝を曲げて拳を構え――――。

			「オラアァ！」

			　拳をぶち込む！

			「ぐああああああっっ！」

			　男の体がぐしゃっとひしゃげて、派手に吹っ飛ぶ。

			　

			　問。

			　半端な物理では破壊できないヨロイを着ている男がいます。どうすればよろしいですか？

			　答。

			　半端ではない物理で殴りましょう。

			　

			　まさに模範解答通りの、文句ない一撃だ。

			「これでふたり目――――と」

			　それからオレは、闘技者たちを倒しまくった。

			　リンディスと違って最初から狙われているので、早くに数を減らしたほうがよい。

			　すると――。

			「凍(とう)餓(が)のヴェールよ、大地を覆(おお)えっ！　アブソリュート・ゼロ！」

			　聞き覚えのある声がして、足場がピキィ――と凍り始めた。

			　オレは地を蹴り跳びあがり、回避してから地面におりる。

			　すべりかけはしたものの、なんとか転びはしなかった。

			　けれども、足場は安定しない。

			　地面の上に立っているはずが、綱渡りでもしているかのようにグラつく。

			「組むのはあまり、好きではないが……」

			「そうも言ってられんだろう」

			　魔術師の四人が、離れたところに立っていた。

			　シャルルにおもらしをさせた魔術師と、リンディスを苦戦させた魔術師ふたり。

			　あとはセシリアと戦っていた、炎の魔術師の四人だ。

			　炎の魔術師は高等魔法の詠(えい)唱(しよう)を始め、土の魔術師は不測の事態に備えてる。

			「世界を象(かたど)る元素の三よ、我が手足となりて働け！　アクア・スレイブ！」

			　そして水の魔術師が、精霊を召(しよう)喚(かん)してきた。

			　そいつは摩擦をもろともせずに突進してきて、腕を長剣に変える。

			　オレに向かって振り下ろす！

			　オレはスウェーして回避する。

			　平時であれば、なんということのない動き。

			　しかし足場が氷のせいで、派手に仰け反りそうになる。

			　精霊が、口から毒をだしてきた。

			　バク転で回避する。

			　かなりすべりそうになったものの、かろうじて堪えた。

			　地面を凍らせた上で、足場の影響の受けない精霊で攻撃。

			　実に単純極まりない攻撃であるが――――。

			「めんどくせえぇぇぇぇっっ！！！」

			　オレはブチギレ、地面を叩いた。

			　リングが割れて、ガレキが積み重なったような状態になる。

			　オレは凍っていない断面を足場に、魔術師たちに向かって駆けた。

			「ひょ……氷結魔弾――――結！」

			　ホワイトが驚(きよう)愕(がく)しつつ、触れた相手を凍らせる、ぼたん雪のような魔法弾を放った。

			　地を蹴り飛び跳ね回避する。

			「バカめっ！」

			　待機していた土魔術師が、胸の前で印を結んだ。

			「汝(なんじ)が結びしは純潔の結界。破りし者には惨劇の運命(さだめ)を！　アイアン・メイデン！」

			　詠(えい)唱(しよう)が終わるや否や、鉄の処女――アイアン・メイデンが召(しよう)喚(かん)される。

			　鉄のトビラが左右に開き、トゲのついた両腕でオレを迎える。

			　それは生きながらにして数多の人間を葬(ほうむ)った、墓穴のような禍(まが)々(まが)しさを放っていた。

			　これはちょっぴり、ヤバイかもしれんな。

			　オレはギュリ……と拳を引いて――。

			「四割パンチぃ！」

			　四割の力でぶん殴った。

			　三割でもいけるような気はしたが、ハンディリングが重いので四割にした。

			　鉄の処女、バラバラに砕ける。

			　オレは鋼鉄の破片と共に着地して、一直線に突っ込んだ。

			「氷結魔弾、け――――」

			「世界を象(かたど)る元素の六よ――――」

			「っ――――」

			　魔術師たちが焦りを見せつつ、それぞれ詠(えい)唱(しよう)を開始した。

			　が――。

			「遅いっ！」

			　前方にいた三人は、オレの一撃で吹き飛んだ。

			　これで残るは、後方で詠(えい)唱(しよう)していた炎の魔術師。

			　しかしそいつは、ゆがんだ笑みを口元に浮かべた。

			　その笑みは、無言のうちに言っていた。

			（わたしの勝ちだ――！）

			「具現せよ！　灼(しやく)熱(ねつ)の咆(ほう)哮(こう)！　エンドバーン・フレイム！」

			　炎の魔術師が杖を突きだし、火炎の渦がぶっ放された。

			　その大きさは、直径にして三メートル強。

			　オレはピッと指を立て、右手に意識を集中させた。

			「等価の理(ことわり)を総べる者として、汝(なんじ)に告げる――――」

			　肌をヒリつかせてくる熱気を、ギリギリまで引きつけて――。

			「四散しろっ！」

			　素手で弾いた。

			　魔術師渾身の火炎の渦は、その一撃で吹き飛んだ。

			　詠(えい)唱(しよう)はかなり長かったわりに、ライナがあっさりだしてる黒い竜と大差なかった。

			　これはたぶん、ライナがすごいってことなんだろうけど。

			「なっ、あっ……」

			　炎の魔術師が口をあけ、ちょっと気の毒になるぐらいのマヌケ面を晒(さら)した。

			　せめて一撃で決めてやろう。

			　オレはすばやく接近し、アッパーの一撃で吹っ飛ばしてやった。

			　魔術師は派手に飛んでいきながら、場外に落ちた。

			　数瞬の間をおいて、実況の声が響く。

			『ヴァーラスキャルヴ学園武芸会！　セカンドチャレンジ第一試合を制したのは、アマクサラクト選手だあぁぁぁぁぁぁ！　というか強い！　強すぎるぞおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！』

			　うおおおおおお――――と、地鳴りのような歓声がオレを包んだ。

			「ラクトおぉ―――――――っ！」

			「ラクトさあぁ――――――んっ！」

			「はうぅ…………」

			　レミナやミーアやシャルルやライナが、オレへの好感度をアップさせてた。

			「流石(さすが)だな……キミは」

			「さすがはラクトさまです……」

			　観客席のライナや貴(き)賓(ひん)席のアリシアも、頬を染めてしみじみしたりはしていた。

			　あまり素直ではないカミーユやリンディスも、ぽうっと頬を染めていた。

			「みいぃ…………」

			　しかし唯一、セシリアだけは半泣きだった。

			　瞳をうるうるうるませて、小さくぷるぷる震えてた。

			　無理もない。自分の策略でオレを敗者にしてやるつもりが、逆に『差』を見せつけられる結果となってしまったのだから。

			　それでもオレは、悪魔的な笑みと視線をセシリアに向けた。

			〈ニゲンナヨ？〉

			（みいぃ～～～～～～～～～っ！）

			　セシリアは、小首をブンブン左右に振った。

		

	
		
			第21話　オレの予選が終わったので、セシリアをいじる。

			　

			　闘技場を出たオレは、セシリアがいるであろう貴(き)賓(ひん)席に向かった。

			　貴(き)賓(ひん)席に続く廊下の前には衛兵もいたが、話はされていたらしい。参加者用のカードを見せると通れた。薄暗くって長い廊下を通り、光の差すほうへ行く。

			「みいぃっ、みいぃ～～～」

			「わたしはおねぇさまを慕(した)ってはおります。

			　しかし今回のことについては、ラクトさまとお話をするべきであると思います」

			「みいぃ～～～～～～～～～～！」

			　いやいや首を振っているセシリアと、セシリアの服の裾を摘まんでいるアリシアがいた。

			　セシリアの顔は、嫌いなピーマンを食えと言われている六歳のオンナノコみたいだった。

			「わたしはおねぇさまを慕(した)ってはおります。

			　しかし今回のことについては、ラクトさまとお話をするべきであると思います」

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～～～っ！」

			　同じことを言われても、ブンブン首を振っている。

			「なにアリシア困らせてんだよ」

			「みゃああっ！！！」

			　そしてオレが近づくと、幽霊に肩を叩かれた六歳児みたいな声を発した。

			　アリシアの後ろに隠れ、ぷるぷる震えて言ってくる。

			「ひっ……卑(ひ)怯(きよう)汚いは、お強い方の傲(ごう)慢(まん)ですわっ！」

			「あ？」

			「わたくし間違ってないですわっ！　お弱い方は策略を用いなければ、お強い方には勝てませんもの！　それを封じ込めようとするのは、お強い方の傲(ごう)慢(まん)ですわっ！　だから卑(ひ)怯(きよう)汚いは、お強い方の傲(ごう)慢(まん)ですわぁ！」

			　アリシアの後ろに隠れつつ、必死な顔で叫ぶセシリア。

			　その姿、追い詰められた子犬がキャンキャンわめく姿と似ていた。

			　オレはとりあえずセシリアの髪を掴んで、アリシアの陰から引っ張りだした。

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～～～っ！」

			　人けの少ない廊下に連れ込み、セシリアの背中を壁にドンッと押しつける。

			「ところでさぁ、どんな気持ち？」

			「はにゃ……？」

			「策略とか言ってオレを予選で落とすつもりが、あっさり突破されちゃって、どんな気持ち？」

			　セシリアの瞳に、オレの顔が映る。

			　その表情は、自分で見ていて『コイツ性格悪いな』と思うほど、ニヤニヤとした笑みだった。

			　しかし相手がセシリアなので、悪い気はしない。

			　性格の悪い笑みのまま、セシリアのほっぺたをフニフニと摘まむ。

			「ねぇ、どんな気持ち？　ねぇ」

			「みいぃ…………」

			　悔し涙を浮かべるセシリアの顔は、ニヤニヤが加速してしまうほどにそそる。

			「だからさぁ、言えって。策略にかけたつもりがあっさりと破られて、今どんな気持ち？」

			「ふやひい…………れすわ」

			　オレはセシリアから手を離し、改めて聞いた。

			「え？　なんだって？」

			「くやしいと、申しあげたのですわぁ！」

			「そうか。ははははは。悔しいか」

			　オレはセシリアの肩を掴んで、お辞儀のような姿勢を取らせた。

			　元気な犬にそうするみたいに、ワシャワシャグシャグシャ頭をいじくる。

			「みゃあぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

			　セシリアはまるで溺れたかのように、両手をパタパタ動かして暴れた。

			　けれども、力はオレのほうが強い。

			　すこし暴れたぐらいでは、オレを楽しませるだけだ。

			「抵抗は無駄だ。もっとやれ」

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～っ！」

			　セシリアをたっぷりといじめて、離してやった。

			　セシリアは、翡(ひ)翠(すい)色した澄んだ瞳に透明の涙を浮かべ、くすん、くすんと鼻をすすった。

			「おひどいですわ。ラクトさま、おひどいですわぁ……」

			「それでも悪いのオマエだろうが」

			「みゃあぁっ！」

			　オレが鼻をギュウッと摘まむと、セシリアはまた鳴き声をあげた。

			　しかし今日の本題は、驚くことにこれではない。

			　セシリアの鼻から手を離して言った。

			「カンチガイしてるようだから言っておくけどな、オレは、別にオマエを嫌いじゃないぞ？」

			「み…………？」

			「だから、オレはオマエを嫌ってないっての」

			「…………」

			　セシリアはほうけた。

			　口をポカンと半端に開き、目を丸くしてオレを見つめる。

			『見た目はまともで中身はアホの子』のセシリアが、今は見た目もアホの子していた。

			「しししっ、しかしラクトさまは、わたくしをアホの子とおっしゃったですわっっ！　男の方は、アホ――つまり知能の低い女性の方を、おきらうものではないのですのっ?!」

			「おねぇさまがお読みになられている書物には、そういう記述が多いのです」

			　セシリアが言うと、アリシアが補足した。

			「なるほ…………ん？」

			　オレは一度うなずきかけたが、首をかしげた。

			「つまりオマエがあんなに必死にアホの子であるのを否定していたのは、オレに嫌われるからだったのか？」

			「み…………」

			　セシリアは、顔をポウッと赤くした。照れたように頬を染めつつ、胸に手を当てて叫ぶ。

			「けけけ、結論的には、そうですわっっ！！！」

			「そうなのか」

			「そうですわぁ！」

			　そうらしいのであった。

			「でもなんで、オレにそんな気持ちを抱くんだ？」

			　オレが知っている範囲では、それの理由はひとつしかない。

			　基本的には甘酸っぱくて、けれども時たま苦くって。

			　それでもとびっきりの幸福を、お互いにもたらすアレだ。

			　流れとしては、ちょっぴり急だ。すぐの返事も難しい。

			　それでもコイツが真剣な気持ちで言ってくるなら、オレも真剣に考える。

			　そうしてもいいと思えるぐらいのかわいらしさが、今のコイツにはある。

			　などと考えていると、セシリアの唇が動いた。

			「それは……」

			「それは？」

			「それは…………」

			　うるんだ瞳に、濡れた唇。

			　どこか艶めかしい空気から、しとやかな声が――。

			「それはこのわたくしが、ラクトさまをライバルと思っているからですわっ！」

			　

			　もれてきたりはしなかった。

			　

			「わたくしが、寝ても覚めてもラクトさまになっているのも！　ラクトさまの動向が常日頃から気になってしまうのも！　ラクトさまが身に着けていらした小道具をほしいと思ってしまったり、ラクトさまがほかのお方と仲良くしているのを見ると胸の奥がざわついてしまったり、もっともっともぉ～～～～～～～～～っと構ってほしいと思ったりしてしまうのも！　このわたくしが、ラクトさまをライバルであると思っているとするなら、説明がつき―――みいぃ～～～～～～～～～っ！」

			　すごく残念な気分になってきたので、オレはセシリアのほっぺたをつねった。

			　いや。

			　まぁ。

			　つくけどさ。

			　確かに説明、つくけどさ。

			　かなり強引な気もする反面、一応はつくけどさ。

			　事実コイツは、本気でそう思ってるんだろうけどさ。

			「おねぇさまがお読みになられていた書物には、そういうお方もいらっしゃいました……」

			　すごく残念そうな顔と声でガッカリしているアリシアの姿が、なんかそのまま答えだよ！

			「アホの子めっ！　アホの子めっ！　なんでオマエは、話に逐(ちく)一(いち)オチをつけるんだよっ！」

			「わたくしアホではございませんわっ！　わたくしアホでは――――みいっ、みいっ、みいぃ～～～～～～～～～っ！」

			　オレはたっぷりセシリアをいじめ、散々に鳴かせてやった。

			　まぁしかし、こんなアホなセシリアだけど――。

			　嫌いじゃない。

		

	
		
			第22話　大会はお祭りです。

			　

			　予選が終わると、一日目の日程は終了である。

			　予選で勝ち残った選手に、予選は落ちたが観客投票で上位だった選手を加えた三十二組のペアでやるらしい。観客投票の上位選手も参加できるのは、この大会が武芸の向上を目指すと同時に、お祭りでもある面を象徴している。

			　というかホント、お祭りなのだ。

			　会場を出ると、空は暗いが街は明るい。

			　屋台が並び、にぎやかな声や、人々の笑顔があたりを埋め尽くしている。

			　見ているだけで、ワクワクとする光景だ。

			　みんなの反応はさまざまだ。

			（ぎゅっ………。）

			　まずリアが、オレの脇腹に抱きついた。

			　リアには若干、人見知りの気がある。なので、極端に人が多いところは苦手だ。

			　しかし好奇心も強いので、お祭り自体には興味を見せてる。

			「すごいぜなぁ……！」

			「はい……っ！」

			　リンディスやロミナは、素直に瞳を輝かせていた。

			「初めてなのか？　お祭り」

			「そうじゃないけど、見たことないものいっぱいあるぜなっ！　いっぱいあるぜなぁ！」

			「はいっ！　はいっ！」

			　リンディスがはしゃぎ、ロミナが強くうなずいた。

			　小さなロミナはともかくとして、オトナでおねーさんなはずのリンディスも、ロミナと同じ顔をしている。

			「確かに……楽しそうではあるじゃんね」

			　わりと落ちついているレミナも入れると、レミナ（長女）、リンディス（次女）、ロミナ（三女）といった感じだ。

			　そんな三人とは対照的に、どよんと暗いやつもいた。

			　カミーユである。

			「どうしたんだ？　カミーユ」

			「友だちいなかったからさ……ボク」

			　カミーユは、とても哀しい顔をしていた。

			　ひとり焼き肉、ひとりカラオケ、ひとり誕生日パーティーも経験していそうな顔つきだった。

			「性格悪かったもんなぁ……オマエ」

			「言うなよおぉ～～～」

			　オレがしみじみつぶやくと、たったそれだけで泣きそうになった。

			「けど今は、オレたちがいるだろ？」

			　オレは、カミーユの頭をポンと叩いた。

			「そうだぜなっ！　みんないるぜなっ！」

			「そうですよっ！　みんないますっ！」

			　お祭りの空気で昂揚しているのだろう。リンディスとロミナも妙なテンションである。

			「くさいこと言うなよ……ばか」

			　カミーユは、そっぽを向いて目を伏せた。

			　けれど手は、オレの服の裾をキュッと握っていたりする上――。

			「ありがと……」

			　なんて言葉も、かなり小さいが聞こえた。

			　かわいい。

			「あの……ラクトさま」

			「どうした？　シャルル」

			「ラクトさまは、おまつりを楽しみたいラクトさまなのでありますか……？」

			「シャルルは違うのか？」

			「どちらかと言えば、おまつりの時間で大会のための訓練をしたいシャルルであります……」

			「マジメだなぁ」

			「はうぅ～～～」

			　オレがシャルルの頭を撫でると、シャルルは尻尾(しつぽ)をパタパタ振った。

			　しかしそういう話になると、みんなでお祭り参加とも言いにくいな。

			　どうしたものか。

			「ボクはいつでも、リーダーにさんせーかなぁ」

			　ミーアがオレの背中にくっつき、肩に頭を乗せてきた。

			　ミーアの美乳が、オレの背中で、ふにぃ♡　と潰れる。

			「なぁ、ミーア」

			「なぁに？　ラクトさん」

			「胸が当たっているんだが」

			「だってぇ、ボク大好きなんだもぉん♡　ラクトさんのことぉ♪」

			　ミーアは小悪魔っぽい笑みを浮かべて、逆に、ふにゅうっ♡　と当ててきた。

			　本当に、小悪魔すぎて逆に天使だ。

			　かわいい。

			（ん………。）

			　脇腹にくっついていたリアが、かなり意図して胸を押し当ててきた。

			　リアの胸は意外とボリュームがあって、むにゅうぅ♡♡　っと潰れる。

			　気持ちいい。

			　そんな愉悦に浸りつつ、オレはライナにも意見を求めようと思った。

			　ライナは、そわそわチラチラよそ見をしていた。

			　見ている先は、綿あめのお店。

			　日本の屋台と異なって、綿あめのカタマリが宙に浮いてる。

			　雲をお菓子にしているかのようで、見ているだけで心が弾む。

			　食べているのは日本同様、子どもが多い。

			　お父さんやおじいちゃんらしき人が買って、隣の子どもに与えてる。

			「ライナ？」

			「はぐあっ！」

			　ライナはビクッと身をすくませて、あたふたしながらこちらを向いた。

			「何用だっ?!　アマクサ！」

			「ライナはどうする？　お祭りと訓練と」

			　ライナはコホンとセキをして、そわそわしつつも語り始めた。

			「祭りという行事に心を躍らせる、リンディスやロミナ＝ラビウスたちの気持ちはわかる」

			（チラッと綿あめの店を見る）

			「しかし武芸大会に参加している以上、それに専心するというシャルル＝ノイスタッドの考えを、わたしとしては……」

			（売れていく綿あめを見る）

			「わたしとしてはっ、してはっ…………」

			（綿あめは売れていく）

			（だんだん小さくなっていく）

			（なくなりそうになっていく）

			「はぐうぅ…………」

			　ライナ泣きそう。めっちゃ泣きそう。

			「ライナはお祭りのほうがいいってこと？」

			「そそそっ、そのようなことはない！　わたしはわたしは、綿菓子に心を動かされるような子どもでは――（綿あめ売り切れ）ふわあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！！！」

			　ライナは本気の泣き声をあげた。

			　かわいい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「わたしはけして……（はむ）、このようなものが……（はむ）。好きなわけでは……（はむはむ）」

			　ライナが幸せそうに頬を染め、白い綿あめを食べる。

			　売り切れたかと思った綿あめであるが、浮かんでいる分がなくなっただけであった。

			　店の人はすぐに新しい綿あめを作り、それをミーアが買ってきたのだ。

			「やはりわたし個人としては、シャルル＝ノイスタッドの考えを支持する」

			　ライナはキリッと言い切った。

			　だがほっぺには、白い綿あめがぺたっとついてる。

			　そんな顔でなにを言っているのかと思わなくもない。

			　でも逆に、綿あめをはむはむできたからもう満足――という感じでもあった。

			　オレは頭の中でまとめる。

			　リンディスとロミナが参加したい派の筆頭で、レミナとカミーユも興味あり。

			　シャルルとライナは訓練したいと思う派で、ミーアはシャルル派。

			　リアは中立というか、半々。

			（じぃ………。）

			　オレの考えをテレパシーで読んだらしいリアが、上目使いでオレを見てくる。

			　オレはリアの頭を撫でると、心の中で言った。

			（リアとはずっと、いっしょだよ）

			（ん………♥）

			　リアはとってもうれしげに、オレの脇腹に顔をこすりつけた。

			　リアはどちらがどうと言うよりも、とにかくオレといたいらしい。

			　オレは結論を話す。

			「オレが訓練する側に入れば、バランス的にはよさそうだな」

			「「それじゃ意味ないぜなっ！　（ですっ！）」」

			　お祭り派筆頭だったふたりが、拳を握って[image: 035kao.png]な顔で叫んだ。

			　叫んだ直後に、ボンッ……と顔を赤くする。

			「つまり……、そういうお話だぜな……」

			「はい…………」

			　ふたりが恥じらいながら言うと、カミーユも言ってきた。

			「オマエって、時たまバカで鈍いよな」

			　その声色は、かなりすねてた。

			「っていうかホント、オマエがいなきゃ意味ないだろ……」

			　小さな声で、そんなこともブツブツ言ってた。

			　かわいい。

			「そういうことなら、キミは祭りに参加するべきではないか？」

			「ミーアも、おまつりに参加するのがよいであります！」

			　ライナとシャルルが同時に言った。

			「いいのか？」

			「訓練をしたいと思うのは、シャルルの個人的な意見でありますゆえ……」

			「そもそも、バランスを取る必要もないしな」

			「そうか」

			　オレはシャルルの頭を撫でた。

			「はうぅ～～～」

			　シャルルはうれしげな声を漏らして、かわいい尻尾(しつぽ)をパタパタ振った。

			　すこし冷たい気もするが、シャルルは気を使われると萎(い)縮(しゆく)してしまうことも多い。

			　なので気を使うつもりなら、気を使わないほうがいいのだ。

			「そんじゃあ、アタシは……」

			「こっちにこいよ」

			「きゃっ！」

			　オレはレミナの肩を抱き、オレの体にくっつけさせた。

			　そしてみんなで、お祭りを楽しむことにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「次アレ食べるぜなっ！　次アレ食べるぜなぁ！」

			　リンディスが屋台を指差して、オレをパタパタ手招いた。

			　返事を待たずに店に駆け寄り、カレー色した焼きそばみたいな料理をジュルリとすする。

			「おいしいぜなあぁ～～～～～」

			　恍(こう)惚(こつ)の笑みを浮かべて、至悦のため息をつく。頭の羽も、ぴこぴこゆれる。

			　かわいい。

			「ラクトさんっ！　これもおいしいですよっ！　これもっ！」

			　ロミナが、自分の食べかけをだしてきた。

			　それは茶色いフランクフルト。噛んだ瞬間、ジューシーな肉汁が飛び散った。

			「次はあの、スターメロン食べるぜなっ！　スターメロン食べるぜなぁ！」

			　そして向かうは、オレンジ色をした、星形のメロンが売っているお店だ。大きさ的にはたこ焼きぐらいで、指で摘まんで食べる。

			「っていうかホント、うまい食べもの多いな」

			「……そうだな」

			　オレが自分の骨付き肉をかじって言うと、カミーユもうなずいた。

			　一見そっけないが、尻尾(しつぽ)は左右に振られてた。ほっぺもほんのり染まってる。

			　かなり喜び、楽しんでいる証拠だ。

			（ん………♥）

			　隣のリアも、モナカみたいな食べものを両手で持って、もこもこと食べている。

			「次はアレ食べるぜなっ！　アレ食べるぜなぁ！」

			　リンディスはまた、別の店に駆け寄った。たこやきの入れ物に入った揚げ芋みたいな食べ物に、濃厚なソースをたっぷりとかけてもらい――。

			「ぜなぁ～♪」

			　幸せそうに口をあけて、パクリと食べる。

			「んうぅ～～～～～～～～～♡♡♡」

			　ほっぺたを押さえて、満面の笑み。

			　そんな中、ミーアひとりが、なにも食べていなかった。

			「食べないのか？」

			「いや……、ボクは……。お祭りさんのくーきとか、みんなが楽しんでいるのを見たりするのは好きなんだけど、実際に食べたりするのはちょっと……」

			「そうなのか？」

			　ミーアは腹部に手を当てて、隠すように腕でおおった。

			「っていうかさ。最近ちょっと、おなかのほうにお肉さんがさ…………」

			　ミーアの何気ないつぶやきに、食事を楽しんでいたリンディス、ロミナ、レミナが固まる。

			　一秒、二秒と固まって、反動のように叫ぶ。

			「ううっ、お大丈夫だぜなっ！」

			「そうですよっ！　運動すれば大丈夫ですっ！」

			「運動すれば、大丈夫じゃんよっ！」

			　それは真実の叫びというよりも、真実になってくださいと神に祈る信者のような、悲痛で悲愴な悲鳴であった。

			　けっこうみんな、気にしてたんだな。

			（………。）

			　リアも自分が食べていたモナカみたいなお菓子を、オレの口元にやってきた。

			「リアも気にしてたのか？」

			（ブンブンブンッ！）

			　リアは必死に首を振った。

			　しかしあまりに必死すぎて、逆にウソっぽくなっている。

			　まぁいいや。

			　オレはリアにモナカを食べさせてもらい、ミーアに言った。

			「っていうかミーア、そんなに肉ついてないじゃん」

			「そんなふーに言ってたら、気づいた時には大変なことになっているのが、おなかのお肉さんでしょっ！」

			　ミーアはギュッと拳を握って、[image: 035kao.png]な顔で言ってきた。

			　けっこうオンナノコなとこあるんだな。

			　かわいい。

			　まぁそれはそれとして、お祭りは続く。

			「運動すれば大丈夫だぜな。運動すれば、大丈夫だぜなぁ……っ！」

			　リンディスは、念仏のようにつぶやきつつも、料理を食べる。

			「おいしいぜなぁ～～～！」

			　と打ち震え、残りをロミナに差しだしたりする。

			「ロミも、半分食べるぜな！」

			「はっ、はい！」

			　ロミナはロミナでパクリと食べて、「おいしいですぅ～～～！」と震える。

			　そして食べ物以外でも、いろいろとあった。

			　浮遊魔法と火炎魔法の使い手たちが編隊を組んで、花火で虹を作ったり、セイレーンもかくやと言わんばかりの美声の主が歌を歌っていたりしていた。

			　銀色のタロットカードで、カードマジックをしているような男もいた。

			　多くの人が魔法を使える世界な分、派手なものも多い。

			　そんな感じで祭りを楽しみ、オレたちは帰宅した。

			　家に帰ってきたという安心感が、全身を包む。

			「楽しかったなぁ」

			「うんっ♡」

			（こくっ。）

			　ミーアとリアは、素直にうなずく。

			「運動すれば大丈夫だぜな。運動すれば大丈夫だぜな」

			「運動すれば大丈夫ですっ。運動すれば大丈夫ですっ」

			　しかしリンディスとロミナは、おなかを押さえてブツブツ言ってた。

			「そんなに心配になるんなら、最初から食うなよ」

			「「だっておいしかったんだぜなあぁ～～～（ですうぅ～～～）」」

			　カミーユがジト目で突っ込むと、ふたりは泣きながら答えた。

			　かわいい。

			　そんなふうに和んでいると、シャルルとライナが帰宅してきた。

			「お帰り、シャルル」

			「ラクトさまぁ！」

			　シャルルは元気に返事をすると、オレに飛びついてきた。

			「ラクトさまっ、ラクトさまあぁ♥♥♥」

			　ひとしきりオレに頬ずりしたあと、オレの両手をギュッと握って聞いてくる。

			「お祭りはいかがでしたか？　ラクトさまぁ♥」

			「楽しかったよ」

			「はうぅ～～～～～～～～♥♥♥」

			　オレが心から言うと、シャルルは丸くてかわいいお尻の尻尾(しつぽ)を、パタパタと振った。

			「オレが楽しかったっていうお話をしているだけなんだが……」

			「ラクトさまのうれしそうなお顔を見れて、うれしくないシャルルなどはいないのでありますっ！」

			「そうか」

			「はいでありますっ！」

			　オレのシャルルは、満面の笑みで答えた。

			　本当に、オレのシャルルは健気でかわいい。

		

	
		
			第23話　大会本戦・くじびき編。

			　

			　大会本戦の日がやってきた。オレたちは、受付でカードを提示する。

			　大会に参加しないロミナやカミーユとは別れ、案内のまま進む。

			　着いた先は、ホテルのロビーのような空間だ。

			　ここでくじびきをして、本戦の組み合わせを決めるらしい。

			「はうぅぅ……」

			　緊張しているのだろう。シャルルが縮こまって震えた。

			「シャルル」

			　オレはシャルルの両手を握った。

			　案の定と言うべきか、手は二本とも、冷たく固くなっていた。

			　オレは両手で揉みほぐす。

			「はぅわっ、あっ、ラクトさまっ?!」

			「緊張をほぐしてるだけだ。気にするな」

			「はうぅ…………」

			　シャルルは顔を紅潮させる。固く冷えていた手も、次第に熱を帯びてきた。

			「これでもう、大丈夫だろ？」

			「はい……であります……」

			　オレのシャルルは、うなじまで赤くしてうつむいた。

			　かわいい。

			「ラクト………。」

			　リアが袖を（くい………。）と引いた。

			　小首をかしげて聞いてくる。

			「きんちょう………してる？」

			「してないけど？」

			「………。」

			　リアはなにも言わなかった。しかしオレを見つめる澄んだ瞳は、遠いところを見つめているかのようにしょんぼりしていた。

			　鈍かったオレだが、さすがに察した。

			「あー、いや、してるかな。緊張、実はしてるかな！」

			「………。」

			　リアは黙ってオレを見つめて、ぽつりと言った。

			「わざとらしい………。」

			「やっぱりそう思うか」

			（こくっ。）

			　っていうかリアは、テレパシーが使えるんだよな。

			　そういう意味じゃ、ウソをつくこと自体ナンセンスだったか。

			（ふるふる。）

			　オレはそう思ったが、リアは小首を左右に振った。

			　オレの両手を、キュッと握って言ってくる。

			「気もちは………、うれしい………。」

			「そっ、そうか」

			（こくっ。）

			　まっすぐにオレを見つめるリアは、方図もないほどかわいらしくて、オレの顔は熱くなった。

			　リアはそのまま、オレの手をもみもみとほぐした。

			　リアの両手は、ふにふにしていて温かく、とても気持ちがよろしかった。

			「あっ……。相変わらずじゃんね……」

			「だぜな……」

			「まったく……。キミというやつは……」

			　レミナとリンディスとライナが、頬を染めてつぶやいた。

			　三人そろって、『イチャつきたいけど、恥ずかしいのでできない』みたいな顔をしている。

			　かわいい。

			「みいぃ…………」

			　そして遠くでセシリアが、さびしそうにこちらを見ていた。

			　先日のことを引きずっているのだろう。『声をかけたいのだけど、かけられない』みたいな顔をしている。

			　仕方ない。オレのほうから言ってやるか。

			　オレは小さく口を開いた。

			　セシリアの顔に、ほわあぁ……っと明るい光が差した。

			　が――。

			「この場所には、人目というものがあるのですがね……」

			　聞き覚えのある声に遮られた。

			（みゃあぁ―――――――――っ！）

			　セシリアの顔が、とても哀しそうになった。

			　可哀想な気はしたが、自分からこないのが悪い。

			　オレはセシリアを忘れ、声をかけてきた子を見た。

			　赤い髪をした、ショートポニーの女。身に着けているのは、炎を思わせる色とデザインをした武闘着と、ルビィレッドな色をしたガントレット。

			　顔立ちはクールで、目つきは鋭い。

			　そして名前は――。

			「ユキか」

			「あっ、赤(あか)峰(みね)ですっ」

			　名前を呼んだだけなのに、ユキは顔を赤くした。

			　かなりひさしぶりな登場となるこの子の名前は、赤(あか)峰(みね)ユキだ。

			　地球からの転生者であり、前世では、病院で寝たきりの女の子だったらしい。

			　転生の際には、極悪なチートをもらってる。

			　戦いの途中で時間を戻せる。

			　相手に与えたダメージはそのままで、自分のほうは全回復。

			　本当に、強力すぎる極悪チートだ。

			　それでもオレに敗北し、そのあと街で『かわいい』と言われてオレに惚れた。

			　しかしそんなノリで惚れるのは納得がいかないと、自らに鍛錬を課すような子でもある。

			　しかし、この様子だと――。

			「まだオレのことが好きだったりするのか？」

			　ボンッ！

			　その一言で、ユキの顔は真っ赤になった。

			　視線を左右に泳がせて、胸の前で指を絡ませ、うつむくようにうなずく。

		

	
		
			[image: p252.jpg]
		

	
		
			「はい…………」

			「そんなに好きなら、フツーにこっちにくればいいのにぃ♡」

			　ミーアがオレの背中にくっついて言った。

			　オレの肩に頭を乗せているミーアは、とても幸せそうである。

			　ユキの白い喉笛が、うらやましそうに鳴った。

			「ちなみにミーアさんは、どのようなきっかけでラクトさんを……？」

			「ボクはねぇ♪　ええっとねぇ♪」

			　ミーアはくねくね体をゆらし、はぁーん♪　とノロケ顔で言った。

			「初めてしてもらったえっちがぁ、とっても気持ちよかったからぁ♡」

			「………………はい？」

			「ラクトさんにしてもらった初めてのえっちがぁ、くちゅくちゅのぉ、とろとろでぇ。

			　ハァーんっ♡　って感じだったからぁ♡♡♡」

			　ミーアらしいがひどすぎる理由に、ユキはポカンとマヌケ面をした。

			　その表情は、ひどすぎてあっけに取られているというよりも、そもそも理解できないといった感じだ。

			　それでも意味を理解するにつれて赤くなり、どもりながら言葉を発する。

			「そそそっ、それはっ、順序が逆になっているのでは…………？」

			「逆じゃないよぉ？　えっちしてもらったのが先いぃ～～～♡」

			　ミーアが頬を染めたまま、オレのほっぺに頬ずりしてきた。

			　オレはユキから目を逸らして答える。

			「まぁ……その通りかな」

			　するとユキは、視線をシャルルやレミナたちに移した。

			「わたしは違うぞ！　まずアマクサに惚れ抜いたからこそ、ほとんど毎日種を植えつけてもらっているのだ！」

			「シャルルもシャルルも、ラクトさまを好きになったのが先でありますっ！」

			「アタシもじゃんね！　するより前から、ラクトを旦那さまにするって決めていたじゃんね！」

			「アタシもアタシもそうだぜなっ！　まず好きだから、無理やりされてもイヤって言えなかったんだぜな！　そのあといっぱいメチャクチャされても、イヤとは言えなかったんだぜな！」

			（こくっ！　こくっ！）

			　四人は顔を真っ赤に火照らせ、必死になって弁明をした。

			　リアは唯一真っ赤ではないが、それでも強くうなずいた。

			　しかしユキの赤面っぷりは、納まるどころか加速した。

			「つまりあなたがたは、ラクトさんとそういう関係であるとっ?!」

			「うんっ♡」

			「そういうことで……」

			「あります…………」

			「ぜなぁ…………」

			「…………」←無言のレミナ。

			（ん………♥）

			　ミーアは素直に答えたが、ほかの四人は固まった。胸の前で指を絡ませたり、服の裾を握りしめたり、もじもじと太ももをこすり合わせたりしている。

			　ただリアは、オレへの気持ちを示すかのようにオレに抱きつき、すりすりと頬ずりをした。

			「や……やはりあなたには、好意を寄せないほうが正解のようですっ！」

			　ユキは真っ赤になって去って行った。

			　それと同時に、きのう司会をやっていた女の子が叫ぶ。

			『それではこれより、抽選会を始めます！　お名前を呼ばれた方は、前にでてくじを引いてくださいっ！』

		

	
		
			第24話　シャルルとミーアの本戦・一回戦。

			　

			　くじびきが終わった。係の人が手書きでトーナメントの表を作って、アリシアに渡す。

			　アリシアはその表を、紙の山のてっぺんに置いた。

			　腕輪をはめたアリシアが、紙の山に手をかざす。

			「なにをしているのでありましょうか……？」

			「透過の術だな」

			　シャルルの声に、ライナが答えた。

			「一番上の紙に書かれた文字や記号を、下の紙に透過する術だ」

			　つまり印刷か。

			「すごいであります……！」

			　シャルルが瞳を輝かす。

			　日本に住んでいるとすごさがわかりにくい『印刷』であるが、歴史的には、重要な意味を持つ。この技術が一般化したことで、思考、情報、娯楽の伝達は容易になって、人の文化は急速に発展した。

			『人類史上でもっとも偉大なる発明は、火を除いたら印刷機だ』と語る科学者も多い。

			「そうですわっ！　わたくしのリーシャは、すばらしく優秀で聡明な、わたくし自慢の妹なのですわぁ！」

			　シャルルが感嘆の声をあげると、セシリアが割り込んできた。

			　その顔は、自分を褒められたかのように誇らしげである。

			　アリシアがセシリアを慕(した)う理由が、ほんのすこしだけわかる。

			「おねぇさま……」

			　だがしかし、こういう場所で言われるのは恥ずかしいのだろう。

			　アリシアは、顔を赤くしてうつむいた。

			　なにはともあれ、アリシアの印刷は無事に終わった。

			　トーナメントの表が、オレたちに配られる。

			　半分以上は、見覚えのない名前だったが――。

			「シャルルとミーアは初戦からか」

			「みたいだねぇ～」

			「はうぅ……！」

			　ミーアは明るく答えたが、シャルルはぷるぷると震えた。

			　武者震いというよりは緊張だ。見ていてちょっと、危なっかしい。

			「まぁ、がんばれよ」

			「はははっ、はいであります！」

			　それでもオレが頭をポンと叩くと、がんばってうなずいた。

			　オレはシャルルとミーアを残し、観客席に戻ることにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『さぁさぁさぁ、さぁ！　ヴァーラスキャルヴ学園武芸会・本戦の始まりだあぁ―――っ！』

			　オレたちが観客席に戻ると、司会の女が声高に叫んでいた。

			『まず東より現れるのは、予選大会ではジョセフ・ホワイト選手を奇策で破った〈おもらしの聖騎士〉シャルル＝ノイスタッド選手と、シャルル選手を深く慕(した)う、ミーア＝カラット選手だあぁぁぁぁぁぁ!!』

			　司会がふたりを紹介すると、リングの上に魔法陣が浮かんだ。

			　そしてふたりが召(しよう)喚(かん)される。

			　本戦なだけあって、予選の時より派手である。

			　会場は盛りあがりまくった。

			　特に男たちからの声が、すごいことになっていた。

			　まぁシャルルのおっぱいとルックスで人気がでないって、そっちのほうがおかしいしな。

			　心も体もおっぱいも、全部オレのもんだけど。

			　おっぱいを揉んだりキスをしたりはもちろんのこと、それ以上のこともやりまくっている関係だけど。

			　なんてオレが思っていると、かわいいシャルルは、きょろきょろおどおどオレを探した。

			　かなり緊張しているのだろう。丸い尻尾(しつぽ)が、しゅぅん……と垂れてる。

			「リーダー、あっち」

			　ミーアがシャルルの肩を叩いて、オレのほうを指差した。

			　オレはシャルルに手を振った。

			「はうぅ…………」

			　たったそれだけのことで、シャルルは安(あん)堵(ど)の息を吐く。

			　緊張も、ほどよく解けたようである。かわいい尻尾(しつぽ)が、パタパタと振られた。

			　もう本当に、『オレのシャルル』だ。

			　会場の一部から、恨みの視線がオレにかかった。

			　だがオレは、ギン――と鋭く睨み返した。

			　それだけで、オレを睨んだ男たちは怯んだ。

			　楽しい。

			　ついでにリアをヒザに乗せ、たっぷりイチャつき見せつけた。

			「まったく……。キミというやつは、まったく……」

			　ライナはそんなことを言いながら、お約束のようにオレの腕を組んだ。

			　司会の女の声が響く。

			『そして西より現れるのは、斬り裂き王(リツパー・キング)、レイド＝レッドジャックとその相棒、グリムス＝リカルドーのふたりだあぁぁ！』

			　司会の声に合わさって、魔法陣が現れる。

			　赤いバンダナをした若い男と、緑のライトアーマーの若い男が現れた。斬り裂き王(リツパー・キング)と思わしき赤バンダナが二刀流で、相棒の緑ヨロイ――グリムスが片手剣と盾だ。

			『それではヴァーラスキャルヴ学園武芸会本戦、第一試――――』

			「キヒャッハァッ！」

			　司会が合図を告げるより早く、リッパーがしかけてきた。

			　タンと地を蹴り鋭く跳ねて、刃を立ててギュル――っと回る。

			　その様相は、刃のついた水車のようだ。

			「うわっ！」

			「はうっ――！」

			　ミーアもシャルルも対処できずに、それぞれ左右に跳んでかわした。

			「ヒャアッ！」

			　リッパーが着地際、右手の剣を横薙(な)ぎに払う。

			　今度の狙いはシャルルひとりだ。

			「わんっ！」

			　シャルルは剣を振りおろし、斬撃を弾いた。

			　

			　するとシャルルの首筋に、左側から斬撃がっ！

			　

			　シャルルはくるりと、弧を描くようなステップを踏んだ。踊るように回避する。

			　リッパーの横手に回り、居合いのような横薙(な)ぎ一(いつ)閃(せん)。

			　リッパーはバク宙を入れた。シャルルの剣は虚(こ)空(くう)を切った。

			　リッパーが突っ込んでくる。

			　二刀の剣から、雨だれのような斬撃。シャルルは防戦一方となった。

			　この二刀使いは、なかなかの腕である。

			　一方のミーアは、ライトアーマーの男――グリムスと対(たい)峙(じ)していた。

			　グリムスが振ってくる剣を、ガキン、ガキンと受け流す。

			　ミーアはバックステップで距離を取り、ナイフをシュルッと三本投げた。

			　けれども、盾に弾かれる。

			　グリムスの突きがきた。ミーアは後ろにさがってかわす。

			　シャルルとの距離、遠のいた。

			「これじゃ二対二っていうか、一対一がふたつだな」

			「そういう戦術なのですわ」

			「うまく使えばチームの力を五倍、一〇倍とする連携も、つたない場合はゼロやマイナスを生んでしまうからな」

			　セシリアが言うと、ライナが淡々と相(あい)槌(づち)を打った。

			「そして立ち運びを見る限り、ミーア＝カラットと戦っている戦士はＣランクの中位。

			　シャルル＝ノイスタッドと対(たい)峙(じ)している男は、Ｂランクでも上位クラスの戦士だな」

			「そっ……そうですわね…………」

			「どうかしたのか？　セシリア＝フェアゲッセン」

			「今のわたくし、『それですと、Ｃランククラスになったばかりのシャルル様では、きびしい相手になりますわね……』と言おうと思ったのですが……」

			「思ったのですが？」

			「わたくしは以前に、シャルルさまの力量を見誤ったことがございますので…………」

			「そっか」

			　反省していて偉かったので、オレはセシリアの頭をポンと叩いた。

			「みゃっ?!」

			　セシリアは、素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声をあげた。

			　しかしオレがなでなですると、気持ちよさげに瞳を細めた。

			「みいぃ…………」

			　基本的にアホの子なコイツだけど、自分が間違っていたと思った時には素直なんだよな。

			　ずっと前にライナにいろいろと言ったことについても、ちゃんと謝ったらしいし。

			　アホの子すぎて、『自分が間違っていた』って思うことが滅多にないのがアレなんだけど。

			　もうホント、致命的にアレなんだけど。

			　そこさえ治せばってぐらいな感じにアレなんだけど。

			　なにはともあれシャルルたち――特にシャルルは苦戦していた。

			（はううっ、はううぅ…………っ！）

			　剣と手(しゆ)甲(こう)で相手の二刀を捌(さば)いてはいるが、衝撃までは殺し切れない。

			　衝撃の余韻が剣や手(しゆ)甲(こう)から伝わって、じわり、じわりと両腕を蝕(むしば)んでいる。

			「この状況を打破するには、ミーア＝カラットがグリムスを打ち倒し、二対一に持ち込むしかないであろうな」

			「っていうかまだ持ち堪えてるだけでも、けっこうすごいほうじゃんね」

			　ライナとレミナが、冷静な分析を入れた。

			　ミーアも理解はしているのだろう。必死になって、グリムスを倒そうとしている。

			　ただそれが、焦りに繋がってしまっている。

			　急所狙いの単調な攻撃になって、剣や盾で防がれる。

			（ううううぅ～～～～～～～～～っ！）

			　互角なはずのツバ迫り合いでも、ミーアは歯噛みで、グリムスはニヤ……と口角をゆがめる。

			　グリムスが、タンと下がって距離を取る。仕切り直しからの斬撃。

			　それは牽制の意味合いが強い、防御のための攻撃だ。

			　しかしミーアは、強引に突っ込んだ。

			「てやああああっ！」

			　剣を手(しゆ)甲(こう)にぶち当てて、グリムスとの間合いを無理やりに詰める。

			　だがしかし、力任せの攻撃だ。

			　グリムスの盾に防がれる。

			「うぎぎぎぎ…………！」

			　グリムスの首筋に剣の切っ先を届けようとしているのだろう。

			　ミーアは剣で盾を押す。

			『お前どけっ！　あいつ殺せない！』の状態だ。

			　しかし相手も手慣れたものだ。自身の盾をツイと引く。

			「うわっ！」

			　そしてミーアの体勢を崩し、腹部に膝蹴りを入れた。

			「うぎっ……！」

			　ミーアの顔が苦悶にゆがむ。

			　そんなミーアの首筋に、グリムスは肘(ひじ)鉄(てつ)を落とす。

			　ミーアの体がドサリと崩れた。

			　相手はチラリとリッパーを見やった。

			『ケヒャケヒャケヒャアァーッ！　逃げてばっかじゃ、俺は倒せないぜえぇっ?!』

			『はううっ、はううぅ…………っ！』

			　リッパーはグリムスに背を向ける形で、シャルルに斬撃を放ちまくっていた。

			　それを見て、グリムスはミーアにトドメを――――。

			　

			　刺さない。

			　

			　むしろミーアと距離を取り、巌(いわお)のようにどっしり構える。

			　有利に見えてもトドメの際は、相手がどんな反撃をしてくるかわからない。

			　そしてリッパーが、後(おく)れを取ってしまうことはない。

			　ならば自分は、一対一を徹底していればよい。

			　そんな自信が、透けて見える対応だった。

			「今のタイミングで追撃受けたら、危なかったんだけどなあぁ……ボク」

			　ミーアがふらりと立ちあがり、無理のある作り笑顔を浮かべた。

			　虚勢なのは明らかだった。

			　だがそれは、『虚勢を言える元気は残っていること』の証左でもある。

			　オレは叫んだ。

			「そいつを倒す必要はないんだぞっ！　ミーアッ！」

			「ええっと……。あっ！　そっ、そっか！」

			　オレの叫びで、ミーアは気づいた――というよりは、冷静になった。

			「そうだよね……。やっつけなくて、いいんだよね……」

			　声と剣を握る手に、深く重い力がこもる。

			　ミーア、スゥーッ……と呼吸を整えて、グリムスに飛びかかる！

			「でやああっ！」

			「フンッ！」

			　グリムスはミーアの一撃を、盾でガキンと受け止めた。

			　グリムスは、ミーアをシャルルの救援に行かせないようにしている。

			　だから自身は、ミーアとシャルルを結ぶラインの上にいないといけない。

			　迂(う)闊(かつ)に攻撃を回避して、そのラインから動いてはいけない。

			　だからミーアが突進すれば、防御は『受け』の一択になる。

			　そしてミーアは、その瞬間を待っていた。

			「たいようけぇ―――んっ！」

			「グアアアアアッ！」

			　剣を白く輝かせ、グリムスの視界を一瞬奪う。

			　グリムスの横を抜け、シャルルの救援に向かった。グリムスは、急に接近してきたハエやゴキブリを振り払うかのように、剣をブンブン振っている。

			「リート！　リート！　リート！」

			　グリムスが、突破された時の合図と思わしき言葉を叫んだ。

			「使えねぇヤロウだナアッ！」

			　リッパーが、チッと舌を打つ。

			　シャルルに剣を振りおろし、ミーアに向かって振りあげる。

			「はうっ！」

			「うわあっ！」

			　ミーアは仰け反ってかわし、シャルルはガキンと受けとめた。

			「ふたりでやりゃあ、勝てると思ってんじゃねぇぞぉっ！」

			　リッパーはバックステップを踏んで、シャルルとミーアから距離を取る。

			「そもそもこの俺様が二本の刀を使ってんのは、相手がふたりでかかってこようと、手軽にぶった斬れるためなんだからヨォ！」

			　ズガガガガッ！

			　嵐のような斬撃が、ミーアとシャルルに降り注ぐ。

			　一撃一撃が重く、致命傷になりえるラッシュ。

			　そこから足を軸にして、ギュルリと激しい回転斬りだ。

			　靴の先から刃が生えて、ミーアの剣をぶった斬る。

			「ミーアッ?!」

			「ボクなら平気っ！」

			　ミーアは後ろに下がりつつ、二本のダガーナイフを抜いた。

			　キィィン――と白い光を溜めて、剣を振る。

			　小さい斬撃が飛んだ。リッパーは、それをバク宙で回避した。

			　それからそこに、グリムスがやってきた。

			「これでもっぺん、二対二だなぁ」

			　リッパーが言った。

			「はじめてでしょお？　二対二さんわぁ」

			　ミーアがとてもミーアらしい、間延びした声で言った。

			　シャルルと目線で言葉をかわし、ふたり並んで相手に突っ込む。

			　シャルルの斬撃。リッパーは受けて、ミーアがその隙にナイフを飛ばす。

			　リッパーはかろうじて剣で弾くが、ガラ空きになった胴体に、白い斬撃が飛んでくる。

			「うおおおおっ！」

			　リッパーは冷や汗を垂らし、仰け反って回避した。

			　そこにシャルルの追撃が――――。

			　いかないように、グリムスが剣を突きだす。

			「はうっ！」

			　シャルルはタンッと下がって回避し、牽制の突きをくりだす。

			　グリムスは、首をひねって回避する。

			　が――。

			「あまぬるさんだよっ！」

			　ミーアのパンチが横から入った。

			　ミーアは軽やかなステップで、先刻に投げたナイフを拾って下がる。

			　そしてリッパーが戦線に戻ると、グリムスは身を引いた。

			「なるほどな」

			「そういうこと」

			「つっ……つまりどういうことですの？」

			　ライナのつぶやきにオレが相(あい)槌(づち)を打つと、セシリアが尋ねた。

			「相手は最初に、シャルルとミーアを分断した。それはつまり、個人で戦うことには自信があっても、連携には不安が残ってるってこと」

			「つまりふたりは、二対二に持ち込むだけでも、かなり有利に戦える――ということだ」

			　オレがセシリアに説明すると、ライナが簡単に締めた。

			「ググッ、グッ！　グゾガッ、グゾガアアッ！」

			　決着もつきそうだ。なまじ二対二になったことがリッパーの慢(まん)心(しん)を生み、当初にあった感覚の鋭さを鈍らせている。

			「行くよ、リーダー！」

			「わんっ！」

			「ツイン・スラァァァァァァァァァァッシュ！」

			　ミーアが即席の技名を叫び、ふたりが双方向からリッパーを襲う。

			「グアアアアアアアアアアアッ!!」

			　そしてリッパーはＸのような文字を刻まれ、高々と吹き飛んだ。

			　グリムスも速やかに倒されて、シャルルとミーアの勝利となった。

		

	
		
			第25話　赤(あか)峰(みね)ユキの本戦編。

			　

			「ラクトさぁ～～～～～～～～～んっ♪」

			　控え室と会場を繋ぐ廊下。

			　シャルルとミーアを出迎えようとしたら、ミーアが駆け寄ってきた。

			「えぇーいっ♪」

			　ミーアは元気に飛び跳ねて、ぴょーんっとオレに抱きついてくる。

			「ラクトさん、ちゅうぅ～～～～～～～～～♡♡♡」

			　さらにミーアは、オレの唇にキスをしてきた。

			　オレはミーアを抱き返し、背中と頭をよしよし撫でた。

			「えへへぇ、だいすきぃ♡　ラクトさん、だいすきぃ♡♡」

			　ミーアは甘えた声をだし、オレにたっぷりと甘えた。

			「はうぅ……」

			　ミーアの背後に立っていたシャルルが、ちょっぴりさびしそうにした。

			　ミーアがオレから離れ、シャルルの背中をグイッと押した。

			「それじゃあ次は、リーダーの番だねっ！」

			「はうっ?!」

			「ボクがラクトさんとイチャイチャしたのに、リーダーができない……なんてお話はないでしょー？」

			「はうぅ…………っ！」

			　ミーアに突き押されてしまったシャルルは、オレを見て赤くなる。

			「ほらぁ、リーダー。ボクたちがんばったんだからさぁ、いーと思うよ？

			『ごほーび』をおねだりしてもさぁ」

			「ミーアの言う通りだな」

			「いっ、いえ……。ですが、その……。

			　シャルルはシャルルは、ご褒美を不要しているシャルルではないでありますが……」

			「が？」

			　シャルルは顔を赤くしたまま、切ない顔で目を逸らす。

			「ラクトさまにきちんと見ていただいただけで、充分すぎるほどに幸せを感じてしまったシャルルでもあります…………わん」

			「そうなのか？」

			「はいであります…………わん」

			　シャルルは、こく……とうなずいた。

			　幸せそうな桜色に染まった頬や、左右にゆれてる丸くてかわいい小さな尻尾(しつぽ)が、シャルルの言葉が真実であることを告げていた。

			　オレはシャルルの頭を撫でた。

			「はうぅ～～～～～～～～～～～～っ！」

			　するとシャルルの幸福の値が、限界を突破した。

			　さすが犬っ娘というべきか、とても単純である。

			　かわいい。

			　そんなふうにイチャついてると、背中のほうから殺気を感じた。

			　オレは振り向く。

			　そこにいたのは、ユキだった。

			　ユキはジト目でオレを見ていた。

			「次が、わたしの試合ですので――」

			　目つきのせいでそう見えるとかではなくって、わりとガチでにらんでる。

			「…………怒ってる？」

			「べべべっ、べつに、怒っているわけではなくて、その…………」

			　ユキはカアッ――と赤くなり、整った顔を伏せた。

			「その…………」

			「ヤキモチか」

			　ボォンッ！　真っ赤になってしまったユキが、わたわたと慌てて叫ぶ。

			「さささっ、察しにゃいでくだひゃっ！」

			　ろれつの回らない調子で叫んだユキは、主張の途中で舌を噛んだ。

			「～～～～～～～～～っ！」

			　まるで熱いカレーでも食べてしまったかのように、口を押さえて瞳を閉じて、痛みに耐えて地団駄を踏む。

			「とととっ、とにかくとにかく、そういうことは言わないでくださいっ！

			　わたしはむかしに病院で読んだ、かわいい少女漫画みたいな恋をしたいんですかにっ！」

			　改めて叫んだユキは、改めて舌を噛んだ。

			（くううぅぅぅ…………っ！）

			　ユキは痛そうに口を押さえて、半泣きの瞳でオレをにらんだ。

			『あなたが悪くないことは理解しておりますが、それでもやり切れないんですっ！』

			　みたいな顔をしている。

			「わたしはっ、この大会であなた以外にメビウスの指紋を使用してもよいのは一回までと決められておりますが、それでも決勝に残ってあなたを倒して想いに終止符を打ちますっ！」

			　ユキは謎の宣言をして、会場へと向かった。

			　ちなみに『メビウスの指紋』ってのは、戦いの途中でリセットを入れる（相手に与えたダメージはそのままであるが、自分自身は全回復）という、極悪なチートスキルのことだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『さぁー、ヴァーラスキャルヴ学園武芸会！　本戦第二試合こと、Ａブロック二回戦の始まりだぁ！　西から現れたのは〈女神フレイヤの御子〉、アカミネ・ユーキ！』

			　オレたちが観客席に戻ると、司会の女が叫んでいた。

			「っていうか、一回一回呼び名をつけるのはなんなんだ……？」

			「こういう場では、呼び名(ケニング)はつけるものだろう？」

			「こういう場では、呼び名(ケニング)はつけるものですわ」

			「こういう場では、呼び名(ケニング)は、つけるものであります……」

			　オレがぽつりとつぶやくと、ライナとセシリアに、シャルルの三人から言われてしまった。

			　どうもこの世界では、日本人が名字を先に言うのと同じくらいの感覚で、呼び名(ケニング)をつけるのが当たり前らしい。

			『そしてぇー！　アカミネ選手に対するは、アヅマの国からやってきた〈ミスティックブリンガー〉。ボッツ選手と、フロッグ選手だあぁぁぁぁっ！』

			　リングにあがるは、ひょろりと背の高い、骨ばったノッポのと、逆に小さくて丸い、ガマのようなチビ男だ。

			　この大会では、Ａランク相当の力を持っていると、ひとりで参加しなくてはいけない。

			　逆に言うと、ペアを組んで参加しにきているのは、Ａ未満であるわけだ。

			　それでもユキと対(たい)峙(じ)しているふたりは、なかなかに強そうだ。

			『それではヴァーラスキャルヴ学園武芸会、第二回戦――――始めえぇっ！』

			　司会の女が声をだし、第二試合が始まった。

			　開始早々、チビのほうがドゥンッと突っ込む。

			　手足が短く鈍重そうだったわりに、なかなかのスピードだ。

			「食らええいっっ！」

			　チビが懐に手を入れて、かんしゃく玉のような玉をバラまく。

			　ユキは自身の右の手首を左手で握って叫んだ。

			「焼却しますっ！」

			　右手から、緋(ひ)色(いろ)の熱(ねつ)閃(せん)光(こう)が放たれる。

			「うおおおっ！」

			　チビが体を半身ズラして、かろうじて回避した。

			　閃(せん)光(こう)に触れてしまった玉のほうは、跡形もなく消えた。

			　しかし閃(せん)光(こう)に触れなかった一部の玉が、パァンッ！　パァンッ！　と破裂する。

			　煙を花火にしたかのような、白い霧が飛び散った。

			「い、い、いまのブギは、蒸気弾って、いっ、言うんだな。摂(せつ)氏(ち)一二〇度の蒸気を、おいらのマナで固めた、ブギ……なんだな。直撃すればモロチンのこと、射程範囲で破(ハ)裂(レツ)させられるだけでも、皮(ビ)膚(ブ)はただれて、目玉(タマメ)は溶(ど)けて、大変(ヘンタイ)なことに、なるん……だな」

			　チビな男は、およそ知性を感じさせない口調で言った。

			　口の端には笑みがあり、自身の力をあえてエゲつない方向に伸ばしたことがうかがえる。

			「そういうセリフは、わたしの炎で蒸発しない霧をあつかえるようになってから言っていただきたいものですね」

			　語るユキの周囲には、紅い結界のようなものが張られていた。

			　単に漂う程度の霧なら、問題なく蒸発できるような感じだ。

			　ユキはチラりと、ノッポのほうを見た。

			　魔法の詠(えい)唱(しよう)も、攻撃の準備もしていないノッポのことを訝しみつつ、チビに突っ込む。

			　チビが自身の胸の前で、印のようなものを結んだ。

			「じょっ、じょっ、蒸(じよう)爆(ばく)陣(じん)…………だな」

			　チビからつい先刻の、蒸気弾が飛びだした。

			　膨大な数に、尋常ではない速度。それが生み出す攻撃範囲。

			　どれをとっても、ユキから『回避』という選択を奪う攻撃。

			　それゆえユキは――。

			「滅却しますっ！」

			　右手に炎をまとわせて、自身の手前でブォンと振った。

			　灼(しやく)熱(ねつ)の壁がユキの手前に生まれ、蒸気のすべてを遮断した。

			「ハアッ！」

			　ユキが鋭い手刀を突きだす。

			　それはチビの胸板を、一直線に貫いた。

			「グアア――ッ！」

			　ガマカエルのような顔が、苦悶の形へとゆがんだ。

			　が――。

			「な、なんちゃって…………だな」

			　ボォンッ！　チビの体が弾け飛び、白く濃い霧に変わった。

			　今度の霧に、殺傷能力はなかったらしい。ユキの顔は、戦う前と大差ない。

			　しかし霧はリングに広がり、白い濃霧へと変わった。

			　オレの目はもちろん、ビジョンボードに映るリングも、真っ白な霧でなにも見えない。

			　ただオレは、リアのおかげでユキの目から、大ざっぱな状況を把(は)握(あく)できた。

			　ホワイトアウトの世界の中に、ユキがひとりで立っている。

			『フフフフッ…………だな』

			『クフフフフ…………だ』

			　そしてユキの左右から、チビとノッポの声がする。

			『こっ、これが、蒸(じよう)爆(ばく)陣(じん)。深い霧で、相手の視界を奪う技……なんだな』

			『そして、おれが使う秘術のほうが…………』

			　ノッポの男が、胸の前で印を結んだ。

			『汝(なんじ)は我にして我に非あらず、幻影分身(シヤドウ・サーベンツ)！』

			　ノッポの影が、ひとりからふたり、ふたりから四人。四人から八人へと増えた。

			　さらにそいつら全員が、ヒモのついたコインのような物を回した。

			　ユキを囲む八方から、ヒュンヒュンヒュン――――と音がする。

			　妙に響くその音は、耳が痛くなるほどに不快だ。

			『こ、これでおまいは、音(おど)や気(け)配(ばい)で、おらを察知することもでぎないん……だな』

			　チビが言った。霧の中で、かぎ爪のような武器を取りだす。

			「焼却しますっ！」

			　ユキが声のしたほうに、焼却砲をぶっ放した。

			　けれども、チビはそこにいない。

			　トンネルのように視界が明るく開けるも、すぐに濃霧で白くなる。

			『『『『むだ、むだ、むだ…………なんだな』』』』

			　ノッポの力のせいであろうか。分身は使っていないチビの声まで、八方から響く。

			　ユキは瞳を閉じて精神を集中させた。

			　しかし気配を元に構築されるイメージの中でさえ、チビとノッポは八人ずついた。

			『『『『そっ、そっ、それじゃあ、行くん…………だな！』』』』

			　ノッポの力で増えたように見えるチビが、ユキを八方から襲う！

			　ブシャア――と、鋭い刃が肉を貫いた音が響いた。

			　白い濃霧が薄れゆき、オレの肉眼でもリングが見えるようになる。

			「グ……、ア…………」

			　そこにいたのは、ユキの手刀に貫かれたチビであった。

			「な……、ぜ…………？」

			「白い霧の中で黒い殺気を放っていたら、目立つのは当たり前でしょう？」

			「グ…………」

			　ユキに胸を貫かれたチビが、手足をだらりとブラさげた。

			「焼却します」

			　ユキが一声唱えると、炎がチビの体を包んだ。燃やされたチビは、光の粒子へと変わる。

			「これで残るは、あなたひとりだけですね……？」

			　ユキがノッポに、冷たい瞳をツウッ――と向けた。

			「クヒッ、クヒヒッ、ヒッ」

			　ノッポはゆがんだ笑声をあげると、胸の手前で印を結んだ。

			「一の我が我ならば、無限の我も我！　倍々に増えていく自分(ダブル・ダブル・グロウフ・マイン)！」

			　ひとりがふたり。ふたりが四人。四人が八人と増えて、最後は六十四人もの大軍勢となった。

			「いくらアンタが強くたって、この数相手に勝てるかなぁ？」

			　ノッポに、ユキは答えなかった。

			　なにも言わずに右の手首を左手でつかみ、右の手のひらをノッポへと向けて――。

			「焼却します」

			「「「ギャアァ―――――――――――ッ！」」」

			　その一撃で、ノッポたち三分の一が消滅した。

			「ハアッ！」

			　さらにユキはダンと突っ込み、ひとりのミゾオチにパンチを入れた。

			　ひとりが派手に吹っ飛び消えるかたわら、キュルッと回って勢いのままハイキック。

			　ひとりの首をへし曲げた。

			　分身なそいつも、ボシュッと消えた。

			「例え数を揃えようとも、そもそもの実力の差が開いていては意味がありませんよ？」

			「ヒイッ――！」

			　ユキはノッポを見つめて、淡々と言った。

			　その顔は怖い。もとの目つきがよくないせいで、にらんでいるように見える。

			「アガ、ガ、ガ……」

			　事実ノッポの分身たちは、軽い恐慌状態に陥っている。

			　だがユキは、普通にしているつもりだったらしい。

			　とても傷ついた様子で言った。

			「その怯え方はなんですか……？」

			「ヒッ？」

			「わたしの顔は、あなたにとって恐怖ですか？　恐ろしいですか？　恐怖に満ちたアトラクションのおひとつですか？」

			　ノッポは涙を流しつつ、必死になって首を振った。

			　しかしその表情は、ひどいほどに言っている。

			（あなたのおっしゃる通りですっ！）

			「焼却しまぁすっ！」

			　ユキはド派手に傷ついて、ノッポの分身たちを一瞬で葬(ほうむ)った。

			　終わってみれば、圧倒的な初戦突破だ。

		

	
		
			第26話　リンディスの本戦・前(ぜん)哨(しよう)編。

			　

			　ユキの試合が無事に終わった。

			　オレはくじ引きが終わったところで渡されていた、トーナメントの表を見る。

			「ここからの二試合は、特に知らないやつらの試合か……」

			　何気なくつぶやくと、オレと同じようにトーナメントの表を見つめて、ニヤニヤしているリンディスに気がついた。

			「どうしたんだ？」

			「アタシが立っているブロックに、ひとりで参加している人はいないんだぜなっ！

			　ユキやラクトのような、反則的に強い相手がいないんだぜなっ！」

			　リンディスは、とてもキラキラとして言った。

			「強い、相手が、いないんだぜなああっ！」

			　それはもう、すごく大きなカブトムシを捕まえた子どものようにキラキラとしていた。

			　かわいい。

			　理由はちょっとひどいけど、まっさらな笑顔自体はかわいい。

			　オレが、そんなふうに見惚れていると――。

			「それは聞き捨てならないな」

			　聞き覚えのない声がした。

			　振り返ってみると、見覚えのない顔があった。

			　白銀のヨロイを着込み、オレンジがかった薄茶の髪を、オールバックにまとめた女だ。

			　少女と呼ぶにはいささか年を取りすぎているが、年増というほどの年でもない。

			　数字で言えば、二十五か六といったところだ。

			「今の発言、取り消すっチー！」

			　さらにその横にいた、女と同じヨロイを着込んだちっちゃい女が、[image: 286kao.png]な顔で言った。

			　小動物みたいに丸い瞳と、丸っこいショートヘアが印象的だ。

			「なんだぜな、オマエら」

			　リンディスは、不穏な空気で問いかけた。

			　右手をだらりとぶらさげて、いつでも槍を抜ける構えを作っている。

			「着ているヨロイを見る限り、ツヴェルクの聖騎士のようだが……？」

			「ご明察の通りです」

			　オールバックの女のほうが、ライナへと言った。

			「拙(せつ)の名は、その方の次の対戦相手になるユリウス＝シークレット。この学園が管理している次元迷宮や学園内での一時的な活動権を得る代わり、有事の際には依頼を受ける、客員剣士として大会に参加していた者です。ライナ様をお見受けしたので、あいさつに参りました」

			　長い説明を入れたユリウスは、うやうやしく頭を下げた。

			「姐さんって、そんなにすごい人だったんだぜな……？」

			　リンディスがライナに尋ねると、ユリウスは言ってきた。

			「冒険者の街――キムレスと言えば、アールヴヘイム八大都市のひとつだ。発展途上の冒険者の死亡率を下げ、スキル、能力、実力を向上させることは、大陸全土の力の底上げに繋がる。そこを束ねるギルドのマスターとなれば、一軍を預かる将官にも匹敵する存在だ」

			　ユリウスの目つきは、露骨にリンディスをバカにしていた。

			　それは陰口めいたことを言われていたが理由――というよりは、リンディスという、地位のない人間そのものをバカにしているような感じであった。

			　ムカつく。

			　しかしリンディスが気にしていない様子なので、オレも気にしないことにした。

			「わたしの地位など、所詮は書類が作りだす、形式上のものに過ぎんがな」

			　ライナが淡々とつぶやくと、ユリウスが言った。

			「時にライナ様、この男は……？」

			　すると今まで淡々としていたライナが、急にほっぺを赤くした。

			「こっ、この男か。この男はな……。うむ。この男はな…………」

			　ライナは胸の前で指をもじもじさせながら、オレをチラチラと見る。

			　その視線は身長差のせいで、自然な上目遣いになっている。

			　かわいい。

			　オレはライナの肩に腕を回して、一息に抱き寄せた。

			「恋人だよ」

			「なっ……！」

			　ユリウスは、驚(きよう)愕(がく)に目を見開いた。

			　逆にライナは「はぐぅ……」と胸元を握り締め、感極まったかのようにブルブルと震えた。

			「なんでライナまでそんな反応なんだよ」

			「わっ……わたし自身の意識としては、もちろんそのようなつもりであった。しかし最近のキミを見ていると、わたしを本当にそう思っていてくれているのか不安になってしまったというか……。自分で言って否定されたら傷つくというか……。立ち直れぬというか……。キミの口から、直接聞きたかったというか……」

			　ライナは胸の前で指を突きあわせて、言い訳がましく言った。

			　かわいい。

			「ってか最近のオレって、そんなにライナを粗末にしてた？」

			「大切にしてもらっている意識はあったが、恋人として――というよりも、性奴隷として大切にしているのでは……？　という不安も……」

			「あったの?!」

			（こく…………）

			　ライナは小さくうなずいた。

			「しかし不安に思う反面、キミの性奴隷として心も体も侵食されていく過程には、想像だけでわたしを甘く酔わせる陶酔めいた作用も、けしてないとは言えぬ側面があって、けして悪いだけの気分ではなく…………。しかしどちらかと言えば、やはり『恋人』のほうが…………だな」

			　ライナは幸せいっぱいといった感じで、オレにギュムッと抱きついて、すりすりかわいく頬ずりしてきた。

			　それはかわいい。

			　とてもかわいい。

			　しかしオレと付き合っている子は、どうして自分に性奴隷の疑惑をかけるんだろうか。

			　そう言われると、調教的なマニアックなプレイに興じてみたくなってしまって困るんだが。

			　なんて、オレが思っていると。

			（きゅっ………。）

			　リアが、オレの服の裾を引いた。

			（まにあっく、ぷれい。だいじょうぶ………です。）

			　テレパシーでそう言ってくるリアは、決意の眼(まなこ)でオレを見ていた。

			（マニアックなプレイって、こんな感じだぞ……？）

			　オレはイメージの中で、リアにメイド服を着せた。布で目隠しをして、さるぐつわも噛ませる。両手を後ろ手に縛り、椅子に座らす。足も縛って、両の足をＭの字に開かせる。

		

	
		
			[image: p291.jpg]
		

	
		
			（んうっ………！）

			　リアは羞(しゆう)恥(ち)に頬を染め、足を閉じようとする。だが縛られているせいでできない。そんなリアをたっぷり見つめて、おっぱいを突っつく。プニプニ突ついてムニュムニュと揉む。

			　もてあそんでから手を離す。

			（あっ………。はあっ………、んっ………！）

			　手は離れたが、リアは目隠しされている。次にどこをさわられるのかわからないまま、もじもじと身悶える。

			　オレはリアの下半身に手を伸ばし、パンツ越しにワレメを撫でた。

			（んッ～～～～～～～！！！）

			　突然の快楽に、リアはガクンと仰け反った。

			（んうっ、んうぅ～～～～～～～～～。）

			　さるぐつわのせいで声をだすこともままならないまま、小さな頭を左右に振った。

			　しかしオレは容赦せず、つぷ。と指を差し入れた。

			　リアは再び仰け反った。ビビクンッ！　ビビクンと絶頂に達する。

			　目隠しはそのままに、リアの服を剥ぐ。無防備でいやらしい秘部に指を入れ、くちゅくちゅいじった。目隠しとさるぐつわを外し、愛液を見せる。

			「おま○こいじってたらこんなのがでてきたんだけど、これはなんだ？　どういうことだ？」

			（んんっ………！）

			　突きつけられるのは恥ずかしいらしい。リアは羞(しゆう)恥(ち)に頬を染め、瞳を閉じて顔をそむけた。

			「ふふふ……」

			　オレはリアのほっぺたに愛液を塗った。ズボンを脱いで、いきり立っているそれをリアの下半身にあてがう。

			「んんっ………。んっ………！」

			　先っぽをあてがっているだけなのに、リアは感じて悶える。

			　オレはズンッとねじ込んだ。

			「あっ………！」

			　リアは瞳を閉じたまま、かわいい口を大きくあけた。

			　ずんっ……。ずんっ……。ずんっ。

			　オレは断続的に腰を動かし、リアの内部に刺激を与える。

			「んっ………。」

			「あっ………。」

			「んっ………！」

			　オレが腰を動かすたびに、リアの表情は切なく変わる。オレは動きを激しくしていく。

			　リアも正直になってきた。

			「おま○こ、気持ちいい………です。おちんちん、ずちゅずちゅ、気持ちいい………あんっ、あっ、あっ………！」

			　オレは一際深くねじ込み、リアの中に射精した。

			　どぴゅるっ！　どぴゅっ！　どくぅ！

			（んうぅ～～～～～～～～～～～～♥♥♥）

			　オレが射精するのと同時、リアは絶頂に達した。

			　満足したオレは、リアの拘束をほどいた。今日はこれで解放である。

			　が――。

			（ぎゅうぅ～～～～～～～～～～～～～～～～～～♥♥♥）

			　リアは[image: 035kao.png]な顔をして、オレの体を抱きしめた。両足も、オレの腰を挟んでる。

			（やめないで、ほしい………です。）

			　それはか細く小さな声であったが、透き通るほどに明(めい)瞭(りよう)だった。

			（もっと………。いっぱい、ほしい………です。）

			　リアの瞳は、しっとりとうるんでた。もしもやめたら、泣いてしまいそうなほどに。

			　かわいい。

			　反則的にかわいい。

			　オレはリアにキスをして、二回戦、三回戦に入っていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　イメージが終わった。リアがオレに視線を向ける。

			（じぃ………。）

			　そこに侮(ぶ)蔑(べつ)の色はない。とろけたような、夢見るような半眼だ。

			（もしかして……。平気だったりする部類なのか……？）

			（………。）

			　言わされてしまうのは恥ずかしいらしい。リアは無言でオレにくっつき、オレの脇腹に顔をうずめた。

			（きゅうっ………♥）

			　しかしそのしがみついた感じが、縛りと目隠しぐらいならＯＫであると語っていた。

			　かわいい。

			　でもこの様子から言うと……。

			（途中から、オレのイメージに介入してなかったか？）

			　具体的に言うと、やめないでほしいとか、もっとしてほしいとかのあたり。

			（ビクッ！）

			　どうやら図星であったらしい――が。

			（ブンブンブンッ！　ブンブンブンッ！）

			　リアは拳をギュッと握って、[image: 035kao.png]な顔で小首を振った。

			　オレはリアの態度に合わせ、心の声で言ってやる。

			（そうか。違うのか）

			（こくっ！　こくっ！）

			　リアは[image: 035kao.png]な顔のままうなずく。

			（でもそれはそれとして、オレとのセックスは好きか？）

			（………こく。）

			　リアはぽうっと頬を染め、上目遣いでうなずいた。

			（中だしされるの、大好き………です。）

			　かわいい。

			「…………」

			　ライナが横目で、オレとリアをジト見した。

			　しかしすぐさま、いつものクールで凛(り)々(り)しいライナに戻り、ユリウスに言った。

			「用件はなんだ？　キミたちの国の中で『あいさつ』と言えば、重要な話の前振りだろう？」

			「今回の大会に、気になる点がございまして……」

			　ユリウスは、失言を悔いたような様子を見せつつ、リングの上を見た。

			「アヅマの国のボッツやフロッグを始め、レイボルトのスティングや、炎(えん)剣(けん)騎士のフレイムト。国や都市の防衛の要となるような人材はさすがに少数派ですが、それに準ずる実力者たちが、今回の大会には参加しております。拙(せつ)の知る限りでは、これほどの人材が集められたことは、過去に一度も――――」

			　そこまで言って、ユリウスはチラリとセシリアを見やった。

			　ライナと話しているふうを装って、セシリアの顔色から情報を引き出そうとしているわけか。

			　オレと同じくユリウスの意図に気がついたらしいライナが、フーッとため息をついた。

			「そのようなことは、別にどうでもよいではないか」

			「どうでも……？」

			「疑う気持ちと眼差しで見れば、凡(ぼん)庸(よう)な枯れ枝ですら、亡霊がとり憑(つ)いた魔物に変わる。有事に備えて構えておくことが有用なのは認めるが、客観的に証明することのできん噂話に加担する気にはなれん」

			　ライナらしい、客観的で冷静な批評。

			「失礼……いたしました」

			　ユリウスは、顔を曇らせて去って行った。

			「でも実際どうなんだ？　裏とかあるのか？」

			「聞くのかっ?!」

			　オレがセシリアに問うと、ライナはとても驚いた。

			「秘密にしているということは、公表したくないということであろうっ?!　それを問いかけて正直に話したり、あからさまな反応をするような者など、いるはずがなかろうっ！」

			　もっともとしか言いようのない突っ込み。

			　けど――。

			「みゃああ…………」

			　セシリアは、めっちゃプルプル震えてた。

			　それはもう、雨に打たれた子猫みたいにプルプルしていた。

			「露骨な反応をするなぁ！[image: 297kao.png]」

			　一般人の想像や常識を超えた稀代のアホの子。

			　それがセシリア＝フェアゲッセンだ。

			　さらにこのアホの子は、細かく尋ねてもいないのに語りだす。

			「こっ……ここ、今回の大会に、裏の事情がおありにあるのは、真実ですわ……」

			　そうなのか。

			「しかしそれを出す際は、しっかりとした説明もいたしますわぁ！　驕し打ちのようなマネは、けして、けっしていたしませんわぁ！」

			「そっか」

			　オレはさらりとうなずいた。

			「信じてくださいますの……？」

			「ああ、まぁな」

			　仮にオレが変な企みをする側だったら、コイツに概要を教えたりはしない。

			　なのにコイツがナニカを知っているということは、そこまで悪い裏があるわけではない――という、セシリア的逆説論が成立する。

			　しかし当のセシリアは、瞳をホワアァ……と輝かせ、ほっぺをうっとり紅潮させた。

			「それは即ち、このわたくしの人間的な魅力に、ラクトさまが魅了されていると認識してもよろしいというご合図――――」

			「んなわけあるかぁ!!」

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～っ！」

		

	
		
			第27話　Ｂブロック一回戦。リンディスちゃんがヘタれる編。

			　

			　脱線を挟みつつ、レミナとリンディスの試合が始まる。

			　相手はつい先刻の、ユリウスとリトルス。

			「それじゃあ、行くッチよおぉ～～～」

			　リトルスが、拳にはめたメリケンサックをカチンと鳴らした。

			　白い闘気が舞いあがる。リトルスの髪全体が、下から風を受けたように逆立った。

			「チイッ！」

			　リトルス、ダンと地を蹴り突っ込んできた。そのスピードは、まるで放たれた矢のようだ。

			「速いな」

			　そのスピードは、ライナも高く評価していた。

			「ぜなぁ！」

			　リンディスが槍をくりだした。リトルスは、一切怯むことなく半身ずらす。

			　穂先を肩にかすめさせつつ、まっすぐに突っ込んでくる。

			　だがしかし、リンディスも負けていない。

			　初撃の残像が残るほどのスピードで槍を引き、二撃目をくりだす。

			　リトルスの目には、リンディスが槍を二本突きだしてきているかのように見えるだろう。

			　しかも二段目の突きは、初撃より速い。

			　初撃を見切ったつもりでいると、この二撃目は回避できない。

			　強い相手にはトコトン弱いリンディスであるが、ただの二段突きを必殺に近い『技』として昇華できる程度には強い。

			「チイィィ～～～～～！」

			　リトルスは両手をクロスさせ、リンディスの槍を手(しゆ)甲(こう)で受けた。衝撃で吹っ飛ぶ。リングに足をすべらせながら、後ろにさがる。

			　リンディスが、体の前で槍を回した。後ろに引いて、穂先に青いマナを溜め――。

			「すべてを飲みし深き渦、汝(なんじ)の闇は闇より深し――メルキュリア・レイストーム!!」

			　

			　ぶっ放す！

			　

			「当たらないっチィ！」

			　地面を抉(えぐ)りながら超高速で突き進むメルキュリア・レイストームを、リトルスは跳んでかわした。宙でくるりと回転し、両の足から闘気を噴射。リンディスに向かって頭から突っ込む。

			「ぜなぁ！」

			　リンディスは、タトッと後ろに跳ね飛んだ。

			　このまま行くとリトルスは、地面に頭から激突だ。

			　しかし激突の寸前で、リトルスはリングをぶっ叩き、自身の軌道を強引に変えた。

			　リンディスに向かって再度突っ込む。

			　リンディスは口角をゆがめ、リトルスに槍をくりだす。

			　ズガガガガガ。拳と槍の、激しい打ち合いが巻き起こった。

			　そんなリンディスの真後ろに、レミナがひっそり近づいた。

			　一足飛びでリトルスをぶった斬れる位置にまで移動して、スウッと静かに瞳を閉じる。

			　闇の中、戦いの音を聞く。

			　ウサミミっ子なレミナが聴覚を集中させれば、目で見るよりも正確に、相手を『視る』ことができる。

			　小さく細やかなリトルスの動きと、波のように激しいリンディスの動き。

			　それらふたつを、大剣を構えながら聞く。

			　リンディスの腰が、深く下がった。

			（ここじゃんねっ！）

			　レミナは踏み込み、大剣を振り下ろす。

			　パートナーのリンディスを裂くかのような軌道に、会場がどよめいた。

			　だがリンディスは、真上に跳んでそれをかわした。

			　まるで背中に目がついているかのような動きだ。

			　ただこれは、リンディスがレミナを察知したのではない。

			　レミナのほうが、『リンディスが跳ぶ気配』を察知して、大剣を振り下ろしたのだ。

			　紙一重のズレで、壮大な自爆になってしまう技。

			　しかしそれゆえ、相手側の虚をつける。

			　味方を斬ってしまうはずだったレミナの剣は、味方と戦っていた敵を目がけて突き進む。

			　が。

			「下がれっっ！！！」

			　リンディスが跳んだのとほぼ同時、リングの後方からユリウスの声が響いた。

			　リトルスが跳び下がる。レミナの剣は虚(こ)空(くう)を斬って、リングをド派手に叩き割る。

			　リトルスが、レミナに驚(きよう)愕(がく)の暇(いとま)も与えずに突っ込んできた。

			「まだまだじゃんねっ！」

			　レミナは剣から手を放し、リトルス相手に拳で打ち合う。

			　けれど身体能力の差か、下がりながらの防戦になった。

			「レミッ！」

			　リンディスが叫び、救援に向かおうとした。

			　だがそこに、銀(ぎん)閃(せん)が走りこんできた。

			　ユリウスの突きだ。

			「ぜなぁっ！」

			　リンディスは、仰け反って回避した。剣の切っ先が目の前を通り、冷たい風が瞳を撫でた。

			「貴様の相手はこの拙(せつ)だ」

			　ユリウスが剣をくりだしてくる。突きを中心とした、リンディスの槍術に近い技だ。

			「ぜなぜなぜなぁ！」

			　リンディスは突きをくりだして、ユリウスの突きを相殺していく。

			　突きの速度は、リンディスのほうが速い。

			　ユリウスが二の突きを放つ間に四。四の突きを放つ間に八の突きを放っている。

			　だがしかし、押されているのもリンディスだった。

			　相手はリンディスが突きをくりだしてくるのとほとんど同時に回避を始め、リンディスの攻撃を完璧に回避する。いくらリンディスが鋭い攻撃を放っても、余裕をもって回避する。

			　逆にリンディスの回避は、ギリギリに近い。

			　ギリギリの位置から出された攻撃は、鋭さに欠ける上、軌道も読みやすいものになる。

			　だから手数が、意味をなさない。

			　余裕をもって回避され、鋭いカウンターを受ける。

			　それを回避はするのだが、生まれる隙は、徐々に大きなものになる。

			　悪循環が蓄積し、八度目の攻防。

			　リンディスに、致命的な隙ができてしまって――。

			「聖騎士奥技！　オーラ・スプレッド！」

			　相手の技を食らってしまった。

			　白い竜巻のようにそそり立った闘気の渦に煽(あお)られて、高々と飛ばされた。

			「聖騎士奥技、バースト・スクラップだッチィ！」

			　さらにレミナも吹っ飛ばされて、落ちてきたリンディスにぶつかった。

			　土煙が舞いあがり、ふたりはぼろ切れのように転がる。

			「パーフェクト勝利だッチ――！」

			　リトルスが、ブイッとピースサインを決めて、ニカッとまばゆい笑みを浮かべた。

			「いや……」

			　だがユリウスは、リトルスに警戒をうながした。

			　見つめているのは自身の剣だ。

			　そこにはほんの一ミリほどの、小さな刃こぼれがあった。

			「あの女……。完璧なタイミングで入るはずだった拙(せつ)の奥技が入る直前、槍を立てて防御した……」

			「防御なら、アタシもなんとかしたじゃんね……」

			　レミナが薄汚れながらも立ちあがり、唇の端から垂れる血をぬぐった。

			　防御の術は、ライナに教わったものなのだろう。レミナはライナをチラと見た。

			「くやしいっチィ……」

			　リトルスが、ぷくうぅ～～～っとほっぺたをふくらませた。

			「憤ることはないぞ、リトル。今の攻防で決着がつかなかったとはいえ、ダメージの差は歴然としている。奇策でもなければ逆転はない」

			　正論だろうな。

			　ユリウスとリトルスはほとんど無傷でピカピカとしているのに対し、リンディスとレミナはボロボロだ。今の攻防がくり返されれば、その瞬間に敗北だろう。

			「そして拙(せつ)の能力は、直近の未来を予知するそれだ。

			　奇策のたぐいへの対抗策として、これ以上はない」

			「さっき……アタシの剣を簡単に回避させられたのも、予知のおかげ……ってわけじゃんね」

			「そういうことだな」

			　シリアスな顔で問いかけるレミナに、同じくシリアスに答えるユリウス。

			　抜きあいを始めようとしているガンマンの間に流れるような、緊迫とした空気が流れる。

			　にらみ合っているだけのように見えて、一辺の隙も見逃さないようにしている感じだ。

			　が――。

			「それじゃあ、勝てないぜなあぁ…………」

			　リンディスはヘタレた。

			　地面にこぼれたスライムみたいに、ぐにゃあぁっと垂れる。

			「リンっ?!」

			「だってだって、ユリウスの言う通りだぜなっ！　普通に戦ってもこっちが不利で、奇策とか立てても未来予知があるんだったら、通用したりもしないぜなっ！　そんなんされたら勝てないぜなっ！　そんなんされたら勝てないぜなぁ！」

			　リンディスは拳をギュッと握って、だだっ子みたいにプンプンぐずった。

			　さすがヘタレ界のキング。小物界の大物である。

			　諦めの速さはマッハクラスだ。

			　もしも現代に生まれていたら、まず間違いなくジェネラルニートになっている。

			　恋人のオレに寄生して、『うぅ～～～。らくとぉ、らくとぉ』って甘えたりとかしてそうだ。

			「えっ……。あっ……」

			　ユリウスもあっけに取られ、ぽかんと口を開いてリンディスを見つめてる。

			「落ちつくじゃんねっ！」

			　レミナが拳を握りしめ、リンディスをぶん殴った。

			「確かにこっちは不利じゃんねっ！　だけど相手は、ウソをついている可能性もあるじゃんねっ！」

		

	
		
			第28話　リンディス（笑）とレミナの本戦編。

			　

			「ウソ……ぜな？」

			「まずはリン、そこに立ってみるじゃんね」

			「ぜな……？」

			　リンディスは、レミナの指示のまま、ユリウスとリトルスに向かい合うような格好で立った。

			　奇策を警戒してるのか、ユリウスとリトルスは身構える。

			　そしてレミナは、リンディスの後ろへと回った。

			　リンディスの下半身。特にスカートを、じっと見つめて――。

			　

			　中のパンツを一息におろした。

			　

			「っ?!」

			　時がとまった。

			　リンディスは、なにをされたか理解できない。

			　ユリウスとリトルスも、あっけに取られてリンディスを見ている。

			　会場に設置されたビジョンボードが、おろされたパンツと、脱がしの余波でまくれあがったスカートを映した。まくれあがったスカートは、リンディスの健康的な太ももを晒(さら)しつつ、最後の一線だけはかろうじて守った。

			　見えそうで見えない。

			　見えそうで見えない。

			　スカートの下が、見えそうで見えないっ！

			　あと二センチか三センチ。それだけ浮けば見えそうなのに、まったく見えないっ！

			　重力消えろっ！

			　重力消えろっ！

			　重力消えろぉ！

			　オレがめっちゃ祈っていると、運命のイタズラか。

			　小さな風がふわりと吹いた。

			　風はリンディスのスカートの下にもぐり込み、スカートの奥を――。

			「ぜなあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

			　晒(さら)そうとした刹(せつ)那(な)、リンディスがスカートを押さえてへたれ込んだ。

			　オレを含めた会場の男全員が、うあぁ―――――――――っ！　と叫んだ。

			「レミのばか。レミのばかぁ。なにするんだぜな。なにするんだぜなぁ」

			　リンディスは、ふえぇ～～～んっと涙を流し、レミナのことをポカポカ叩いた。

			「今のは相手を探るのに、必要不可欠なプレイだったじゃんよっ！」

			「意味わかんないぜなっ！　意味わかんないぜなぁ！」

			　レミナは、ユリウスとリトルスを警戒しつつ言った。

			「相手はアタシがリンのパンツを下ろした瞬間、すごくびっくりしていたじゃんねっ！」

			「そんなの当たり前だぜなぁ！」

			「でも未来予知ができるなら、下ろした瞬間ではなく、下ろす手前で反応していないとおかしいじゃんよ！」

			「っ――！」

			　リンディスが、青天の霹(へき)靂(れき)に打たれたかのような顔をした。

			　その刹(せつ)那(な)、ユリウスが切りかかってきた。

			　レミナは両腕をクロスさせ、銀色の手(しゆ)甲(こう)で挟んで受けた。

			　ギィンッと激しい音が鳴り、ふたりのあいだに火花が散った。

			「どこで気づきました……？」

			「なんとなく……じゃんね」

			「なんとなく……？」

			「アタシはウチで店をやっているから、ウソをつく人もけっこう見ることあるじゃんね！　だからウソをついている人の声は、なんとなくわかるじゃんね！」

			　長い経験の蓄積と、音を聞くことに特化したウサギの獣人の特性が働いた格好である。

			　レミナはギリ……と歯を食い縛り、ユリウスの剣を弾いた。

			　ユリウスは離れ、フゥーっと深く息を吐く。

			「確かに貴(き)主(ぬし)の言う通り、拙(せつ)の力は、未来視ではない」

			「…………」

			「だがしかし、限りなく未来視に近い能力ではある」

			　ユリウスのウソを見抜いたレミナだからわかる。今度の言葉は、ハッタリではない。

			　もっとも、推論はついているだろう。

			　ユリウスの能力、それは――。

			「超記憶による、超予想……じゃんね」

			「そこまで見抜いていたか」

			「そう考えると、いろいろとつじつまが合うじゃんね」

			　例えばリトルスがレミナの大剣を回避できたのは、『レミナの大剣』を回避したのではない。

			　リトルスと戦っていたリンディスが、記憶にはない動きを見せた。

			　だからなにかしてくると予想して、とりあえず下がらせたわけだ。

			　そして『過去のデータを基にした予想』とは、精度があがれば予知と変わらなくなる。

			　ユリウスがリンディスを圧倒できたのは、ユリウスの中でリンディスに対するデータが、その域に達するほどに集まったからである。

			　だからだろう。ユリウスは言った。

			「しかしそれを見抜いたところで、形勢が変わるとも思えんが？」

			「…………」

			　レミナはなにも答えられなかった。

			　息を詰め、冷たい汗をタラりと流す。

			「リゼルト！」

			　アイテムボックスのような役割のある腕輪を起動して、予備の大剣を取りだした。

			　右(う)腕(わん)一本で、背負うようにして構える。

			　それは答えのひとつと言えた。

			　相手には、こちらの攻め方が見抜かれている。

			　それならば、相手の回避限界を超える一撃をぶっ放せばよい。

			　問題は――。

			「そんなデカデカ構えられて、射程に入るバカはいないっチー！」

			　ということだ。

			「やあっ！」

			　リトルスが拳に闘気を込めて、硬い石で作られたリングを殴った。

			　いびつな石板のようなガレキを両手で抱える。

			「ギブアップすれば、ぶつけないでやるッチよ？」

			「妹(ロミ)の目の前で、そんなかっこ悪いことはできないじゃんよ……っ！」

			「おねぇちゃん……」

			　見ていたロミナが、あうぅ……と喘いだ。

			　オレはロミナに言ってやる。

			「そういうことなら、痛い思いする前にギブアップしてくれって頼めばいいんじゃないか？」

			「おねぇちゃんって、こういう場面でそれを言ったら、『大丈夫じゃんよ！』ってがんばる性格なんですよおぉ～～～」

			　それは厄介だな。

			「オマケにわたしも、そういうおねぇちゃんが大好きだったりするんですよおぉ～～～」

			　語るロミナの脳裏には、幼いころの記憶が浮かんでいた。

			　父母が死に、ふたり切りになったころの記憶だ。

			　ちょっとした広場で、幼いロミナが男子五人にいじめられている。

			　ぽかぽか殴られウサギの耳を引っ張られ、泥団子をぶつけられたりしている。

			　そこにレミナがやってきて、いじめっ子たちに立ち向かった。

			　多勢に無勢でレミナも殴られ、ボロボロになっていく。

			　しかし最後は、五人のいじめっ子たちをボコボコにして追い払った。

			『いいかテメェラ！　アタシのロミに、二度と手ぇ出すんじゃねぇぞっ！』

			　最後はレミナにおんぶをしてもらった。

			『だだっ、だいじょうぶです！　おねぇちゃん！　わたし、自分で歩けますっ！　歩けますうぅ～～～！』

			『大丈夫じゃんよっ！』

			　そう言って、夕日が沈む夕刻の道を、いっしょに帰ったりした。
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			　それ以外の日もそうだ。

			　森でクマに襲われた日も、悪質なクレーマーが店にきた日も、レミナはロミナを守った。

			『父母が死んだあとの夜のさびしさ』からも、ロミナをやさしく抱きしめて守ってくれた。

			　だからレミナはロミナにとって、『かっこいいおねぇちゃん』であると同時に、『大好きなおねぇちゃん』なのだ。

			　痛い思いをしてしまう姿は見たくないけど、負ける姿も見たくない。

			　妹心は複雑なのだ。

			　ちなみにロミナの心情風景がわかるのは、リアのテレパシーのおかげである。

			「ギブアップしないなら、仕方ないッチねぇ……」

			　リトルスが、持っていたガレキをぽいっと放った。

			「ストームショットだっチィ！」

			　ガレキを殴り、破片の散弾に変える。

			　レミナがグッと奥歯を噛んだ。

			　一発や二発なら、左手の手(しゆ)甲(こう)でなんとかできる。

			　三発や四発ときても、なんとか回避はできるだろう。

			　だがこのような、無数の散弾となると――。

			「うらあッ！」

			　レミナ、大剣を振りおろす。ガオンと激しい音が鳴り、硬いリングに亀裂が入った。

			　向かってきていた散弾は、その一撃で打ち落とされた。

			　しかしレミナに迫るのは――。

			「これで終わりだ」

			　

			　ユリウス。

			　

			（間に合わないじゃんね――！）

			　体術への切り替え、単純な防御。シンプルな回避。どれを取っても間に合わない。

			　超予想の力など持っていないレミナでも、今は未来の姿が見える。

			　ユリウスに、肩口からぶった斬られる自分の未来が。

			　しかし――。

			「させないぜなっ！」

			　背後から声。

			　復活したリンディスが、レミナの後ろで愛槍を構えていた。

			「すべてを飲みし深き渦、汝(なんじ)の闇は闇より深し――――」

			　レミナとユリウスが青ざめる。

			　リンディスが今の位置でそれをぶっ放すと、ユリウスより先にレミナが消し飛ぶ。

			　レミナが消し飛んでから、ユリウスが消し飛ぶ。

			　そしてリンディスとリトルスのバトルなら、リンディスに分がある。

			　攻撃に入っているユリウスは、リンディスの攻撃を回避できない。

			　それでもユリウスは歯を食い縛り、レミナに回し蹴りを放った。

			　レミナの体が大きくゆらぐ。その反動で、ユリウスの体もわずかにズレる。

			「メルキュリア・レイストームッッ！！！」

			　ふたりがいた位置を、蒼い渦が通りすぎた。

			　それはレミナの黒髪とユリウスのズボンの一部をえぐり、青い空へと消えていった。

			「ヒートショットだッチぃ！」

			　追撃をかけようとしたリンディスに、闘気弾が飛んできた。

			　リンディスはそれを回避して、ユリウスたちから距離を取る。

			　本日何度目かの仕切り直し。

			　と――思いきや。

			「リンのばかぁ！」

			　レミナがリンディスを訴えた。

			「相談もなくアタシの真後ろで魔力を溜め始めるなんて、こわかったじゃんねっ！　こわかったじゃんねぇ！」

			　レミナはつい先刻のリンディスのように、ふえぇ～ん、ふえぇ～んと半泣きになって、リンディスのことをぽかぽか叩いた。

			「チャチャ、チャンスだったんだから仕方ないぜなっ！　だいたいレミのほうだって、アタシにひどいことをしたぜなっ！　っていうかパンツは返すぜなぁ！！！」

			「アレについては、戦っている途中でタレだしたリンが悪いじゃんよっ！」

			「あの時は、相手が強くて勝てないって思ってたから仕方ないぜなっ！　強い相手と雨と風には、逆らわないのが長生きのコツだぜなあっ！」

			　リンディスは両手をわたわたと動かして、必死になって言い訳をした。

			　レミナの動きがピタッととまる。

			「その物言いだと、今は勝ちの目が濃いように聞こえるじゃんよ……？」

			「その通りだぜなっ！」

			　リンディスは、地面に槍を突き立てた。

			「あまり使いたくないこの技を使えば、五分五分ぐらいで勝てるぜなぁ！」

			　リンディスたちとユリウスたちの真ん中で、槍が水を噴出させた。

			　それはクジラの潮吹きのように湧きあがり、小雨のように降り注ぎ、放射状に舞い散った。

			　リンディスら四人の足場が濡れて、周囲は水の結界で囲まれる。

			「撃散しまくれっ！　メルキュリア・ランスルーレットッッ!!」

			　リンディスが槍を振る。穂先から、水色の水流が放たれた。

			　怒(ど)涛(とう)のごときそれは、一直線にユリウスへ向かう！

			「フッ」

			　ユリウスは、余裕を持って回避した。

			「このような単調な攻撃が、拙(せつ)に通用するとでも……？」

			「そんなふうには、思ってないぜなっ！」

			「なに……？」

			「ユリウス―――っ！」

			　リンディスの声にユリウスが訝しむと、リトルスがユリウスに、体当たりをぶちかました。

			　ユリウスは飛ばされて、リトルスの真上を水の槍が通りすぎた。

			　術者のリンディスに牙を剥く！

			　リンディスは、半身ズラして回避する。水はリンディスの頬をかすめて、結界に吸われる。

			　吸われたそれは、結界の中をヘビのように走った。

			「アタシが張った結界用の水と、ランスとして放った水流に使っている水は、マナの配分を変えているんだぜなっ！　だから一度は混ざったように見えても、水が油を弾くみたいに、水が水を弾くんだぜなっ！　その法則は完全にランダムで、放ったアタシ自身にもウボギャアッ！」

			　

			　解説していたリンディスの脇腹に、水流がぶち当たった。

			　

			　派手に飛ばされ地面の上にころがったリンディスは、ぴくぴくと震える。

			「リンッ！」

			「だいじょうぶだぜ…………な」

			　リンディスは亡霊のように起きあがり、槍を支えにかろうじて立った。

			「この技を使った以上、アタシは絶対、負けるわけにはいかないんだぜなっ……！」

			　リンディスの瞳には、かつてないほどの闘志がみなぎっていた。

			　こんな真剣なリンディスを見るのは、生まれて初めてかもしれない。

			　今はいない師匠とか、恩師とか、そういう人から学んだ術であったりするのだろうか。

			　最後の術法として教えてもらって、だからこの術で負けることはできない。

			　そんな悲しく、重い事情が――。

			「この術で負けたら、ものすごいアホになってしまうぜなあぁ！」

			　

			　あるわけなかった。

			　

			「そもそも、いきなり自爆している時点で…………」

			　レミナが、もにょもにょと突っ込んだ。

			　しかし聞こえていなかったのか。リンディスは、再び水流の槍をぶっ放した。

			　ユリウスが、フ……と口元で笑う。

			「仮にこれが最後の技なら、分があるのは拙(せつ)たちと言えそうだな」

			　ユリウスが、リトルスに目配せをした。

			「チイッ！」

			　リトルスが、拳と拳を突き合わせた。メリケンサックをガチンと鳴らし、赤い闘気をたぎらせる。リンディスの水流を両手で打った。水がジュワアッと蒸気に変わる。

			「見ての通りリトルスの闘気は、今程度の水量であれば、瞬時に蒸発させることができる」

			「それはホントにそうだぜなっ?!」

			　リンディスが、二撃目を放った。それは先の水流よりも、大きくて鋭い。

			　が――。

			「ムダだっチィ！」

			　リトルスは、両手を合わせて相殺した。

			　先のそれより激しい水は、先のそれより激しい蒸気を作りだす。

			「なかなかやるぜな！」

			「トーゼンだッチ！」

			「そんじゃあ、このイッパツならどんな感じだぜなっ?!」

			「何度やっても同じっチィ！」

			　二人は蒸気のせいにより、白く蒸し暑くなった空間で叫んだ。

			　そしてリンディスが三発目を放とうとした刹(せつ)那(な)、ユリウスが違和感に気づいた。

			「待てっ！　リトルスっ！」

			「チィ？」

			　けれども、一瞬遅かった。

			　リンディスの水流はリトルスへ向かい、リトルスはそれを、両手で受けた。

			　分量の多いそれは、蒸気の爆発を起こした。

			　熱したフライパンに水をかけた時に起こるそれを、何十倍にもしたような威力。

			　並みの人間であれば、皮膚をヤケドするような熱量。

			　しかしふたりは鍛えているので、表面の皮膚は無事だ。

			　それでもひとつ、目だけはあけていられない。

			　そこにレミナが突っ込んだ。

			　目を閉じて、闇の中。優れた二対のウサミミでもって、ふたりの気配を音で聞く。

			　ふたりの位置に、およその見当をつけて――。

			　

			　大剣の一撃っ！

			　

			「うああ―――っ！」

			「チイィ――――っ！」

			　ガードも困難なレミナの大剣を食らったふたりは、光の粒子となって消えた。

			　なんだかんだ言いながら、ふたりはいいコンビであるようだった。

			　司会の声が響く。

			『ヴァーラスキャルヴ学園武芸会、Ｂブロック第三回戦を制したのは〈残虐の水霊鬼〉改め、〈自爆するアホの子〉と、〈大剣使い〉のレミナ＝ラビウスだあぁ―――――――――っ！』

			「ぜなあぁっ?!」

			　そしてリンディスの叫び声が、リングの上には響き渡った。

		

	
		
			第29話　落ち込むリンディスを元気づけたり、かわいいカミーユをからかってみたり。

			　

			「ぜなあぁ……」

			　試合の終わったリンディスたちが戻ってこなかったので、オレはロミナたちに待つよう言って探しに行った。

			　リンディスは、控え室の隅っこにいた。

			　膝を抱えてうずくまり、青白い人魂を浮かばせている。

			「アホじゃないぜな……。勝ったんだから、アホじゃないぜなあぁ……！」

			「またか？」

			「そうじゃんよ……」

			　リンディスは大会の予選で、〈残虐の水霊鬼〉なる、ひどい呼び名(ケニング)をつけられた。

			　そして先の本戦で、その名を改めることに成功した。

			　新しい呼び名(ケニング)は、〈自爆するアホの子〉だった。

			　ヘタレなリンディスはナイーブで、傷つきやすくもあるらしいのだ。

			　仕方ないな。

			　オレはリンディスの腕を掴んで、無理やり立たせ――。

			　

			　あいさつ代わりにキスをした。

			　

			「ん～～～～～～～～～？！？！？！」

			　パニックを起こしたリンディスを壁に押しつけ、キスをしながら胸を揉む。シャルルほどではないにしても充分に豊満な胸は、実に揉みがいがあった。胸と唇をたっぷりと楽しんで、唇を離す。

			「いっ……いきなりなにする――――」

			　さらに顔を赤くしたリンディスの下半身に、右手を伸ばした。

			「ぜなあぁ―――――――――――――――――っ！！！」

			　真っ赤になったリンディスは、必死になって抵抗してくる。

			　それでもオレは、リンディスの股間の真ん中を、スカート越しに撫でていじった。

			「ひゃあっ、きゃあっ、あんっ！　なにするぜなっ！　なにするぜ…………ぜなあぁんっ！」

			　いじりまくって手を離す。

			　リンディスは、股間を押さえて涙目で叫んだ。

			「もう……本当に、いったいなにを考えてるぜなぁ!!」

			「さっきの試合で、レミナにパンツ脱がされたじゃん？　ちゃんと穿(は)き直したのかなって」

			「そういうことは、口で言えぜなぁ！」

			　リンディスは、鎖(さ)骨(こつ)のあたりで拳をグーにして叫んだ。

			「でもそれはそれとして、パンツはちゃんと穿(は)いとけよ」

			「っ～～～～～～～～～～～～！！！」

			　リンディスは、唇を噛んでぶるぶると震えた。

			　レミナからパンツを受け取り、オレに背を向けて穿(は)いた。

			　ぶるぶる震えるリンディスは、とても涙目でかわいかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「戻ったじゃんねっ！」

			「おねぇちゃんっ！」

			　レミナがただいまのあいさつをすると、ロミナがレミナに駆け寄った。

			　子犬みたいに飛び跳ねて、レミナの胸の中に飛び込む。

			「もう今回は、本当に心配したんですからね！」

			「ごめんなぁ、ロミ」

			　レミナはまったりとした声をだし、ロミナの体を抱き返す。

			「…………」

			　リンディスがそれを、ちょっとうらやましそうに見つめた。

			　後日知ることになるが、リンディスには『家族』がいない。

			　部下はそれなりにいるが、家族そのものはいない。

			　結婚にやたら拘っていたりするのも、家族への憧れからであったりするらしい。

			　そんなことは知らなかったオレではあるが、リンディスのさびしそうな気配は感じた。

			　なので頭を、ポンと叩いた。

			「ぜなっ?!」

			　戸惑うリンディスに構わずに、小さな頭を撫でてやる。

			　特に羽の付け根のあたりを、親指でくしくしと撫でた。

			「いきなり、なにするんだぜなぁ……」

			　そんなふうには言ってきたが、満更でもない雰囲気ではあった。

			　頭の羽も、うれしそうにぴこぴこゆれてる。

			　さっきあんなにセクハラされたばかりだってのに……。

			　ちょろい。

			　そしてかわいい。

			　オレのリンディス、ちょろかわいくって超かわいい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そんな感じでイチャつきながら、いくつかの試合を眺めた。

			　目を引く対戦もなくＢブロックが終わり、休憩の時間に入った。

			「このブロックだと、レミナとリンディスが一番っぽいな」

			「えへへ……」

			「ああっ、当たり前だぜなっ！」

			　レミナはうれしそうに相好を崩すが、リンディスは、腕を組んでそっぽを向いた。

			　ただし、そのほっぺたは赤く、頭の羽もパタパタゆれてる。

			　その照れている感じは、素直ではないカミーユを彷(ほう)彿(ふつ)とさせた。

			「褒められてるんだから、素直に喜んでおけよな」

			　そのカミーユが言った。

			　口調はとてもやわらかで、心からリンディスを祝福している雰囲気が伝わってきた。

			　だがオレは、愕(がく)然(ぜん)とした。

			　カミーユが言うのは、今世紀最大級の『オマエが言うのか』にしか聞こえない。

			「ななっ、なんだよ！　どうしてボクを見るんだよっ！」

			　しかもこのカミーユに、自覚はまったくなさそうだった。

			　だからだろう。オレは、からかいたくなっていった。

			「かわいい」

			「はっ……？」

			　カミーユの顔が、ボン――と赤くなる。

			「カミーユ、かわいい」

			「いきなりなに言ってるんだよっ！　くそばかっ！　だいたい、ボクはオトコだぞっ！」

			　なんの脈絡もなく言われ、カミーユは狼(ろう)狽(ばい)しまくった。

			　かわいい。

			　とてもかわいい。

			　オレは、ニヤニヤとして言った。

			「褒められてるんだから、素直になれよ」

			「うっ……」

			　リンディスに言った手前か、カミーユは、喉の奥を詰まらせた。

			　両手をギュッと握り締め、唇を噛み締める。

			　ただでさえ赤かった顔が、加熱処理でもされたみたいに紅潮していく。

			　かわいい。

			「ごめん」

			　オレは素直に謝った。先ほどリンディスにしたように、カミーユの頭をくしくしと撫でる。

			「これで誤魔化すのやめろよ……ばか…………」

			　カミーユは、憎まれ口を叩いた。顔を赤く染めつつも、唇を尖らせている。

			　けれども、尻尾(しつぽ)は振られてた。

			　キツネの尻尾(しつぽ)もピィィンと立って、気持ちよさげにピクピクしている。

			　オレはそんなカミーユを、ほほ笑ましく思いつつ、言った。

			「つまり――もっと違うことをしてほしいってことか」

			「なっ――」

			　カミーユが絶句した。オレはその隙を狙い、一息にキスをした。

			　逃げられないよう熱く抱き締め、カミーユの舌に舌を絡ます。やわらかなおっぱいに手を伸ばし、ぐにゅぐにと揉みほぐす。

			「んん～～～～～～～～～っ！」

			　カミーユは、瞳を閉じて呻いた。

			　しかしカミーユのことは、何回も抱いている。

			　背中のどんなツボを突けば感じるのかも、どんなキスをすれば悦ぶのかも知っている。

			　たっぷり貪ってから、唇を離した。

			「ばか…………」

			　カミーユは、うるんだ瞳でかろうじて言った。漏れる吐息は熱っぽく、オレの唇を湿らせる。

			　かわいいなぁ、ホント。

			　オレは再びキスをした。

			「んっ…………」

			　カミーユは、それを黙って受け入れた。

			「いいいっ、いったいなにをしていらっしゃるの?!」

			　するとセシリアの声がした。

			　怒りなのか恥ずかしさなのか。真っ赤になってぷるぷるしている。

			　両脇に控えているアリシアとリミィも、セシリアほどではないが赤くなっている。

			「なにしにきたんだよ」

			「それは……」

			　セシリアは頬を染め、目を伏せてもじもじとした。

			　恥じらいながら、白い布の入ったバスケットを差しだしてくる。

			「ご休憩のお時間になりましたので、お食事でもごいっしょに――と」

			「セシリアさまの手作りですですっ！」

			「おねぇさまは、朝の四時からお作りになられておりました」

			「なんということをおっしゃるのですのっ?!　こここっ、このわたくしが、ただのライバルであるラクトさまのために、手作りのお弁当を作るはずにゃど、ございませんわっ！」

			「そうか」

			　微妙に噛んだセシリアの言葉を、オレはあっさりスルーした。

			「っていうか、別に要らないぞ。カミーユのがあるし」

			「なんで勝手に決めてるんだよっ！　ボクはそんなこと言ってないだろっ?!」

			「作ってきてくれてないのか……？」

			　だとしたらショックだぞ。マジで。

			「そんなことはないけど……」

			　哀しそうな顔をしたせいだろう。カミーユは、すまなそうにバスケットを差しだしてきた。

			　被さっていた白い布を取り去り、フタをあける。

			　とてもおいしそうなサンドイッチが、びっしりと詰まっていた。

			「みゃっ…………！」

			　セシリアが、落雷に打たれたかのようなショックを受けてた。

			「どうした？」

			「わたくしの、ほうも……」

			　セシリアが、バスケットのフタをあけた。

			　入っていたのは、やはりサンドイッチであった。

		

	
		
			第30話　休憩とセシリアとサンドイッチ編。

			　

			「オマエもサンドイッチか」

			「摘まみやすさと運びやすさを考えれば、ある種の必然とも言えますわ……」

			　食べてもらえるかどうか、不安に思っているのだろう。

			　セシリアは、しょんぼりとして答えた。

			「一応試合の前だし、あんまり大量に食うわけにはなぁ」

			「みいぃ……」

			　オレが難色を示してみると、セシリアはうなだれた。

			　頭のかわいいネコミミも、しゅうぅん……っと垂れる。

			　オレはチラりと、セシリアのサンドイッチを見やった。

			　見た限り、普通のサンドイッチであった。カミーユに比べると形はあまりよくないが、『慣れていないけど、がんばって詰め込みました』といった感じはでている。

			「わかったよ……」

			　オレは不承にうなずいた。たったそれだけのことで、セシリアの顔に光が差した。

			　瞳をキラキラ輝かせ、ほわあぁっと温かな笑みを浮かべる。

			　オレもフフッと、おだやかな笑みを浮かべて言った。

			「オマエのサンドイッチはゴミ箱の中にしまっておいて、あとで捨てるよ」

			「なんということをおっしゃるのですのっ?!

			　ラクトさま、わたくしのことをいったいなんだと思っていらっしゃるですのっ?!」

			「オレに勝つためだったら、毒とか盛っても構わないと考えている女」

			「おひどいですわぁ！」

			　セシリアは叫んだ。

			「確かにわたくし、そのような思考は現在進行形で所持してますわっ！　しかしそのお弁当を作った時には、一切考えておりませんでしたわぁ！　そのお弁当は、ラクトさまのためを想って朝の四時から一生懸命お作りしたものですわぁ！」

			「いやオマエ、それは自分で否定してたじゃねぇか」

			「みゃ……っ！」

			　指摘されて気がついたらしい。

			　セシリアは、ボンッと真っ赤に爆発し、あわてふためき必死に叫ぶ。

			「たたたっ、確かにそれは、ラクトさまが正しいですわっ！　わたくしがラクトさまのために手料理をお作りするなど、ありえませんものっ！　ですから手料理を作ったのは――――リーシャ！　そう、リーシャですわっ！」

			　はい？

			「わたくしリーシャの手料理を、わたくしが作ったものとカンチガイしたのですわぁ！」

			　どんなカンチガイだよ。

			「つーか本気で、それが言い訳として通ると思ってんのか？」

			「もちろんですわぁ！」

			　セシリアは、胸に手を当て言い切った。

			「わたくしとリーシャは、心よりも深い絆(きずな)で結ばれた一心同体の身！　ならばリーシャが作ったサンドイッチをわたくしが作ってしまったとカンチガイするのも、ありえないとは言い切れませんわぁ！」

			　なにそれ、こわい。

			　そんな亜空間で作られた料理とか、毒がなくても食べたくないぞ。

			　なんてオレが思っていると、アリシアが前にでた。

			　バスケットを抱えて、オレを見上げる。

			「申しわけありません、ラクトさま。このサンドイッチは、わたしが作ったものでした。おねぇさまと一心同体であったわたしは、自分が作ったサンドイッチをおねぇさまが作ったものとカンチガイしてしまっていたようです」

			「そうなのですわっ！　そうなのですわぁ！　そのサンドイッチは、リーシャが作ったものなのですわぁ！」

			「リミィの目には、セシリアさまのお手製に見えたのですですが……」

			「それはリミィの錯覚ですわっ！」

			「そうだったのですですか…………！」

			　アリシアはどう見ても演技だが、リミィは本気でうなだれた。

			　このあたり、さすがのアホの子主従である。

			　しかしアリシア、こんなアホの子な言い訳にも付き合ってあげるとか……。

			　いい子だなぁ、本当に。

			　そういう意味では、アリシアのためにも食べてやりたい。

			　オレはサンドイッチを指で摘まんだ。

			　カットされたピンクのイチゴと、白い生クリームが入ったフルーツサンドだ。

			　あまり馴染みはない組み合わせだが、パンにイチゴジャムを塗る文化があることを思えば、『アリ』な組み合わせだと思う。

			　っていうかピンクと白のコントラストは、見ているだけで食欲をそそる。

			　セシリアが、胸に手を当て言ってくる。

			「わたく……リーシャは料理が得意ですのよ！　生のタマゴを、片手で割ることもできるのですのよっ！」

			　セシリアの顔は、喜色満面に得意げだった。事実なら、なかなかすごいとも思う。

			　だがオレは、冷淡に尋ねた。

			「オチは？」

			「はにゃ？」

			「そのお話にくっついているオチはなんだって聞いてるんだよ」

			「それは……」

			　思い当たることがあるのだろう。セシリアはうつむいて、指をもじもじと絡ませた。

			　空気を察したアリシアが答える。

			「三回に一回は、タマゴのカラが混ざります」

			「リーシャ～～～！」

			「ラクトさまがお尋ねになった以上、隠(いん)匿(とく)は偽りと変わらないと思います」

			「みいぃ…………」

			　アリシアの正論に、セシリアはしょんぼりとうなだれた。

			　そうなんだよなぁ。

			　こうなんだよなぁ。

			　すべての話に要らんオチをつけてくるのが、セシリアっていうアホの子なんだよなぁ。

			　顔やスタイルは抜群にいいが、中身はセシリア。

			　ハープやフルートの演奏は一級品だが、超のつくドオンチ。

			　歌の感想の一番目に、『まず、頭が痛くなります』と言わなくてはならないレベル。

			　そういうオチをつけてくるんだよなぁ。

			　それなら見た目はおいしそうなサンドイッチにも、オチがあると思うのが当然であろう。

			「みいぃ……」

			　しかし朝の四時に起きたというのも、一生懸命作ったというのも、ウソや誇(こ)張(ちよう)ではないのだろう。セシリアは両手を合わせ、祈るようにオレを見ている。

			　オレはしばし悩んだ末に、サンドイッチをバスケットに戻し、ひとつの提案をだした。

			「オレが食べると食べないのあいだを取って、ブタのエサにするっていうのはどうだ？」

			「いったいどんな中間ですのっ?!　わたくし意味がわかりませんわぁ！！！」

			　セシリアが珍しく、もっともな反応を見せた。

			　食うと食わないの中間がそれっていうのは、確かにおかしな話ではある。

			「けどオマエ、作ったあとに味見はしたのか？」

			「それはもちろん――」

			　セシリアは、無意味なタメを無意味に作り、胸に手を当てて叫ぶ。

			「一切やっておりませんわっ！」

			「なんでじゃバカタレ！」

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

			　オレはセシリアのほっぺたをつねった。

			　セシリアは、オレにつねられたほっぺたをさすり、くすん、くすんと鼻をすすって答える。

			「できた料理は、まずラクトさまに食べていただきたかったからですわぁ……」

			　そういう理由か。

			「となるとちょっと責めにくいな……」

			「頬《ほほ》をつねったのは、責めたうちに入りませんのっ?!」

			「いいからまずは、自分で食えよ」

			　オレはアホみたいに大口を開けたセシリアの口に、サンドイッチを突っ込んだ。

			「もごっ、んぐっ、んっ…………！」

			　セシリアはなぜか、エロいものでも咥えさせられているみたいに頬を赤らめ、サンドイッチを咀(そ)嚼(しやく)した。ゴクリと飲んで、小さな唇を両手で押さえる。

			　さらに耳をキュウゥン……と垂らし、小刻みに震えた。

			　それはやたらかわいく、オレは思わず怒鳴ってしまった。

			「なんだよ！　その反応！」

			「ラクトさまこそ、今わたくしにおこなったのは、仲(なか)睦(むつ)まじき男女がおこなうという、『はい、あーん』では…………」

			　セシリアは、つぶらな瞳を可(か)憐(れん)に閉じて、みいぃ……としおれた。

			　かわいい。

			　セシリアなのに、やたらかわいい。

			　オレの顔が熱くなり、心音も高鳴った。

			　しかし今さらセシリアに『かわいい』と言うのは、恥ずかしくって仕方ない。

			「んなわけあるかっ！　ばかっ！」

			　誤魔化すように叫び、セシリアのサンドイッチを食べる。

			　ふわりとしたパンの触感に、とろけるようなクリームの甘み。

			　そしてイチゴの甘酸っぱさが、口いっぱいに広がった。

			　それでいて、後味は爽やかだ。

			　これは……。

			「うまい……？」

			「本当ですのっ?!」

			　セシリアの顔が、一気にほわあぁっと明るくなった。

			　お尻についてる猫の尻尾(しつぽ)も、ピィンッと立ってかわいくゆれる。

			　かわいい。

			　本当にかわいい。

			　オレは直視できなくなって、セシリアから顔をそむけた。

			「オオオッ、オレがオマエに遠慮してやったことが、過去に一度でもあったかっ?!」

			「ございませんわぁ！」

			　何気にひどい話にも、セシリアは、満面の笑みで同意した。

			　なんかもう、オレに恋してるとしか思えないほど、キラキラした目でオレを見ている。

			　かわいい。

			　マジでかわいい。

			　外見だけのお話じゃなくって、中身もかわいい。

			　美人で巨乳でネコミミでかわいいって、ほぼ反則だ。

			　呪いでもかけられたみたいに、セシリアの顔から目を離すことができない。

			　なんてオレが思っていると――。

			「ああっ、あんまり量を食べたらいけないんだよなっ！　オマエ！」

			　カミーユが、不安げに言ってきた。オレがセシリアのサンドイッチに夢中になって、自分のを食べてもらえなかったら……みたいに考えている顔だ。

			「カミーユッ！」

			　オレは、呪(じゆ)縛(ばく)を解いてくれたカミーユに抱きついた。

			「うわっ！　ひゃうっ！　なななっ、なにするんだよっ！　くそばかっ！　ボクは、ボクはオトコだぞっ?!」

			「わかってる。うん。わかってるから……」

			　オレはほうっとため息をついて、カミーユのやわらかな体を全身で感じた。

			　そして気持ちを落ちつかせ、カミーユの頭をポンと叩いた。

			「それじゃあセシリアのサンドイッチといっしょに、カミーユが作ってくれたのも食べるか」

			「べべべっ、べつに、無理して食べるとか、そういうのだったら、要らない…………からな？」

			　うつむき気味に言うカミーユは、うかがうような上目遣いだ。

			　日ごろからカミーユをいじりまくっていて気がついたことだが、カミーユは、根っこがかなり臆病だ。オレにやたらツンツンするのも、素直に甘えて拒絶されたら……と考えてしまっているせいだ。

			　しかしオレに嫌われることを人一倍怖れてもいるので、オレがちょっと強めに押すと、あっさり折れる。むしろオレに強く押されて、折られてしまうのを待っている節もある。

			　オレはニコッと笑って言った。

			「いつものオレを見ればわかるだろ？　オレはしたいからする。やりたいからやる。食いたいから食うってやつだ。気を使って無理に食べるなんて、絶対にしないよ」

			「そんなふうに言われても、うれしくなんかないんだからな……」

			　カミーユは、やはり素直ではないことを言った。

			　しかし語気はとても弱くて、ほっぺたも赤く、瞳はツ――と伏せられていた。

			　尻尾(しつぽ)も当然、パタパタ左右に振られてる。

			　かわいい。

			　それからオレは、会場の中の、比較的平たくなっているゾーンに移動した。

			　移動する途中では、セシリアの頭を撫でてやったりもした。

			「みいぃ…………っ！」

			　セシリアは、幸せそうな顔をした。

			　これですべてが報われましたわ！　と言わんばかりの表情だった。

			　オレたちは、輪になって座った。

			「ささっ、先ほどの、お返しですわっ！」

			「ラクトさん！　お口の横に、ソースがついてしまっています！」

			　セシリアがオレにサンドイッチを食べさせてきたり、ロミナがオレの口の横についてるトマトソースをぬぐったりした。

			　オレはオレで、リアの口元にサンドイッチを持っていったりもした。

			（ん………♥）

			　リアはオレの右手を両手で持って、もこもこと食べた。

			　食べ終わったあとは、オレの右手の、ソースがついてしまった指をじっと見つめて、口に咥えこんできた。

			（はむ………。ちゅる………。ぺろ。）

			　丁寧に舐め取ってから、満足そうに唇を離す。

			　リアの唇や舌は、とても気持ちがよろしかった。

			　そしてリアの行動は、衝撃的だったらしい。

			　ライナとリンディスとシャルルが、持っていたサンドイッチを落としてしまった。

			「ぜなっ！」

			「はうっ！」

			　リンディスの手から落ちたサンドイッチはリンディスの巨乳に当たって弾み、シャルルが持っていたサンドイッチは、シャルルの巨乳の根元に乗った。

		

	
		
			[image: p347.jpg]
		

	
		
			　しかしライナのサンドイッチは、何物にも当たることなく虚(こ)空(くう)を通り、ライナの太ももの上に落ちた。

			　ライナの胸には、容量がなければ質量もない。よってあらゆる物体は、胸の上を通過していく。

			「はぐぅ……」

			　ライナが心底哀しげに、太ももに落ちたサンドイッチに、シャルルとリンディスの巨乳を見つめた。

			　かわいい。

			「落としたらダメじゃん」

			　オレは白い布を持ち、ライナとリンディスのソースをぬぐった。

			　ライナの太ももについたうらやましいソースを揉みぬぐいながら、リンディスの胸を――ではなく、胸についたうらやましいソースをぬぐう。

			　しっかりと鍛えてあるライナの太ももと、男勝りな性格にギャップを添えるリンディスの巨乳は、甲乙つけがたいほどにすばらしかった。

			「ふわあっ、あっ、はぐぅ……」

			「手つきが、いやらしいぜなぁ……！」

			　ふたりはさして抵抗することもなく、黙ってオレにぬぐわれた。

			　かわいい。

			　そしていよいよメインディッシュだ。

			　オレはシャルルの胸に乗りやがったサンドイッチを見やる。

			「はぅわん。はぅわぁんっ…………！」

			　想像だけで、恥ずかしくなってしまっているのだろう。

			　シャルルは瞳に涙を溜めて、首をプルプル左右に振った。

			　そんなかわいいシャルルのことを、オレが逃がすはずはない。

			　シャルルの腰に腕を回して、一息に抱き寄せた。

			　胸元のサンドイッチを、ダイレクトに食べる。

			「はうぅぅ…………！」

			　恥じらうシャルルの息遣いが、途方もなく愛らしい。

			　真っ赤な顔をしていることが、容易に想像できるほどである。

			　それからもオレは、エロと食事を楽しんだ。

			「ねぇー、ラクトさぁん♡」

			「なんだ？」

			「ボクもおっぱいの下に、えっちな気分がくっついちゃったんだけどぉ♡♡」

			　などと言って下乳を見せてきたミーアの胸を下から揉んで、えっちな気分を取り除いてあげたりとかした。

			「しょしょ、少々、はしたないのではなくって?!」

			　セシリアはそんなことを言ってきたが、当然のごとく流した。

			　そして食事と休憩が終わるころ、リアの懐から声がした。

			〈Ｃブロック第二回戦が始まります。Ｃブロック第二回戦が始まります。会場のほうまでご移動ください。会場のほうまでご移動ください〉

			「がんばれよ、リア」

			（こくっ。）

			　オレが笑顔で声をかけると、リアは小さくうなずいた。

			　この時のオレは、とてものんきに構えていた。

			　次の試合が、リアにトラウマを植えつけることも知らずに。

			　

			〈『物理さんで無双してたらモテモテになりました』⑥へ続く〉
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			京都府出身、奈良県在住。主な仕事はソーシャルゲームイラストやゲーム原画など。趣味は釣りとサッカー観戦ですが、釣り場が遠いので最近は雑誌を眺めるだけの日々です。（二〇一六年二月現在）
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